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第 1章 自然と風土

昭
和
二
十
九
年
(
-
九
五
四
）
東
襲
山
・
清
水
・
国
分
・
東
国

分
・
敷
根
の
五
か
町
村
が
合
併
し
、
翌
三
十
年
二
月
一
日
に
は
人

口
三
万
六

0
0
0人
の
国
分
市
が
誕
生
し
た
。

≫

国
分
市
は
鹿
児
島
県
の
ほ
ぽ
中
央
部
に
位
置
し
、
県
都
鹿
児
島

市
ま
で
約
三
〇
棧
、
鹿
児
島
空
港
ま
で
一
〇
棧
の
距
離
に
あ
る
。

市
の
北
部
か
ら
東
部
に
か
け
て
標
高
六
〇
認
か
ら
五

0
0討
の
台

う
わ
ば

地
や
山
地
が
と
り
巻
き
、
普
通
上
場
と
い
わ
れ
る
地
域
が
市
の
面

積
の
七

0
％
を
占
め
て
い
る
。
南
部
と
西
部
は
広
々
と
し
た
平
地

が
広
が
り
、
国
分
平
野
を
形
成
し
て
い
る
。
北
は
姶
良
郡
霧
島

町
、
東
は
姶
良
郡
福
山
町
と
曽
於
郡
財
部
町
、
南
東
は
福
山
町
に

接
し
、
西
は
天
降
川
を
挟
ん
で
姶
良
郡
隼
人
町
、
南
西
は
鹿
児
島

湾
に
面
し
て
い
る
。

第
一
節 第

位
置
と
面
積

章

自
然
と
風
土

N
ハ―

鹿児島湾 福
山
町

29年 4月1日

同年 5月10日

国分町・東襲山村・清水村合併

敷根村・東国分村もこれと合併

人口 35,988人 7,886戸

122, 51km' 資料： r国分市統計書』
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表 1-1 

第 1編

国分市の位置と面積

国分の自然 ・人口

位置 方位 経緯度 地名

極東 東経 130°54'00" /II内本戸

本市の位置
極西 東経 130°44'24" 野口西高城

南端 北緯 31°40'12" 上之段堂田

北端 北緯 31°47'24" 重久札の窪

シビックセンター 東経 130°45'56" 

所在地 北緯 31°44'14" 

最長距離
東西 15.33km 

南北 13. 78km 

最高 鹿谷岳 570.Sm 

上場
木原台地 270m 

海抜 春山台地 220m 

平地 市役所 6m 

最低 海岸 om 

本市の面積 122. 51km' 

（注） 『国分市統計書』 市関係課の調査による。

姶
良
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曽
於
郡

図1-1 国分市の位置
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第 1章自然と風土

表 1-2 土地利用の推移（面積）

（単位： ha. %) 

年度 I区分 I総数
田

耕地

畑 計
山林 I 宅地 Iその他

実数 12, 139 1, 450 1, 228 2, 678 6, 686 - 2, 775 
昭和30年 1------------------------------------------------------------------------------------------

比率 100. 0 12. 0 10. 0 22. 0 55. 0 23. 0 

実数 12, 139 1, 360 1, 030 2, 390 7, 230 389 2, 130 
40年 1-----------------------------------------------------------------------------------------

比率 100.0 11.2 8.5 19. 7 59.6 3.2 17.5 

実数 12, 139 1,532 1,009 2,541 7, 120 541 1,937 
50年 1---------------------------------------------------. —---- ----------------------------------

比率 100. 0 12. 6 8. 3 20. 9 58. 6 4. 5 16. 0 

実数 12,139 1,458 1,189 2,647 7,258 946 1,288 
60年 1------------------------------------------------------------------------------------------

比率 100. 0 12. 0 9. 8 21. 8 59. 8 7. 8 10. 6 

実数 I12, 250 I 1, 460 969 I 2,429 I 7,270 I 1,164 I 1,387 

平成 5年 I比率 100.0 11.9 7.9 19.8 59.4 9.5 11.3 

対30年j-----100:gj----ioo~-9-l-----7s:91---- - 9i~-o-l - ----9。:/--- --------l
（注） r国分市統計書」による。昭和30年のその他は宅地を含む。

平成 2年より総面積lllha増加、地積調査の結果による。

山林

59.4% 
山林

59.4% 

図 1-2 地目別割合（左：平成 5年度，右：昭和40年度）
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第 1編 国分の自然 ・人口

表 1-3 地域別地目別面積一覧 （平成 5年）

（単位： ha. %) 

耕 地
地 域 林地 宅地•他 総計

計 田 畑 樹園地

実数 102,569 35,868 55,664 11,057 588,127 225,962 916,658 
県総計 --------------------------------・------------------------------------------------------------

比率 11.2 3. 9 6.1 1.2 64. 1 24.6 100 

市(14合市計） 
実数 21,994 8,931 10, 161 2,852 145,229 71,968 239,141 

・・・・・・・・・・・・ -------------------------------------
------—ー ·------------------・・----・---・ 

比率 9. 1 3. 7 4. 2 1.2 60. 7 30. 1 100 

実数 1,281 484 626 170 13,502 14,259 28,942 
鹿児島市 ------・・・・・--・・・・・ ----幽---------------------------------------------------------------------

比率 4. 4 1.7 2, 1 0.6 46. 6 49. 2 100 

実数 1,235 892 264 79 7,604 3,412 12,251 
国分市 --------------------------------------------・・----------------------------------------------

比率 10.0 7.3 2.1 0.6 62. 0 27, 9 100 

（『鹿児島県統計年鑑』より）

表
1
I
2
や
固
1

ー

2
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宅
地
が
昭
和
四

十
年
度
の
三
八
九
診
（
三

・
ニ
％
）
か
ら
、
平
成
五
年
度
に
は

―
―
六
四
診
（
九
・
五
％
）
と
、
大
幅
な
増
加
が
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
宅
地
増
加
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、
企
業
誘
致
に
伴

い
、
昭
和
四
十
年
に
約
三
万
一

0
0
0人
で
あ
っ
た
人
口
が
、
平

成
二
年
に
は
約
四
万
六

0
0
0人
と
な
り
、
平
成
八
年
現
在
で
は

五
万
人
を
超
え
、
約
一
・
六
倍
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
人
口
増
加

に
よ
り
住
宅
建
設
が
進
み
、
現
在
も
宅
地
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

表
1

ー

3
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
水
田
の
構
成
比
率
が
県
全
体

ま
た
は
県
内
一
四
市
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
格
段
に
大
き
い
こ
と
で

あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
当
地
域
の
新
田
開
発
、
干
拓
・
用
水

路
の
開
削
等
が
大
い
に
進
み
、
肥
沃
な
水
田
地
帯
に
変
ぼ
う
を
遂

げ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

る。
ま
た
北
に
遠
く
霧
島
の
山
々
（
高
千
穂
峰
・
新
燃
岳
・
韓
国

岳
）
を
仰
ぎ
、
南
に
錦
江
湾
を
隔
て
て
桜
島
を
望
む
風
光
明
眉
な

位
置
に
あ
る
。
さ
ら
に
大
隅
半
島
・
薩
摩
半
島
の
交
点
に
位
置

し
、
古
代
か
ら
戦
略
上
や
文
化
交
流
の
要
地
と
し
て
、
数
々
の
歴

史
を
有
す
る
土
地
で
も
あ
る
。

表
1

ー

2
は
土
地
利
用
の
推
移
を
地
目
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
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第 1章 自然と風土

郡田川 1 

天降川
水戸）II 

［コ 沖梢平野

巨］ しらす台地

D 急崖 ・斜面

血 麟 台地

匪且 山地

図1-3 国分市の地形区分

地
形
の
概
要

（図

1
I
3
)
。

国
分
市
の
地
形
は
大
き
く
分
け
て
、
姶
良
カ

ル
デ
ラ
の
カ
ル
デ
ラ
壁
と
そ
の
外
側
に
広
が
る

台
地
、
お
よ
び
カ
ル
デ
ラ
内
部
に
あ
る
沖
積
平

野
か
ら
で
き
て
い
る

姶
良
カ
ル
デ
ラ
は
鹿
児
島
湾
の
奥
部
に
あ

り
、
東
酉
一
四
桟
、
南
北
二
三
桟
の
ほ
ぼ
円
形

を
し
た
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
。

姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
は
国
分
市
街
地
の

背
後
に
広
が
る
台
地
に
相
当
す
る
。
標
高
が
最

も
低
い
の
は
カ
ル
デ
ラ
壁
の
近
く
で
約
二

0
0

認
あ
り
、
そ
こ
か
ら
外
側
（
北
側
）
に
向
か

っ

て
少
し
ず
つ
高
さ
を
増
し
、

霧
島
山
系
の
裾
野

に
連
な

っ
て
い
る
。
国
分
市
の
台
地
は
主
に

か

さ
い

り
ゆ
う

「
シ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
火
砕
流
堆
積
物
か

ら
つ
く
ら
れ
、
台
地
周
辺
は
河
川
に
よ

っ
て
侵

第

二

節

地

形
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第 1編 国分の自然・人口

食
さ
れ
切
り
立
っ
た
崖
と
な
っ
て
い
る
が
、
台
地
の
内
部
は
ほ
と

ん
ど
高
低
差
が
な
く
平
坦
と
な
っ
て
い
る
。

国
分
市
・
隼
人
町
付
近
は
県
内
の
他
地
域
に
く
ら
べ
平
野
が
発

達
し
、
そ
の
面
積
は
約
一
五

0
0
~
~に
達
し
、
鹿
児
島
湾
沿
岸
で

は
最
大
の
広
さ
を
も
っ
て
い
る
。

平
野
の
中
を
流
れ
る
川
は
隼
人
町
と
の
境
に
あ
る
天
降
川
（
新

け
ん
こ
う

川
）
、
国
分
市
東
部
に
あ
る
検
校
川
の
二
つ
が
主
で
、
そ
の
他
に

図1-4

中
央
部
を
流
れ
る
小
さ
な
須
戸
川
が
あ
る
。
こ
の
三
本
の
川

の
主
流
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
南
北
に
流
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
湾
は
お
お
よ
そ
南
北
に
細
長
く
連
な
っ
て
い
る

ち

こ

う

か

ん

ぼ

つ

が
、
こ
れ
は
「
鹿
児
島
地
溝
」
と
呼
ば
れ
る
陥
没
地
帯
に
海

鹿
児
島
地
溝
は
図
l
_
4
に
あ
る
よ
う
に
、
霧
島
火
山
群

か

く

と

う

の
北
側
の
加
久
藤
盆
地
か
ら
始
ま
り
、
鹿
児
島
湾
入
口
で
終

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
地
溝
は
中
央
部
で
約
一
0
0
0
:
:
'
.
~

に
わ

た
っ
て
階
段
状
に
土
地
が
落
ち
込
ん
で
で
き
た
も
の
で
、
陥

没
は
お
お
よ
そ
三

0
0万
年
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

る。

こ
の
地
溝
の
中
で
は
火
山
活
動
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
膨
大
な
量
の
テ
フ
ラ
（
軽
石
や
火
山
灰
・
火
砕
流
堆

積
物
な
ど
）
が
噴
出
し
て
い
る
。
地
溝
内
に
は
北
か
ら
加
久
藤
力

ル
デ
ラ
・
安
楽
カ
ル
デ
ラ
・
姶
良
カ
ル
デ
ラ
、
そ
れ
に
阿
多
カ
ル

デ
ラ
な
ど
多
く
の
カ
ル
デ
ラ
が
あ
る
。

ル
デ
ラ
で
、

鹿児島地溝の位置とカルデラ

〔注 1を改変〕

こ
の
な
か
で
姶
良
カ
ル
デ
ラ
は
国
分
市
の
南
側
に
あ
る
巨
大
カ

か
つ
て
は
こ
こ
か
ら
シ
ラ
ス
が
噴
出
し
た
と
さ
れ
て

水
が
入
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ル
デ
ラ

8
 



第 1章 自然と風土

青敷山

c△ 0住吉池

米丸マール

姶
良
町

姶良カルデラ

鹿
児
島
市

図 1-5

O 5km 
I , , , , I 

姶良カルデラ（注 2より〕

い
た
。
姶
良
カ
ル
デ
ラ
は
鹿
児
島
湾
奥
部
に
あ
る
東
西
二
四
樟
、

南
北
二
三
棧
の
ほ
ぽ
円
形
を
し
た
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
（
図

1
ー

5
)
。
国
分
市
付
近
は
カ
ル
デ
ラ
の
北
東
壁
に
相
当
す
る
が
、
西

壁
・
東
壁
に
比
ベ
カ
ル
デ
ラ
壁
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
で
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
は
い
く
つ
か
の
小
カ
ル

デ
ラ
（
プ
ロ
ト
カ
ル
デ
ラ
）
が
集
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
全
体
が
シ
ラ
ス
の
噴
出
口
で
は
な

国
分
平
野
か
ら
北
側
に
は
平
坦
な
台
地
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
台
地
は
シ
ラ
ス
か
ら
つ
く
ら
れ
た
シ
ラ
ス
台
地
、
安
山

岩
か
ら
つ
く
ら
れ
た
溶
岩
台
地
の
二
つ
に
区
分
で
き
る
。
シ
ラ
ス

は
火
砕
流
堆
積
物
で
あ
り
、
シ
ラ
ス
台
地
は
大
き
く
は
火
砕
流
台

地
に
相
当
す
る
。

シ
ラ
ス
台
地
は
基
盤
の
四
万
十
累
層
群
の
上
に
堆
積
し
た
古
い

さ

れ

き

ぎ

よ

う
か
い

火
砕
流
堆
積
物
、
姶
良
層
と
呼
ば
れ
る
砂
礫
層
・
凝
灰
岩
層
、

そ
れ
に
シ
ラ
ス
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
台
地
の
先
端
部
分
で
は

シ
ラ
ス
が
一

0
0討
程
度
と
厚
い
が
、
基
部
で
は
急
激
に
薄
く
な

り
四
万
十
累
層
群
が
顔
を
出
す
よ
う
に
な
る
。

台

地

わ
か
み
こ

く
、
そ
の
中
の
国
分
市
南
部
海
中
に
あ
る
若
尊
カ
ル
デ
ラ
が
噴
出

源
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
図
1
I
5
)
。
若
尊
カ
ル
デ
ラ
は
長
径

八
樟
の
ほ
ぼ
だ
円
形
を
し
た
小
カ
ル
デ
ラ
で
、
カ
ル
デ
ラ
壁
は
垂

直
に
切
り
立
っ
て
お
り
、
内
部
は
平
坦
で
最
深
部
の
深
さ
は
約
二

0
0討
と
な
っ
て
い
る
。

安
楽
カ
ル
デ
ラ
は
新
川
渓
谷
沿
い
の
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
が
、
重

力
異
常
か
ら
推
定
さ
れ
た
カ
ル
デ
ラ
で
あ
り
、
地
形
的
に
は
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。

，
 



第 1編 国分の自然 ・人口

万
十
累
層
群
の
高
度
が
、
北
側
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
起

こ
る
現
象
で
あ
る
。

台
地
の
間
を
小
河
川
が
流
れ
て
い
る
た
め
台
地
は
分
断
さ
れ
、

お
お
よ
そ
北
東
か
ら
南
西
の
方
向
へ
細
長
く
伸
び
て
い
る
。
台
地

の
周
囲
は
急
角
度
で
切
り
立
っ
て
お
り
、
植
生
は
貧
弱
で
洪
水
の

10d円

800 

600 

400 

200 

゜
こ
れ
は
基
盤
の
四

（図

1
ー

6
)
。

高
く
な
っ
て
い
く

利
用
さ
れ
て
い

る
。
台
地
の
高
さ

を
見
る
と
、
通
常

の
火
砕
流
台
地
と

違
っ
て
、
カ
ル
デ

ラ
縁
が
約
二

0
0

認
と
最
も
低
く
、

そ
こ
か
ら
北
側
へ

離
れ
る
に
従
っ
て

台
地
の
内
部
は

凹
凸
が
少
な
く
平

坦
で
、
畑
と
し
て

イ
・
ハ
イ
）
L

と
呼
ば
れ
て
い

る
。
台
地
を
遠

方

か

ら

見

る

と
、
上
面
が
平

坦
で
両
端
が
垂

直
に
切
り
立
っ
た
地
形
を
し
て
お
り
、
「
メ
サ
」
と
呼
ば
れ
る
地

形
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
台
地
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
高
さ
を
保
っ

て
お
り
、
遠
方
か
ら
見
る
と
一
っ
な
が
り
の
台
地
に
見
え
る
（
写

真
1

ー

1
)
。

台
地
の
内
部
に
は
河
川
は
全
く
見
ら
れ
ず
、 写真 1-1 シラス台地遠望（上野原より）

台
地
は
春
山

す

ご

原
・
須
川
原

・

し
ら

く

木
原
原
・
白
蔵

原
な
ど
、
一
般（バ

に
「
＼
原

か
つ
て
は
飲
料

・

た
び
に
表
土
が

゜
ー

流
出
し
大
き
な

災
害
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。



第 1章 自然と風土

写真 1-2 国分市展望（上野原より）

四
平
野
と
河
川

に
開
い
て
い

い
た
扇
の
形

お
り
、
隼
人

町
西
光
寺
付

近
を
頂
点
と

し
、
南
に
開

川
が
重
要
な

働
き
を
し
て

か
で
も
天
降

く
っ
た
も
の

で
あ
る
。
な

を
削
っ
て
つ

カ
ル
デ
ラ
壁

農
業
用
水
に
苦
労
し
た
が
、
近
年
は
水
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
畑
地

と
し
て
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
分
市
内
の
平
野
は
三
角
州
性
の
沖
積
平
野
で
、
天
降
川
や
検

校
川
が
姶
良

カ
ル
デ
ラ
の

（
写
真
1
,
2
)
。

『
旧
郷
土
誌
』
に
よ
る
と
天
降
川
は
、
第
一
九
代
島
津
藩
主
光

久
の
時
代
(
-
六
六
六
年
）
に
現
在
の
位
置
に
河
道
を
付
け
替
え

ら
れ
、
新
し
い
川
と
い
う
意
味
で
新
川
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
は
国
分
市
大
津
よ
り
南
東
に
流
れ
、
大
津
川
と
な
っ
て

て

ご

府
中
と
野
口
の
間
を
過
ぎ
、
手
篭
川
を
あ
わ
せ
て
広
瀬
川
と
な
り

旧
東
国
分
村
に
入
り
、
松
木
•

福
島
・

上
小
川
お
よ
び
湊
と
広
瀬

の
中
間
を
経
て
海
に
注
い
で
い
た
。
広
瀬
川
と
関
係
あ
る
地
名
と

し
て
、
高
岸

・
川
跡
・

湊
ロ
・

入
舟
・

荷
上
げ
・

舟
つ
ぎ
松
•

源

ケ
島

・
広
瀬
川
原

・
大
鳥
の
池
な
ど
の
地
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
は
い
し
っ
ち
た
い

こ
れ
ら
の
河
川
の
流
路
沿
い
に
は
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
帯
が
残

さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
基
盤
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
消
滅
し
て

ど
う
た

し
ま
っ
た
。
『
旧
郷
土
誌
』
に
よ
れ
ば
銅
田
南
西
部
に
は
、
イ
カ

ダ
を
組
ん
で
田
植
え
を
す
る
ほ
ど
の
湿
地
帯
が
広
が
っ
て
い
た
。

天
降
川
の
支
流
は
国
分
市
内
を
北
東
＼
南
西
方
向
へ
流
れ
て
お

こ
お
り
だ

り
、
永
谷
川
・

郡

田
川
・

手
篭
川
の
三
つ
が
あ
る
。
検
校
川
の

あ

し

た

に

ち

ん

じ

ゅ

が

お

支
流
は
芦
谷
川
と
鎮
守
尾
川
と
が
あ
り
、
互
い
に
直
角
な
方
向
へ

流
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
河
川
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
平
野
の
地
形
は
、
自
然
堤

だ
ん
き
ゅ
う

防
や
数
段
の
段
丘
に
区
分
さ
れ
る
。
自
然
堤
防
は
主
に
天
降
川

る

11 



第 1編 国分の自然・人口

の
両
岸
に
沿
っ
て
細
長
く
分
布
す
る
が
、
そ
の
他
に
も
旧
自
然
堤

か
み
こ
が
わ

防
と
推
定
さ
れ
る
地
形
が
、
野
口
東
か
ら
福
島
・
上
小
川
を
経
て

新
地
・
湊
付
近
ま
で
断
続
し
な
が
ら
続
い
て
い
る
。

段
丘
地
形
は
主
に
福
島
か
ら
広
瀬
一
帯
に
分
布
し
て
お
り
、
こ

こ
で
は
標
高
八
＼
―
二
認
程
度
の
台
地
状
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

付
近
一
帯
の
地
形
を
調
査
し
た
森
脇
広
ら
は
、
国
分
市
内
の
段
丘

を
高
位
面
に
相
当
す
る
隼
人
面
、
低
位
面
に
相
当
す
る
姶
良
II
面

’’’  0 2 km 

□i埋立地及ぴ海岸低地

に］姶良II面

[[]JTI姶良 I面

図 1-7

巳ヨ隼人面
区山地・丘陵

国分・隼人地方の段丘〔注 4より〕

の
二
つ
に
区
分
し
て
い
る
（
図
1
I
7
)
。
隼
人
面
は
完
新
世
の

海
進
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
面
で
、
東
側
は
六
討
程
度
で
低
く
西

部
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。

第
三
節

地
質
の
概
要

国
分
市
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
カ
ル
デ
ラ
壁
と
そ
の
外
輪
山
、
お

よ
び
カ
ル
デ
ラ
原
に
相
当
し
、
地
質
は
複
雑
で
変
化
に
富
ん
で
い

る
（
図
1

ー

8
)
。

し
ま
ん

国
分
市
の
地
質
は
大
き
く
、
①
基
盤
を
つ
く
る
中
生
代
の
四
万

十
累
層
群
、
②
第
四
紀
の
堆
積
岩
類
、
③
第
四
紀
の
安
山
岩
類
、

④
カ
ル
デ
ラ
か
ら
の
噴
出
物
、
⑤
沖
積
層
の
五
つ
に
区
分
で
き
る

（表
1
,
4
)
。

四
万
十
累
層
群
は
中
生
代
白
亜
紀
＼
新
生
代
古
第
三
紀
こ
ろ
の

海
底
に
堆
積
し
た
地
層
で
、
関
東
山
地
か
ら
中
部
日
本
・
紀
伊
半

あ

ま

み

島
・
四
国
・
九
州
を
通
り
奄
美
諸
島
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
主
に

け
つ

砂
岩
、
泥
岩
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
で
き
た
頁
岩
、
そ
れ
に
砂
岩
・

頁
岩
の
互
層
か
ら
な
り
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
重
な
り
あ
っ
て
地
層

地

質

12 



第 1章 自然と風土

口沖積層

区入戸火砕流堆積物

・火山岩類

0 4km 
I I I I I 

’ " 
ヽ

猜I

図 1-8 国分市の地質概略図〔注13を改変〕

国
分
市
内
で
は
四
万
十
累
層
群
は
北
部
・
東
部
の
山
地

や
台
地
の
縁
辺
部
に
あ
り
、
白
亜
紀
の
砂
岩
や
頁
岩
お
よ

げ

ん

ぶ

が

ん

び
砂
岩
頁
岩
互
層
、
そ
れ
に
玄
武
岩
質
の
塩
基
性
岩
類
か

ら
で
き
て
い
る
。
地
表
に
出
て
い
る
部
分
は
強
い
風
化
作

用
を
受
け
て
お
り
、
特
に
頁
岩
は
細
か
く
割
れ
小
規
模
な

土
砂
崩
れ
な
ど
を
起
こ
し
や
す
い
。
第
四
紀
の
堆
積
岩
類

は
シ
ラ
ス
台
地
の
裾
野
に
分
布
し
、
未
固
結
＼
弱
固
結
の

れ
き

砂
岩
・
凝
灰
岩
・
礫
岩
な
ど
か
ら
な
り
、
普
通
は
水
平
ま

た
は
ゆ
る
い
傾
斜
で
堆
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
層
は

か
つ
て
国
分
層
群
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
国
分
地
方
の
詳

し
い
地
質
調
査
を
行
っ
た
荒
牧
重
雄
は
、
こ
れ
ら
の
第
四

か

く
と
う

紀
堆
積
岩
類
が
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
に
覆
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
姶
良
層
に
対
比
し
、
こ

れ
ら
の
地
層
を
姶
良
層
1
S
4
に
区
分
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
国
分
層
群
と
呼
ば
れ
る
第
四
紀

堆
積
岩
類
は
、
鹿
児
島
湾
奥
北
西
部
に
広
く
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
最
近
で
は
国
分
層
群
は
下
部

の
加
治
木
層
と
上
部
の
国
分
層
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
て
い

る。 を
つ
く
っ
て
い
る
。

13 
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沖積層／新期テフラ

第 1編国分の自然 ・人口

表 1-4 国分市の地質層序

時代 1 分布 対比・備考

1万年前～現在 I
沖積平野 ・台 アカホヤ火山灰（広域分

地 1布）など

入戸火砕流堆積物 南九州全域 AT火山灰は全国に分布

亀割坂角礫 鹿児島湾北部噴出源は若尊カルデラ

妻屋火砕流堆積物

大隅降下軽石
---------------------------・ 
姶良層 4/大塚降下軽

石／深港降下軽石／毛

梨野マール堆積物

25,000年前 I I <姶良カルデラ内）

鹿児島湾北部

南九州全域 1噴出源は桜島付近

台地～山地

岩戸火砕流堆積物 鹿児島湾奥部
約 5万年前 姶良カルデラ起源

姶良層,; I 約 7万年前 南九州東部 |福山降下軽石は姶良カル

岩戸降下軽石 台地沿い

福山降下軽石 デラ起源

重久火砕流堆積物 約10万年前 I南九州全域
阿多カルデラ起源

阿多火砕流・蒲生火砕流
-------------------------
姶良層 2/
鳥浜火砕流堆積物

約15万年前 I南九州全域 I噴出源は鹿児島湾口部

駆墾阿山器 ………--~ —……………-- I台地
姶良層 1

-----------------------t―---------------------------------
砂礫層、シルト層

加久藤火砕流堆積物 約30万年前 I南九州全域
上下 2層に区分、萩ノ元

火砕流 ・下門火砕流

梅ケ谷安山岩／（国分更新世中期ころ台地 ・鹿児島国分層群は国分地域には

層群）／見帰凝灰岩 （約100万年前） 湾北西岸 分布しない

四万十累層群 中生代白亜紀 1

北～東部台地

• 山地
I国分地域の基盤岩類

14 



第 1章 自然と風土

第
四
紀
の
安
山
岩
類
は
孤
立
し
た
丘
陵
や
台
地
を
つ
く
っ
て
お

り
、
分
布
は
断
片
的
で
限
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
柱
状
節
理
の

は
っ
き
り
し
た
輝
石
安
山
岩
類
で
、
上
野
原
台
地
や
城
山
で
は
垂

直
な
崖
を
つ
く
っ
て
い
る
。

カ
ル
デ
ラ
か
ら
の
噴
出
物
は
国
分
市
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お

こ
う
し
ん
せ
い

り
、
台
地
の
主
要
な
構
成
物
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
紀
更
新
世
中

こ
ろ
の
噴
出
物
で
あ
る
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
か
ら
、
シ
ラ
ス
と

呼
ば
れ
る
火
砕
流
堆
積
物
ま
で
数
多
く
の
火
砕
流
堆
積
物
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
降
下
軽
石
層
や
、
間
に
挟
ま
る

姶
良
層
な
ど
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
火
砕
流
堆
積
物
は
高
熱
の
た

よ
う
け
つ

め
基
質
を
つ
く
る
火
山
ガ
ラ
ス
が
溶
け
、
溶
結
凝
灰
岩
と
呼
ば
れ

る
岩
石
に
変
化
し
て
い
る
。

シ
ラ
ス
台
地
の
上
で
は
こ
れ
ら
の
噴
出
物
を
覆
っ
て
、
桜
島
火

き
か
い

山
や
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
起
源
の
噴
出
物
が
薄
く
堆
積
し
て
い
る
。

沖
積
層
は
国
分
平
野
を
つ
く
る
堆
積
物
で
、
宅
地
や
田
畑
の
下

に
隠
れ
て
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
河
川
の
両
岸
や

微
高
地
な
ど
の
断
面
に
わ
ず
か
に
露
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
物

な
ど
の
建
設
に
伴
う
ボ
ー
リ
ン
グ
の
コ
ア
で
も
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
沖
積
層
は
未
固
結
の
ル
ー
ズ
な
砂
層
、
お
よ
び
礫
層
・

シ
ル
ト
層
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
が
水
平
に
堆
積
し
た
り
交
差
し
て

口
図 1-9

堆
積
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
地
点
で
円
磨
さ
れ
た
軽
石
を
含
ん

で
お
り
、
侵
食
に
よ
り
削
ら
れ
た
シ
ラ
ス
台
地
の
堆
積
物
が
堆
積

し
た
も
の
で
あ
る
。

（図

1
ー

国
分
市
は
鹿
児
島
湾
の
奥

部
に
あ
り
、
地
質
構
造
的
に

は
「
鹿
児
島
地
溝
」
と
呼
ば

か
ん
ぼ
つ

れ
る
陥
没
地
形

4
)
の
内
部
に
あ
た
っ
て
い

国
分
地
方
の
地
質
を
詳
し

く
調
べ
た
太
田
良
平
ら
は
、

国
分
層
群
が
海
底
に
堆
積
し

た
地
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

第
四
紀
更
新
世
の
中
こ
ろ
に

は
鹿
児
島
湾
が
で
き
あ
が
っ

て
い
て
、
第
三
紀
末
の
火
山

活
動
に
伴
う
激
し
い
地
塊
化

運
動
に
よ
り
国
分
か
ら
霧
島

る。

地
質
構
造

15 



第 1編 国分の自然・人口

方
面
に
か
け
て
の
地
溝
が
で
き
た
と
考
え
た
。

そ
の
後
、
露
木
利
貞
は
こ
の
地
溝
を
「
鹿
児
島
地
溝
」
と
名
づ

け
、
鹿
児
島
湾
入
口
か
ら
加
久
藤
盆
地
ま
で
、
南
北
方
向
に
平
行

に
延
び
る
正
断
層
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
た
。

鹿
児
島
湾
周
辺
で
行
わ
れ
た
多
く
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
、
断

層
運
動
の
始
ま
っ
た
時
期
は
約
三

0
0万
年
前
の
新
第
三
紀
終
わ

り
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
谷
山
付
近
で
陸
↑

上
に
顔
を
出
し
て
い
る
照
国
火
砕
流
堆
積
物
が
、
鹿
児
鰭
畢
層
群
（
白
亜
紀
）

‘|
・
、叩暉

島
湾
側
で
は
地
下
の
深
い
位
置
に
現
れ
、
そ
れ
が
基
盤

の

四

万

十

累

層

群

と

と

も

に

正

断

層

に

よ

り

切

ら

れ

て

＂
船

砒

い
る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
た
（
図

1
ー

9
)
。

g

g
群
群

こ
の
よ
う
に
、
鹿
児
島
湾
は
南
北
に
走
る
階
段
状
の

m

m

江

伯

正
断
層
に
よ
っ
て
陥
没
し
て
で
き
た
地
溝
で
あ
り
、
そ
蒲
佐

の
中
で
大
規
模
な
噴
火
が
繰
り
返
さ
れ
、
姶
良
カ
ル
デ

E
-〖l

ラ
や
阿
多
カ
ル
デ
ラ
な
ど
の
カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
て
＂

ご

呵

い
る
。

暉

火

g
 一世

群
群

層
層

南

向

新

日

日

中

D
ロ・

国
分
市
で
は
こ
の
地
溝
の
東
端
が
上
野
原
台
地
付
近

に
現
れ
て
お
り
、
こ
の
線
よ
り
東
側
に
は
四
万
十
累
層

群
が
堆
積
す
る
が
そ
の
西
側
に
は
見
ら
れ
ず
、
国
分
層

群
や
若
い
火
砕
流
堆
積
物
な
ど
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て

図 1-10

z
 

ヽ

布
り

゜
ー

t

こ

'

0

の
6

群
注

層
（

↑
十
l

累十

0

四のヽ

]
万‘

 

,“‘、九南

い
る
。
国
分
平
野
内
部
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
い
ず
れ
も
四
万
十
累
層
群
に
は
達

し
て
お
ら
ず
、
鹿
児
島
市
な
ど
の
例
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
以
上
陥

没
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

四
万
十
累
層
群

地
質
各
論

16 
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写真 1-3

写真 1-4

四万十累層群（口輪野）

はれ
‘る国
白四分
亜万市
紀十内
に累で
堆層見
積群ら

四万十累層群の崖崩れ

（黒石）

鹿
児
島
県
内
に
は
四
万
十
累
層
群
と
よ
ば
れ
る
砂
岩
・
頁
岩
お

よ
び
砂
岩
頁
岩
の
互
層
が
広
く
分
布
し
て
い
る
（
図

1
ー

10)
。

県
内
に
見
ら
れ
る
四
万
十
累
層
群
は
、
大
ま
か
に
中
生
代
白
亜
紀

（
約
一
億
年
前
）
の
地
層
と
新
生
代
古
第
三
紀
（
約
五

0
0
0万

年
前
）
の
地
層
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
白
亜
紀
の
地
層
は
県
本
土

の
広
い
範
囲
に
堆
積
し
て
い
る
が
、
古
第
三
紀
の
地
層
は
大
隅
半

島
東
部
の
志
布
志
付
近
か
ら
佐
多
岬
に
か
け
て
帯
状
に
分
布
し
て

い
る
。

た
か
ら
ベ

し
た
財
部
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
層
で
あ
る
が
、
シ
ラ
ス
な
ど
に

覆
わ
れ
る
た
め
分
布
は
断
片
的
で
、
わ
ず
か
に
北
＼
東
部
の
山
地

に
現
れ
て
い
る
。

岩
石
は
暗
褐
色
＼
黒
色
を
帯
び
た
頁
岩
、
黄
褐
色
細
粒
砂
岩
が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
間
に
褐
色

S
緑
色
の
凝
灰

け
い
し
つ

岩
や
塩
基
性
岩
類
、
お
よ
び
珪
質
岩
や
凝
灰
岩
質
砂
岩

・
礫
岩
な

ど
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

ょ
キ
つ
り

頁
岩
は
細
か
い
葉
理
の
見
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
が
薄
い
層

を
つ
く
っ
て
成
層
し
て
い
る
。
地
表
に
現
れ
て
い
る
部
分
は
激
し

い
風
化
作
用
を
受
け
て
お
り
、
細
か
い
破
片
に
割
れ
て
ボ
ロ
ボ
ロ

と
な
っ
て
い
る
（
写
真
1

ー

3
)
。
こ
の
た
め
集
中
豪
雨
な
ど
の

と
き
に
は
崩
れ
や
す
く
、

（
写
真
1
I
4
)
。

砂
岩
は
国
分
市
南
東
部

の
上
之
段
付
近
で
発
達
す

る
が
、
黄
褐
色
＼
灰
黒
色

か
い
じ
よ
う

で
塊
状
の
岩
石
と
な
っ

て
い
る
。
単
層
の
厚
さ
は

斜
面
で
の
表
層
型
崖
崩
れ

の
原
因
と
な
っ
て
い
る

17 
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g
国

分

層

群

数
十

S
一
切
程
度
あ
り
、
間
に
薄
い
頁
岩
層
を
挟
み
な
が
ら
繰
り

返
し
て
い
る
。

塩
基
性
岩
類
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
淡
緑
色
を
帯
び
た
凝

灰
岩
お
よ
び
凝
灰
岩
質
頁
岩
を
主
体
と
し
て
い
る
。

国
分
市
内
の
四
万
十
累
層
群
の
地
質
構
造
は
複
雑
で
あ
る
が
、

地
層
の
延
び
る
方
向
（
走
向
）
は
お
お
よ
そ
北
東
ー
南
茜

I

で
、
傾

斜
は
急
傾
斜
で
北
西
方
向
へ
傾
い
て
い
る
。
小
断
層
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
発
達
し
て
い
る
が
、
大
規
模
な
断
層
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
財
部
層
は
全
体
と
し
て
ド
ー
ム

・
ベ
ー
ス
ン
構
造
（
も
り

は
い
し
ゃ

あ
が
り
と
へ
こ
み
が
く
り
か
え
す
構
造
）
、
ま
た
は
短
軸
の
背
斜

こ
う
し
ゃ

向
斜
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
黒
石
か
ら

田
代
に
か
け
て
の
一
帯
に
は
や
や
規
模
の
大
き
な
背
斜
構
造
が
あ

る。
国
分
市
に
お
け
る
四
万
十
累
層
群
の
堆
積
物
の
特
徴
か
ら
、
こ

れ
ら
の
地
層
は
中
生
代
白
亜
紀
の
海
溝
付
近
に
堆
積
し
た
砂
や
泥

が
固
ま
っ
た
も
の
で
、
海
底
で
の
地
す
べ
り
に
よ
り
砂
や
泥
が
乱

ら
ん
で
い
り
ゆ
う

こ
ん
だ
＜

雑
に
混
じ
っ
た
乱
泥
流
が
発
生
し
、
そ
れ
が
混
濁
流
と
な
っ
て

斜
面
を
流
れ
下
り
、
最
後
に
沈
む
と
き
に
砂
と
泥
に
ふ
る
い
分
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鹿
児
島
湾
の
奥
部
の
広
い
範
囲
に
は
、
泥
岩

・

シ
ル
ト
岩
•
砂
岩
な
ど
か
ら
つ
く
ら
れ
た
第
四

紀
の
堆
積
岩
類
が
分
布
し
、
「
国
分
層
群
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
実
際
に
は
こ
の
層
は
国
分
市
内
に
は
分

布
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
国
分
層
群
は
国
分
市
の
地
史
を
考
え

る
上
で
重
要
な
地
層
で
あ
り
、
地
層
命
名
の
い
き
さ
つ
や
国
分
層

群
の
特
徴
な
ど
を
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一
九
四

0
年
代
末
に
伊
田
一
善
ら
は
、
国
分
市
敷
根
地
域
の
天

＼
 然

ガ
ス
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
国
分
周
辺
に
第
四
紀
の

堆
積
岩
類
が
分
布
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
「
国
分
層
群
」
と
命
名

し
た
。
そ
の
後
、

一
九
五

0
年
代
に
国
分
地
方
を
調
査
し
た
沢
村

孝
之
助
や
太
田
良
平
も
国
分
層
群
に
注
目
し
、
太
田
は
地
層
の
間

に
不
整
合
が
あ
る
た
め
下
部
層

・
中
部
層

・
上
部
層
に
区
分
し
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
六

0
年
代
に
国
分
地
方
の
地
質
を
詳
し
く
調
べ

た
荒
牧
重
雄
は
、
国
分
市
内
に
分
布
す
る
第
四
紀
の
堆
積
岩
類
は

加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
よ
り
上
位
に
あ
り
、
こ
れ
ら
は
伊
田
ら
の

国
分
層
群
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
九
七
〇

年
代
に
な
る
と
、
露
木
利
貞
ら
は
地
層
が
最
も
よ
く
発
達
す
る
隼

人
町
の
堆
積
岩
類
を
「
国
分
層
」
と
し
、
さ
ら
に
長
谷
義
隆
は
国

分
層
を
間
に
挟
ま
る
不
整
合
を
境
に
し
て
二
つ
に
分
け
、
下
部
の

国
分
層
群
の

研

究
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西井上・大壕 長谷・山脇 ・早坂

入戸火砕流堆積物 入戸火砕流堆積物

蒲生火砕流堆積物

五 反 田 層

地久里火砕流堆積物

吉 田 貝 層

清水流紋岩

隼人層

小田火砕流堆積物

青敷火 山 岩類

藷生火砕流堆積物

五 反 田 層

西 中 層

地久里火砕流堆積物

社野層

新期火山岩類 II

国分層 J:: 部

国分層小田凝灰岩蔀層

蒲生層z五ぶ~:部部

鍋倉火砕流堆積物 加治木層小宮路蔓灰岩部層

加治木層 加治木層下部

新期安 山 岩類

湯湾岳安山岩

青敷安山岩

西餅田安山岩

加
治
木
層
と
上
部
の
国
分
層
に
区
分
し
た
（
図
1

ー

11
)。

一
方
、
一
九
八

0
年
代
に
な
る
と
西
井
上
剛

・
大
塚
裕
之
は
、

か

じ

永
野
層
や
加
治
木
安
山
岩
類
を
不
整
合
に
覆
い
、
清
水
流
紋
岩
や

吉
田
貝
化
石
層
な
ど
に
覆
わ
れ
る
第
四
紀
の
堆
積
岩
や
安
山
岩
類

を
「
国
分
層
群
」
と
し
て
再
定
義
し
た
。
そ
し
て
国
分
層
群
は
、

な

べ

く

ら

か

も

う

加
治
木
層

・
鍋
倉
火
砕
流
堆
積
物

・
蒲
生
層

・
小
田
火
砕
流
堆
積

物

・
隼
人
層
か
ら
な
り
、
各
層
の
間
は
不
整
合
で
あ
る
と
し
た
。

先加治木火山岩類

永 野 層

先永野火 山 岩 類

図1-11 国分層の区分〔注12より〕

海
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
も

長
谷
義
隆
は
こ
れ
ら
の
見
解
を
ま
と
め
、
鹿
児
島
湾
北
西
部
に

分
布
す
る
第
四
紀
の
堆
積
岩
類
は
、
下
位
の
加
治
木
層
と
上
位
の

国
分
層
に
区
分
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
加
治
木
層
を
下
部
、
小
宮

路
凝
灰
岩
部
層
、
上
部
の
三
層
に
区
分
し
、
同
じ
く
国
分
層
を
下

部
、
小
田
凝
灰
岩
部
層
、
上
部
の
三
層
に
区
分
し
た
。

国
分
層
群
は
前
述
の
よ
う
に
大
き
く
二
層
に
区か

い

分
さ
れ
て
い
る
が
、
下
部
の
加
治
木
層
に
は
海

せ
い棲

の
貝
化
石
が
多
く
含
ま
れ
、
地
層
は
内

湾
性
の
浅
い
海
に
堆
積
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
地
層
が
凝
灰
岩

質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
で
は
火
山
活

動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
地
層
の
上
位
に
は
火
砕
流
堆

積
物
が
堆
積
す
る
の
で
、
カ
ル
デ
ラ
を
つ

旧期火山岩 ・堆積岩

国
分
層
群
の

堆

積

環

境

く
る
よ
う
な
激
し
い
火
山
活
動
も
あ
り
、

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

加
治
木
層
の
上
部
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
貝

化
石
は
出
な
く
な
り
、
ま
た
地
層
は
デ
ル

夕
性
の
堆
積
物
と
な
る
こ
と
か
ら
、
海
は
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よ
り
浅
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
鹿
児
島
湾
の
奥
部
は
い
っ
た
ん
陸
化
し
た

が
、
次
の
国
分
層
の
堆
積
時
期
に
な
る
と
再
び
海
に
変
化
し
、
内

湾
性
の
貝
や
ウ
ニ
な
ど
の
棲
む
浅
い
海
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に

も
火
山
活
動
は
盛
ん
で
、
中
規
模
の
火
砕
流
噴
火
を
発
生
さ
せ
る

（図
ー
1
12)
。

よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た

且

分

層

屏

国分層

甲

溶岩貫入

火山活動（火砕流噴出）

火山活動

泊治木層 □国

洒湾I

溶岩貫入

火山活動（火砕流噴出： *'> 
約90万年前

火山活動

図 1-12 国分層の堆積環境の変化
〔注12より〕

Ma 
国
分
層
群
の
堆
積
時
期
は
第
四
紀
更
新
世
の
中
こ
ろ
で
、
加
治

木
層
の
中
部
に
あ
る
小
宮
路
凝
灰
岩
部
層
（
鍋
倉
火
砕
流
）
の

フ
ィ
ッ
シ
ョ
ン

ト
ラ

ッ
ク

(
FT
)
年
代
は
0
・
九
士
0
•

一
七

(Ma 
=
1
0
0万
年
）
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
は
す
で
に
鹿
児
島
湾
は
で
き
て
お
り
、
国
分
市
の

西
側
か
ら
姶
良
町
に
か
け
て
の
一
帯
は
、
南
か
ら
海
が
侵
入
し
て

巨火砕流堆積物

巴］ 敷根安山岩類

回橋ケ谷安山岩

0 I 2km 
I I I 

図1-13 安山岩類の分布
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梅
ケ
谷
安
山
岩

梅
ケ
谷
集
落
の
東
側
お
よ
び
北
側
の

狭
い
範
囲
に
は
、
風
化
が
は
げ
し
く

ば
ん
じ
よ
う
せ
つ

り

板
状
節
理
の
発
達
し
た
安
山
岩
が
分
布
し
て
い
る
。
場

所
に
よ
っ
て
は
流
理
構
造
（
溶
岩
流
の
流
れ
た
よ
う
す
）

し
や
つ
よ
う

が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
全
体
に
灰
色
を
帯
び
、
斜
長

せ

き

は

ん

し

よ

う

石
や
輝
石
の
斑
晶
が
目
立
っ
て
い
る
。
顕
微
鏡
下
で
は

る
い
た
い

著
し
い
累
帯
構
造
（
成
分
の
違
い
で
で
き
た
縞
模
様
）
を

も
つ
斜
長
石
・
シ
ソ
輝
石
・
フ
ツ
ウ
輝
石
・
磁
鉄
鉱
が
観

察
さ
れ
る
。
ま
た
、
石
基
の
部
分
は
や
や
粗
粒
で
、
短
柱

状
の
斜
長
石
や
シ
ソ
輝
石
な
ど
の
結
晶
が
見
ら
れ
る
。

梅
ケ
谷
安
山
岩
類
は
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
に
覆
わ
れ

て
い
る
が
、
分
布
範
囲
が
狭
く
他
の
地
層
と
の
関
係
は

写真 1-5 上野原台地をつくる安山岩

~ 置-1

写真 1-6

21 

敷根安山岩の利用（上野原遺跡）

き
て
浅
い
海
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
周
辺
部
分
で
は
火
山

活
動
が
活
発
で
、
地
層
の
も
と
に
な
る
火
山
灰
や
軽
石
を
大
量
に

降
ら
せ
て
い
た
。

国
第
四
紀
の
安
山
岩
類

‘

国
分
市
内
の
火
山
噴
出
物
は
、
台
地
の
基
底
に
分
布
す
る
安
山

岩
類
と
火
砕
流
堆
積
物
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
、
安
山
岩
類
は
時
代

の
違
う
梅
ケ
谷
安
山
岩
と
敷
根
安
山
岩
の
二
つ
が
あ
る

3
)
。

ー

（図
1
I

は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
噴
出
源
や
噴
出
年
代
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
隼
人
町
や
加
治
木
町
内
で
は
国
分
層
群

が
ん
そ
う

に
貫
入
し
た
多
数
の
安
山
岩
類
が
あ
り
、
岩
相
の
類
似
や
風
化
の

程
度
か
ら
梅
ケ
谷
安
山
岩
も
こ
れ
ら
と
同
時
期
に
噴
出
し
た
可
能

性
が
大
き
い
。

敷
根
安
山
岩

わ
か

敷
根
安
山
岩
の
分
布
は
福
山
町
と
の
境
界
の
若

み
こ尊

の
鼻
付
近
か
ら
、
上
野
原
台
地

・
上
井
・
城
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山
を
経
て
国
分
小
学
校
付
近
ま
で
で
、
各
地
で
柱
状
節
理
の
発

達
し
た
急
な
崖
を
つ
く
っ
て
い
る
。
敷
根
安
山
岩
が
最
も
よ
く
発

達
す
る
の
は
上
野
原
の
台
地
で
、
こ
こ
で
は
沖
積
平
野
か
ら
ほ
ぼ

垂
直
に
急
な
崖
が
続
い
て
い
る
（
写
真

1
ー

5
)
。
外
見
的
に
は

か
く
れ
き
が
ん

一
枚
の
溶
岩
流
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
間
に
火
山
角
礫
岩
や
凝
灰

角
礫
岩
を
挟
ん
で
お
り
、
多
く
の
溶
岩
流
の
集
合
体
と
な
っ
て
い

る
。
台
地
の
南
西
崖
で
は
は
っ
き
り
し
た
柱
状
節
理
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
板
状
節
理
の
は
っ
き
り
し
た
溶
岩
流
も
あ
り
、
厚
さ

数
セ
ン
チ
で
長
さ
数
十
セ
ン
チ
程
度
の
大
き
さ
に
割
れ
や
す
く
、

上
野
原
台
地
上
に
あ
る
縄
文
時
代
早
期
の
大
規
模
な
遺
跡
で
は
、

炉
を
つ
く
る
材
料
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
（
写
真
1

ー

6)。

な

ば

図
1
,
14
は
名
波
か
ら
梅
ケ
谷
に
抜
け
る
道
路
沿
い
で
観
察
さ

れ
る
敷
根
安
山
岩
の
様
子
で
、
厚
い
凝
灰
角
礫
岩
・
火
山
角
礫
岩

と
安
山
岩
の
互
層
が
あ
る
。
安
山
岩
は
薄
い
も
の
で
二

S
三
討
、

厚
い
も
の
で
は
一

0”
い
に
も
な
り
、
間
に
挟
ま
る
凝
灰
角
礫
岩
な

ど
に
よ
り
四
枚
に
区
分
で
き
る
。
こ
こ
で
の
安
山
岩
の
走
向
・
傾

斜
は

N
三

0
度
E
、
E
二
五
度
で
あ
る
。

新
鮮
な
部
分
で
は
青
灰
色
＼
灰
黒
色
を
し
て
い
る
が
、
風
化
す

る
と
灰
白
色
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
場
所
に
よ
っ
て
は

東 西

安
山
岩
質
の
径
二
巧
程
度
の

ほ
か
く
が
ん

捕
獲
岩
を
多
く
含
ん
で
い

る
。
安
山
岩
を
顕
微
鏡
で
見

る
と
、
①
斜
長
石
・
カ
ン
ラ

ン
石
・
シ
ソ
輝
石
・
フ
ッ
ゥ

輝
石
、
②
斜
長
石
・
フ
ッ
ゥ

輝
石
・
シ
ソ
輝
石
、
③
斜
長

石
・
カ
ク
セ
ン
石
・
シ
ソ
輝

石
の
組
み
合
わ
せ
の
も
の
と

が
あ
り
、
噴
出
時
期
に
よ
っ

て
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い

る。
凝
灰
角
礫
岩
・
火
山
角
礫

岩
は
火
山
灰
中
に
安
山
岩
塊

が
点
在
す
る
も
の
で
、
岩
塊

の
大
き
さ
は
層
準
に
よ
り
数

セ
ン
チ
か
ら
数
十
セ
ン
チ
ま

で
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

基
質
の
火
山
灰
は
風
化
し
て

お
り
、
全
体
に
赤
黄
色
＼
赤
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況項火怜氾堆積物

図 1-15 

0 1m 
I I I 

敷根安山岩下位の姶良層

色
を
帯
び
て
い
る
。

敷
根
安
山
岩
の
直
下
に
は
、
河
川
起
源
の
厚
さ
数
メ
ー
ト
ル
の

砂
礫
層
が
あ
る
（
図
1
1
15)
こ
と
か
ら
、
安
山
岩
が
陸
上
に
噴

出
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
噴
出
源
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら

な
い
が
、
安
山
岩
の
分
布
か
ら
姶
良
カ
ル
デ
ラ
付
近
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。

名
波
と
梅
ケ
谷
の
間
で
は
、
敷
根
安
山
岩
の
上
部
は
岩
戸
火
砕

流
堆
積
物
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
二
つ
の
間
に
は
厚
さ
十

数
メ
ー
ト
ル
の
未
固
結
の

礫
岩
や
凝
灰
岩

・
軽
石
質

礫
岩
層
が
堆
積
し
て
い

る
。
ま
た
、
凝
灰
岩
の
中

に
は
植
物
化
石
も
入
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
敷
根
安
山
岩
の
堆
積

後
は
、
水
の
あ
る
環
境
に

移
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、

小
規
模
な
湖
や
河
川
な
ど

が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

先
姶
良
カ
ル
デ
ラ
火
山
噴
出
物

み
か
え
り

見
帰
地
域
の
国
道
十
号
線
沿
い
の
ご
く
狭
い
範

囲
に
は
凝
灰
岩
類
が
堆
積
し
て
い
て
、
見
帰
凝

見
帰
凝
灰
岩

灰
岩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
堆
積
物
は
下
部
の
火
砕
流
堆
積
物

を
覆
い
、
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
。
火

ま
め
い
し

山
豆
石
を
多
く
含
む
火
山
灰
や
降
下
軽
石
層
か
ら
で
き
て
い
る

が
、
分
布
が
断
片
的
で
噴
出
源
や
時
代
、
規
模
な
ど
は
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
。

〈
分
布
と
対
比
〉
国
分
市
内
で
最
も
古
い
火

砕
流
堆
積
物
は
、
宮
崎
県
南
西
部
の
加
久
藤

カ
ル
デ
ラ
（
加
久
藤
盆
地
）
に
起
源
を
も
つ
加
久
藤
火
砕
流
堆
積

が
ん
そ
う

物
で
あ
る
。

加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
は
岩
相
（
岩
石
の
顔
つ
き
）

や
含
ま
れ
る
鉱
物
の
違
い
に
よ
り
、
下
部
と
上
部
の
二
つ
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。
下
部
は
見
帰
付
近
に
少
し
分
布
す
る
だ
け
で
あ
る

が
、
上
部
は
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
部
も
谷

を
埋
め
る
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
の
火
砕
流
堆
積

物
に
覆
わ
れ
、

川
沿
い
の
狭
い
範
囲
に
断
続
的
に
見
ら
れ
る
だ
け

で
あ
る
。
国
分
市
内
で
は
図
1

ー

16
に
あ
る
よ
う
に
、
東
部
の
山

地
を
中
心
に
検
校
川
・

郡
田
川
流
域
に
分
布
し
て
い
る
。

下
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
は
、
北
部
の
人
吉
盆
地
か
ら
南
部

加
久
藤
火
砕
流

堆

積

物

國
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し
も
か
ど

の
鹿
児
島
市
周
辺
ま
で
広
く
分
布
し
、
特
に
鹿
児
島
市
下
門
付
近

で
は
厚
く
、
し
か
も
強
く
溶
結
し
て
い
て
下
門
火
砕
流
堆
積
物
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

上
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
も
同
じ
よ
う
に
広
く
分
布
し
て
い

い
ぬ
ざ
こ

て
、
鹿
児
島
市
内
で
は
犬
迫
火
砕
流
堆
積
物
、
姶
良
地
方
で
は
地

く

り
久
里
火
砕
流
堆
積
物
、
国
分
地
方
で
は
萩
ノ
元
火
砕
流
堆
積
物
、

隼
人
地
方
で
は
新
川
火
砕
流
堆
積
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

日鳥浜火砕流

巨加久藤火砕流

o台明寺

図1-16 加久藤・鳥浜両火砕流堆積物の分布

加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
の
噴
出
年
代
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

14c年
代
法
で
は
五
万
年
よ
り
古
く
、

F
T
（
フ
ィ
ッ

シ
ョ
ン

・

ト
ラ
ッ
ク
）
年
代
で
は
六
三
、
七
二
、
三

0
0ka(ka =
1
0
0
0
 

年
）
な
ど
の
測
定
値
が
あ
り
、
層
序
（
地
層
の
重
な
り
）
の
ほ
う

か
ら
は
、
南
関
東
の
地
層
と
の
対
比
に
よ
り
約
三

0
万
年
前
と
い

う
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
下
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
〉
下
部
は
見
帰
付
近
だ
け
に
分

布
し
て
い
る
が
、
主
に
頁
岩
か
ら
で
き
た
四
万
十
累
層
群
の
谷
の

凹
凸
を
埋
め
る
よ
う
に
堆
積
し
て
い
る
。
溶
結
の
程
度
か
ら
さ
ら

に
上
部
・
下
部
に
分
け
ら
れ
、
下
部
は
非
＼
弱
溶
結
の
塊
状
の
堆

積
物
で
、
上
部
は
灰
色
を
帯
び
た
強
溶
結
部
を
も
ち
、
全
体
に
粗

大
な
柱
状
節
理
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
建
築
材
料
な
ど
の
石
材

に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

溶
結
し
た
部
分
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
基
質
の
部
分
は
ガ
ラ

ス
質
で
、
そ
の
間
に
石
英
と
カ
ク
セ
ン
石
の
結
晶
が
特
徴
的
に
含

ま
れ
て
い
る
。

〈
上
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
〉
上
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物

と
下
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
の
野
外
に
お
け
る
特
徴
は
似
て
お

り
、
両
方
と
も
粗
大
な
柱
状
節
理
が
は
っ
き
り
し
、
灰
色
＼
灰
黄

色
の
溶
結
凝
灰
岩
と
な
っ
て
い
る
。
新
鮮
な
岩
石
の
表
面
は
な
め
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写真 1-7 加久藤火砕流堆積物

（魚踊）

ら
か
で
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
る
が
、
風
化
す
る
と
特
徴
の
あ
る
ガ
サ

ガ
サ
し
た
表
面
と
な
る
（
写
真
1
I
7
)
。
国
分
市
内
の
山
地
や

谷
部
分
で
見
ら
れ
る
急
な
崖
を
持
つ
小
さ
な
高
ま
り
は
、
ほ
と
ん

ど
上
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

上
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
は
国
分
市
内
の
広
い
範
囲
に
堆
積

し
、
分
布
す
る
高
さ
は
東
部
の
山
地
で
は
標
高
四
0
0
~
~付
近
ま

で
で
あ
る
が
、
検
校
川
流
域
で
は
五
〇
認
以
下
の
高
さ
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
堆
積
す
る
高
度
に
は
か
な
り
の
高
低
差
が
あ
る
。

見
帰
以
外
の
山
地
で
は
、
四
万
十
累
層
群
の
侵
食
面
を
不
整

合
に
覆
っ
て
堆
積
し
、
低
地
の
梅
ケ
谷
付
近
で
は
梅
ケ
谷
安
山

岩
を
不
整
合
に
覆
っ
て
堆
積
し
て
い
る
。

写真 1-8 泥炭層中の木の化石（旧亀割坂）

鳥
浜
火
砕

流
堆
積
物

は
、
大
隅
半
島
・
薩
摩
半
島

鳥
浜
火
砕
流

堆

積

物

黒
塚
橋
＼
永
迫
間
で
の
観
察
に
よ
る
と
、
下
位
の
数
メ
ー
ト
ル

は
白
色
の
粘
土
化
し
た
軟
ら
か
い
凝
灰
岩
で
あ
る
が
、
上
位
の
一

〇
訂
程
度
は
硬
く
溶
結
し
て
非
溶
結
部
は
な
く
、
そ
の
上
に
阿
多

（
重
久
）
火
砕
流
堆
積
物
が
直
接
堆
積
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ

と
ん
ど
の
地
域
で
は
溶
結
部
の
上
に
、
砂
礫
層
や
凝
灰
岩
層
が
薄

＜
堆
積
し
て
い
る
。
特
に
旧
亀
割
坂
で
は
溶
結
部
の
す
ぐ
上
に
礫

で
い
た
ん

層
が
堆
積
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
泥
炭
質
の
層
が
あ
り
樹
木
の
化

石
が
含
ま
れ
て
い
る
（
写
真

1
I
8
)
。

上
部
加
久
藤
火
砕
流
堆
積

物
の
鉱
物
組
成
は
下
部
加
久

藤
火
砕
流
堆
積
物
と
は
か
な

り
違
っ
て
お
り
、
斜
長
石
や

シ
ソ
輝
石

・
フ
ツ
ウ
輝
石
か

ら
で
き
て
い
て
、
石
英
は
含

ま
れ
ず
カ
ク
セ
ン
石
も
ま
れ

に
し
か
入
っ
て
い
な
い
。
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の
南
部
に
厚
く
堆
積
す
る
火
砕
流
堆
積
物
で
あ
る
が
、
国
分
市
内

に
も
わ
ず
か
に
分
布
し
て
い
る
（
図
1
,
1
6
)
。
隼
人
町
と
の
境

け

ん

の

う

と

ろ

と

う

界
に
あ
る
剣
之
宇
都
の
露
頭
で
は
厚
さ
が
五
討
以
上
あ
り
、
こ
ぶ

し
大
以
上
の
軽
石
が
混
じ
っ
た
火
砕
流
堆
積
物
で
溶
結
し
て
お
ら

ず
、
平
行
で
細
か
い
縞
模
様
が
目
立
っ
て
い
る
。
鉱
物
組
成
は
斜

長
石
や
カ
ク
セ
ン
石

・
石
英
で
、
や
や
カ
ク
セ
ン
石
が
多
い
特
徴

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
上
位
に
、
巨
礫

S
大
礫
の
円
礫
を
含
む

姶
良
層
の
礫
層
が
不
整
合
で
堆
積
し
て
い
る
（
写
真
ー
ー
9
)
。

鳥
浜
火
砕
流
堆
積
物
は
鹿
児
島
湾
入
口
の
海
底
か
ら
噴
出
し
た

も
の
で
、
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
と
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
の
間
に

挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に

F
T
年
代
や
層
序
か
ら
約
二
三

S

写真 1-9 鳥浜火砕流堆積物と姶

良層（剣之宇都）

二
五
万
年
前
の
噴
出
物
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

阿
多
（
重
久
）
〈
分
布
と
対
比
〉

阿
多
火
砕
流
堆
積
物
は
鹿

火
砕
流
堆
積
物

児
島
湾
の
入
口
に
あ
る
阿
多
カ
ル
デ
ラ
か
ら

噴
出
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、
国
分
市
内
で
は
北
部
と
南
東
部
に

厚
く
堆
積
し
て
い
る
。

国
分
地
方
を
調
査
し
た
沢
村
孝
之
助
は
、
重
久
付
近
に
分
布
す

る
黒
色
＼
黒
茶
色
の
弱
溶
結
凝
灰
岩
を
重
久
火
砕
流
と
呼
ん
だ
。

そ
の
後
、
こ
の
付
近
を
調
査
し
た
荒
牧
重
雄
は
、
こ
の
溶
結
凝
灰

岩
が
県
内
の
広
い
範
囲
に
分
布
す
る
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
と
同
じ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
図
ー
ー

17)
。

国
分
市
内
で
は
下
位
に
あ
る
姶
良
層
の
平
坦
な
地
形
面
を
覆
っ

て
堆
積
し
、
分
布
高
度
は
五
〇
討
前
後
か
ら
二

0
0討
前
後
ま
で

で
、
あ
ま
り
高
い
と
こ
ろ
に
は
見
ら
れ
な
い
。
主
な
分
布
地
域
は

北
部
の
剣
之
宇
都

・
重
久
・
郡
田

・
清
水
、
お
よ
び
南
東
部
の
見

帰

・
神
子
落
付
近
で
あ
る
。
と
く
に
重
久
付
近
で
は
道
路
沿
い
や

手
篭
川
沿
い
に
よ
く
露
出
し
て
い
る
。

阿
多
火
砕
流
堆
積
物
は
場
所
に
よ

っ
て
色
調
や
岩
相
の
変
化
が

激
し
く
、
大
隅
半
島
南
部
や
薩
摩
半
島
中
部
で
は
灰
黒
色
＼
灰
色

の
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
が
、
鹿
屋
市
付
近
や
枕
崎
市
付
近
で
は
赤

紫
色
の
溶
結
凝
灰
岩
と
な
り
、
姶
良
地
方
で
は
黒
茶
色
の
溶
結
凝
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写真 1-10 阿多火砕流堆積物（岩戸）

店践 ． 

ペク

函ヽt 勺．

ゃ

十31'N

゜
50km 

。。
蜆力炉

ヽ屋久島。
図1-17 阿多カルデラ ・火砕流堆積物の分布

〔注 7より 〕

灰
岩
と
な
っ
て
い
る
。
姶
良
地
方
で
は
柱
状
節
理
が
よ
く
発
達

し
、
蒲
生
町
＼
吉
田
町
に
か
け
て
は
と
く
に
広
く
分
布
し
て
お
り

蒲
生
火
砕
流
堆
積
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
外
の
人
吉
盆

地
に
も
数
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
堆
積
す
る
。

〈特
徴
〉

重
久
付
近
で
は
黒
茶
色
を
帯
び
た
弱
＼
中
溶
結
凝
灰

岩
（
写
真
ー

1
10
)
が
分
布
し
、
粗
大
な
柱
状
節
理
の
は
っ
き
り

し
た
岩
石
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
付
近
で
は
平
野
を
つ
く
る
河
川

の
堆
積
物
に
覆
わ
れ
、
下
限
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

剣
之
宇
都
で
は
姶
良
層
の
礫
層
を
覆
っ
て
堆
積
し
て
い
る

真
1
I
9
)
が
、
最
下
部
に
は
乳
白
色
を
帯
び
た
厚
さ
五
〇
和ンの

火
山
灰
層
が
あ
り
、
そ
の
上
に
ほ
と
ん
ど
軽
石
を
含
ま
ず
溶
結
も

し
て
い
な
い
、
細
粒
火
山
灰
質
の
火
砕
流
堆
積
物
が
厚
さ
約
三
討

で
堆
積
し
、
そ
れ
が
徐
々
に
黒
茶
色
の
弱
溶
結
凝
灰
岩
に
変
化
し

て
い
る
。
こ
の
付
近
一
帯
で
は
全
体
の
厚
さ
は
最
大
で
約
三
〇
討 写
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ン
石
や
石
英
は
、
流
れ
て

く
る
途
中
で
混
入
し
た
捕

か
く獲

結
晶
と
考
え
ら
れ
る
。

溶
結
の
程
度
が
低
い
た

め
、
流
理
構
造
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
軽
石
や
岩
片
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
く
、
軽
石
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
ぶ
し
大
以
下
で
あ

る。
〈
噴
出
年
代
と
噴
火
の
経
過
〉
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
の
噴
出
年

代
に
つ
い
て
は
、
炭
化
木
片
の

14c年
代
測
定
値
か
ら
三
万
＼
五

阿多噴火サイクル

国分の自然・人口

・・・・・・・・・・・・『
．．．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．
．．．．．．．．
．．． 

丸

峯

降

下

軽

石

郡阿伊佐
降
下多

座
多

火→ →敷→ → 
腐降降降

・下下下
火
砕軽

火
サ 山軽

↓ 石灰石

上

部

阿
多
火
砕
流

L

[

[

竹

之

浦

降

下

火

山

灰

↓
 

今田
和代

ーがい＝＞裔
砕流
流

図 1-18 阿多火砕流噴火の経過〔注 8より作成〕

顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
で

は
細
粒
の
火
山
ガ
ラ
ス
が

多
く
含
ま
れ
る
が
、
火
山

ガ
ラ
ス
は
黒
色
＼
黒
茶
色

を
帯
び
て
い
る
。
火
山
ガ

ラ
ス
の
間
に
は
斜
長
石
や

シ
ソ
輝
石
・
フ
ツ
ウ
輝
石

が
点
在
し
、
ま
れ
に
カ
ク

セ
ン
石
や
石
英
が
入
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
カ
ク
セ

に
な
っ
て
い
る
。

万
年
程
度
と
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
精
密
な
測
定
で
は
い
ず
れ

も
範
囲
外
に
な
り
、
他
地
域
の
層
序
や
海
底
堆
積
物
中
の
有
孔

ち
ゅ
う

虫
の
研
究
か
ら
、
少
な
く
と
も
一

0
万
＼
―
一
万
年
ほ
ど
前
に
な

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
の
噴
出
源
は
、
一
般

的
に
は
鹿
児
島
湾
入
口
の
山
川
沖
に
あ
る
阿
多
カ
ル
デ
ラ
と
さ
れ

て
い
る
（
図
ー
ー

17)
。

し
か
し
、
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
の
流
れ
た
方
向
か
ら
、
地
形
的

な
阿
多
カ
ル
デ
ラ
よ
り
北
部
に
あ
る
指
宿
市
知
林
ケ
島
沖
の
海
底

付
近
か
ら
噴
出
し
た
と
い
う
考
え
も
あ
る
。

大
隅
半
島
南
部
を
詳
し
く
調
査
し
た
長
岡
信
治
に
よ
る
と
、
阿

多
火
砕
流
の
噴
火
の
順
序
は
図
1
ー
18
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら

一
連
の
噴
火
の
最
後
に
破
局
的
な
大
噴
火
が
発
生
し
、
阿
多
火
砕

流
堆
積
物
が
県
本
土
、
種
子
島
・
屋
久
島
地
方
、
人
吉
地
方
お
よ

び
宮
崎
平
野
付
近
に
ま
で
堆
積
し
た
。
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
は
溶

結
度
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
下
部
・
中
部
・
上
部
の
三
層
に
分
け

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
国
分
市
内
ま
で
来
て
い
る
も
の
は
最

も
大
規
模
な
噴
火
に
よ
る
上
部
層
で
あ
る
。
一
連
の
噴
火
に
よ
る

火
砕
流
堆
積
物
の
体
積
は
、
二

0
0立
方
棧
以
上
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
大
噴
火
で
で
き
た
噴
煙
柱
か
ら
降
っ
て
き
た
火
山
灰
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ー

写真 1-11 福山降下軽石（旧亀割
坂）

図1-19 福山降下軽石の分布
（注 8より〕

は
、
遠
く
南
関
東
に
ま
で
降
り
積
も
っ
て
い
る
。

国
姶
良
カ
ル
デ
ラ
火
山
噴
出
物

福
山
降
下

岩
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
下
位
に
見
ら
れ
る
軽
石
層

軽

石

で
、
国
分
市
内
の
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。

以
前
は
岩
戸
火
砕
流
の
噴
火
の
す
ぐ
前
に
噴
出
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
岩
戸
降
下
軽
石
堆
積
物
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
国
分
地
方
の
詳
し
い
調
査
を
行
っ
た
長
岡
信
治
に
よ

と
づ
ら
は
ら

り、

二
つ
の
間
に
約
九
万
年
前
に
噴
出
し
た
鬼
界
ー
黒
葛
原
火
山

灰

(
Kー
T
Z
火
山
灰
）
が
挟
ま
る
こ
と
か
ら
、
福
山
降
下
軽
石

は
単
独
に
噴
出
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

福
山
降
下
軽
石
は
旧
亀
割
坂
の
中
腹
で
よ
く
観
察
で
き
る
が
、

そ
こ
で
は
握
り
こ
ぶ
し
大
以
下
の
軽
石
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
層

を
つ
く
っ
て
い
る
（
写
真
1
l
ll)
。
軽
石
は
よ
く
ふ
る
い
分
け

き
ゅ
う

か

ら
れ
級

化
構
造
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
下
部
の
軽
石
は
大
き

く
上
部
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
岩
片
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
っ

て
も
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。

福
山
降
下
軽
石
に
は
黒
緑
色
の
カ
ク
セ
ン
石
が
特
徴
的
に
含
ま

れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
薄
い
ウ
グ
イ
ス
色
を
帯
び
、
国
分
市
内

に
分
布
す
る
他
の
噴
出
物
と
区
別
し
や
す
い
。

福
山
降
下
軽
石
の
噴
出
源
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
と
推
定
さ
れ
て
い
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写真 1-12 姫城の遠望（向花より）

岩
戸
火
砕
流

堆

積

物

て

崖
の
大
部
分
は
岩

戸
火
砕
流
堆
積
物

か
ら
で
き
て
い
る

こ
の

（図
1

ー

19)
、
噴
出
源
に
近
い
旧
亀
割
坂
付
近
で
は
最
大
八

討
に
も
な
る
が
、
南
に
い
く
に
従
い
薄
く
な
り
大
根
占
町
付
近
で

は
二
〇
巧
程
度
と
な
る
。
分
布
主
軸
は
北
東
方
向
で
、
宮
崎
平
野

で
も
五
〇
五
ン
程
度
の
厚
さ
が
あ
る
。

〈分
布
と
対
比
〉
国
分
市
岩
戸
か
ら
隼
人
町
姫

城
に
か
け
て
は
垂
直
な
崖
が
発
達
し
、
孤
立
し

た
山
体
や
メ
サ
状

の
地
形
を
つ
く
っ

て
い
る
が
、

（
写
真
1

ー

12)
。

岩
戸
火
砕
流
堆

積
物
は
岩
戸
付
近

で
よ
く
発
達
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以

外
に
も
城
山
付
近

•
永
谷
川
流
域
・

芦
谷
川
流
域

・
検

〈
特
徴
〉

岩
戸
付
近
で
は
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
の
上
に
厚
さ
約

校
川
流
域

・
鎮
守
尾
川
流
域
な
ど
の
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
る

厨
1
1
20)
。
国
分
市
外
で
は
あ
ま
り
発
達
せ
ず
、
南
東
部
＼

南
部
に
あ
た
る
福
山
町
の
海
岸
沿
い
に
わ
ず
か
に
分
布
し
て
い

る。

図 1-20 岩戸火砕流堆積物の分布 〔注 8より）
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写真 1-13 岩戸火砕流堆積物
（岩戸）

三
0
分
の
黒
色
腐
植
土
が
あ
り
、
そ
の
上
に
岩
戸
火
砕
流
堆
積
物

が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。
最
下
部
に
は
厚
さ
一
討
程
度
の
降
下
軽

石
と
ベ

ー
ス
・
サ
ー
ジ
堆
積
物
（
細
か
く
成
層
し
た
構
造
を
も
つ

堆
積
物
）
が
あ
り
、
そ
の
上
に
溶
結
し
て
い
な
い
灰
白
色
の
火
砕

流
堆
積
物
、
弱
く
溶
結
し
た
火
砕
流
堆
積
物
が
連
続
的
に
堆
積
し

て
い
る
（
写
真
ー
ー

13)
。

最
下
部
の
降
下
軽
石
層
は
岩
戸
降
下
軽
石
層
と
呼
ば
れ
、
国
分

市
か
ら
北
東
の
方
向
に
広
く
分
布
し
、
宮
崎
平
野
で
も
数
十
セ
ン

チ
の
厚
さ
が
あ
り
第
三
オ
レ
ン
ジ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
降
下
軽
石

の
体
積
は
三
＼
五
立
方
棧
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

火
砕
流
堆
積
物
は
最
大
一

0
0店
の
厚
さ
が
あ
り
、
姫
城
か
ら

写真 1-14

に
ス
コ
リ
ア
が
多
か

っ
た
り
す
る
こ
と
が

岩戸火砕流堆積物中のスコリア（岩戸）

岩
戸
に
か
け
て
は
二
段
の
は
っ
き
り
し
た
崖
が
見
ら
れ
る
。
間
に

軽
石
や
火
山
灰
層
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
四
枚
の
火
砕

し
や
こ
う
よ
う
り

流
堆
積
物
に
区
分
で
き
る
。
最
下
部
は
斜
交
葉
理
の
は
っ
き
り
し

た
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ジ
堆
積
物
で
、
中
部
は
成
層
構
造
を
も
つ
何
枚

か
の
火
砕
流
堆
積
物
の
集
ま
り
と
な
り
、
弱
溶
結
し
て
全
体
に
よ

く
締
ま
っ
て
お
り
、
各
地
で
粗
大
な
柱
状
節
理
を
つ
く
っ
て
い

る
。
上
部
は
非
溶
結
で
白
色
の
火
砕
流
堆
積
物
と
な
っ
て
い
る
。

火
砕
流
堆
積
物
の

中
に
は
白
色
の
軽

石
、
灰
色
と
白
色
の

縞
状
の
軽
石
•

黒
茶

色
の
ス
コ
リ
ア

ー
ク
ス
状
の
軽
石
）

が
入
っ
て
い
る
（
写

真
ー
ー
14)
が
、
場

所
に
よ
っ
て
は
軽
石

が
多
か
っ
た
り
、
逆

あ
る
。
こ
れ
ら
の
軽 （コ
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石

・
ス
コ
リ
ア
の
大
き
さ
は
最
大
で
五
〇
巧
程
度
で
あ

る
が
、
普
通
は
人
頭
大
以
下
で
あ
る
。

き
し
つ

基
質
の
部
分
は
粗
粒
の
結
晶
か
ら
な
り
、
顕
微
鏡
で

観
察
す
る
と
シ
ソ
輝
石
と
フ
ツ
ウ
輝
石
が
多
い
が
、
場

所
に
よ
っ
て
は
石
英
が
や
や
多
い
こ
と
も
あ
る
。

岩
戸
火
砕
流
堆
積
物
は
そ
の
後
の
噴
出
物
に
覆
わ

れ
、
分
布
は
本
来
の
分
布
よ
り
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
分
布
か
ら
体
積
は
五

s
1
0立
方
樟
と
見
積
も

ら
れ
て
い
る
。

〈噴
出
年
代
と
噴
火
の
経
過
〉
岩
戸
火
砕
流
の
絶
対

年
代
は
測
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
時
代
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
国
分
市
内
で
は
福
山
降
下
軽
石
と
大
塚
降
下
軽
石
の
間
に

あ
り
、
宮
崎
県
側
で
は
霧
島
火
山
起
源
の
イ
ワ
オ
コ
シ
と
呼
ば
れ

る
火
山
噴
出
物
の
下
位
に
あ
り
、
さ
ら
に
新
田
原
III
面
を
覆
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
約
五
万
年
前
の
噴
出
物
と
さ
れ
て
い
る
。

岩
戸
火
砕
流
の
噴
出
源
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
北
縁
に
あ
り
、
プ

リ
ニ
ア
ン
噴
火
に
よ
り
軽
石
を
噴
出
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
軽

石
は
東
側
か
ら
東
北
東
方
向
に
厚
く
堆
積
し
た
。
そ
の
後
は
火
砕

流
噴
火
に
移
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
間
に
大
き
な
プ
リ
ニ
ア
ン
噴

火
を
数
回
繰
り
返
し
た
。
火
砕
流
堆
積
物
の
中
に
は
多
量
の
ス
コ 大塚降下軽石

リ
ア
が
入
っ
て
お
り
、
地
下
で
塩
基
性
と
酸
性
の
二
種
類
の
マ
グ

マ
の
混
合
が
起
こ
っ
て
噴
火
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

大
塚
降
下

一
回
き
り
の
噴
火
に
よ
る
噴
出
物
で
、
姶
良
4
層

軽

石

と
呼
ば
れ
る
河
川
性
の
堆
積
物
の
間
に
挟
ま

っ
て

う
え

の

だ

ん

い
る
。
上
之
段
付
近
で
は
約
二
2

い
の
厚
さ
が
あ
り
、
下
の
粒
径
が

小
さ
く
上
が
大
き
い
逆
級
化
構
造
を
も

っ
て
い
る
。
軽
石
は
白
色

で
ガ
ラ
ス
質
が
強
い
。

軽
石
の
粒
径
や
厚
さ
の
変
化
か
ら
の
噴
出
源
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ

の
北
東
部
分
と
推
定
さ
れ
（
図

1
ー

21)
、
分
布
や
粒
径
か
ら
求

め
た
体
積
は
約

O
・五
立
方
棧
で
あ
る
。

0 20km 

''I  

図1-21 

0 20km 
I I I 

大塚降下軽石と深港降下軽石

の分布〔注 8より〕
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火
で
で
き
た
火
口
）

と
呼
ば
れ
て
い
る

（図
1
1
2
2
)
。 （

一
回
の
噴

深
港
降
下
軽
石
も
一
回
き
り
の
噴
火
に
よ
る
噴

出
物
で
あ
る
。
薄
木
付
近
で
は
全
体
の
厚
さ
は
二

討
程
度
で
あ
る
が
、
二

0
枚
以
上
の
薄
い
軽
石
層
か
ら
な
り
、
噴

火
に
盛
衰
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

軽
石
は
や
や
黄
色
を
帯
び
、
ガ
ラ
ス
質
の
も
の
は
少
な
い
。
軽

石
は
最
下
部
で
は
最
大
粒
径
九

0
分
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。
ま

け

な

し

の

た
、
毛
梨
野
付
近
で
は
最
下
部
に
厚
さ
三
〇
五
ン
の
火
山
豆
石
層
が

堆
積
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
最
初
に
水
蒸
気
マ
グ
マ
爆
発
が

起
こ
り
、
そ
の
後
プ
リ
ニ
ア
ン
噴
火
に
移
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

る。
深
港
降
下
軽
石
の
分
布
は
円
形
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
多
数

の
軽
石
層
が
噴
出
し
、
分
布
が
重
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

噴
出
源
は
軽
石
の
粒
径
や
厚
さ
の
変
化
か
ら
、
大
塚
降
下
軽
石
と

同
じ
く
姶
良
カ
ル
デ
ラ
北
東
部
分
と
推
定
さ
れ
る
（
図

1
,

21)
。
軽
石
の
分
布
か
ら
求
め
た
体
積
は
約
一
立
方
棧
で
あ
る
。

げ

ん

き

あ

ん

毛
梨
野
マ
ー
ル
城
山
公
園
北
側
の
玄
亀
庵
付
近
は
両
側
が
切

噴

火

物

り
立
っ
た
崖
で
、
内
部
が
や
や
円
形
を
し
た

盆
地
状
の
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
小
規
模
な
火

山
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
毛
梨
野
マ
ー
ル

深
港
降
下

軽

石

写真 1-15 毛梨野サージ堆積物（毛梨野）

毛
梨
野
マ
ー
ル
か
ら
の
噴
出
物
は
、
下
位
か
ら
順
に
、
①
岩
片

や
軽
石
片
、
粗
粒
の
火
山
灰
の
混
じ
っ
た
降
下
堆
積
物
層
、
②
白

こ
く
よ
う
せ
き

色
の
降
下
軽
石
層
、
③
多
量
の
黒
耀
石
破
片
を
含
み
淘
汰
の
悪
い

ば
く
れ
つ

爆
裂
噴
出
物
層
、
④
ラ
ミ
ナ
の
明
瞭
な
ベ

ー
ス
・
サ
ー
ジ
堆
積
物

層
の
四
層
に
区
分
さ
れ
て
い
る
（
写
真
ー
1
15)
。
こ
の
う
ち
④

の
堆
積
物
は
、
遠
方
で
は
火
山
豆
石
を
多
く
含
む
ガ
ラ
ス
質
の
火

山
灰
に
変
化
す
る
。

こ
の
よ
う
な
特

徴
か
ら
毛
梨
野

マ
ー
ル
で
は
、
マ

グ
マ
と
水
と
が
接

触
し
水
蒸
気
マ
グ

マ
爆
発
が
発
生
し

た
と
推
定
さ
れ

る
。
毛
梨
野
噴
出

物
の
体
積
は
約

0

•

一
立
方
棧
で
あ

る。
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第 1編 国分の自然・人口

る

（図
1

ー

23)
。

が
堆
積
し
て
お
り
、

と

し入

戸

火

砕

流

堆
積
物
（
シ
ラ
ス
）

〈
分
布
と
対
比
〉
県
本
土
の
広
い
範
囲

に
は
白
色
の
軽
石
混
じ
り
火
山
噴
出
物

そ
の
特
徴
か
ら
「
シ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い

国

シ
ラ
ス
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、

0
年
代
に
行
わ
れ
た
松
本
唯
一
の
研
究
に
よ
り
、
鹿
児
島
湾
の
奥

に
あ
る
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
噴
出
物
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

こ
の
地
域
を
調
査
し
た
沢
田
孝
之
助
や
太
田
良
平
に
よ
っ
て
く
わ

毛梨野マール堆積物

Th (cm) 

゜
2km 

図 1-22 毛梨野マール噴出物の分布〔注 8より〕

一
九
四
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八代 131° 

AC: 姶良カルデラ

31° 

32° 

太平洋

0 10 20 30 40 km 
I ・ I I I I 

131゚

し
い
分
布
や
特
徴
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
荒
牧
重
雄
や
長
岡
信
治
に

よ
り
噴
火
の
経
過
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

国
分
市
内
で
は
「
シ
ラ
ス
台
地
」
と
呼
ば
れ
る
台
地
を
つ
く
る

こ
と
が
多
く
（
写
真

1
ー

1
)
、
厚
さ
は
一

0
0討
以
上
に
達
す

と
が
み

る
こ
と
も
あ
る
。
最
も
よ
く
発
達
す
る
の
は
、
重
久
の
止
上
か
ら

牧
神
に
至
る
道
路
沿
い
で
あ
る
。
太
田
良
平
は
こ
の
道
路
途
中
に

図1-23 シラス

31゚

（入戸火砕流堆積物）〔注 9より〕

あ
る
入
戸
の
地
名
を
と
っ
て
、
シ
ラ
ス
を
「
入
戸
火
砕
流
堆
積

物
」
と
名
づ
け
、
こ
れ
が
学
術
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
入

戸
火
砕
流
堆
積
物
は
県
本
土
の
、
主
に
川
沿
い
の
低
地
や
盆
地
を

埋
め
る
よ
う
に
堆
積
し
、
各
地
で
平
坦
な
シ
ラ
ス
台
地
を
つ
く
っ

て
い
る
。

県
外
で
は
北
部
の
熊
本
県
人
吉
盆
地
や
水
俣
市
周
辺
、
北
東
部

の
宮
崎
県
都
城
盆
地
や
宮
崎
平
野
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
、

お
お
な
み

霧
島
山
系
の
大
浪
の
池
斜
面
に
も
堆
積
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

こ
し
き
じ
ま

ろ
種
子
島
・
屋
久
島
、
そ
れ
に
甑
島

・
長
島
で
は
見
つ
か
っ
て

と
こ
ろ
で
県
内
で
は
白
色
の
堆
積
物
を
一
般
に
シ
ラ
ス
と
呼
ぶ

こ
と
が
多
く
、
時
代
や
噴
出
源
の
違
う
火
砕
流
堆
積
物
を
シ
ラ
ス

と
呼
ん
だ
り
、
は
な
は
だ
し
い
場
合
に
は
花
岡
岩
の
風
化
し
た
マ

サ
土
を
シ
ラ
ス
と
呼
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
シ
ラ
ス
と
い
う
言

葉
に
は
問
題
も
含
ん
で
い
る
。

〈
特
徴
〉
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
は
白
色
＼
灰
白
色
を
帯
び
、
ほ

と
ん
ど
溶
結
し
て
い
な
い
火
砕
流
堆
積
物
で
あ
る
（
写
真
l

ー

国
分
市
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、
下
位
か
ら
溶
結
し
て
い
な

い
火
砕
流
堆
積
物
、
弱
く
溶
結
し
た
火
砕
流
堆
積
物
、
溶
結
し
て

16 
ヽ

゜
い
な
い
。

35 



第 1編 国分の自然 ・人口

い
な
い
火
砕
流
堆
積
物
の
順
に
堆
積
し
て
い
る
。
溶
結
し
て
い
な

い
部
分
は
全
体
に
灰
白
色
を
帯
び
て
お
り
、
最
大
で
一
2

い
に
達
す

る
よ
う
な
軽
石
や
岩
片
を
含
む
こ
と
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は

け
い
ら
ん

人
頭
大
以
下
の
軽
石
、
鶏
卵
大
以
下
の
岩
片
が
点
在
す
る
塊
状
の

堆
積
物
で
あ
る
。
基
質
の
大
部
分
は
透
明
な
バ
ブ
ル

・
ウ
ォ

ー
ル

せ
ん
い

型
火
山
ガ
ラ
ス
か
ら
で
き
て
お
り
、
軽
石
は
繊
維
状
の
よ
く
発
泡

し
た
も
の
で
あ
る
。
国
分
市
内
を
は
じ
め
県
内
の
広
い
範
囲
で
、

溶
結
し
て
い
な
い
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
に
は
パ
イ
プ
構
造
と
呼
ば

れ
る
火
山
ガ
ス
の
抜
け
た
跡
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
火
山
豆

石
な
ど
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
（
写
真

1
ー

17)
。
溶
結
し

て
い
な
い
部
分
の
厚
さ
は
下
部
で
約
二

0
認
、
上
部
は
場
所
に

写真 1-16 入戸火砕流堆積物

（上之段）

よ
っ
て
は
五

0
討
以
上
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
。

溶
結
し
た
部
分
は
粗
い
結
晶
や
岩
片
・
軽
石
の
目
立
つ
黒
茶
色

写真 1-18 入戸火砕流堆積物の柱

状節理（入戸）

写真 1-17 

，
 

入戸火砕流堆積物中の

パイプ構造（伊集院町）
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〈
噴
出
年
代
〉
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
噴
出
年
代
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

14c年
代
が
測
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
一
九
八

0
年
代
半
ば
こ
ろ
ま
で
に
は
、
入
戸
火
砕
流

堆
積
物
の
噴
出
年
代
は
約
ニ

・
ニ
万
年
前
と
い
う
値
が
定
着
し
て

い
た
。
し
か
し
、
一
九
九

0
年
代
に
入
る
と
近
畿
地
方
や
東
北
地

方
で
、
泥
炭
中
に
挟
ま
れ
る

A
T
火
山
灰
の

14c年
代
が
次
々
と

測
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
は
二
•

四
万
＼
ニ
・

五
万
年

前
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
今
で
は
入
戸
火
砕
流

堆
積
物
の
噴
出
は
、
約
ニ
・
五
万
年
前
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

〈
噴
火
の
経
過
〉

で
あ
る
。

入
戸
火
砕
流
の
噴
火
の
経
過
は
詳
し
く
研
究

を
し
た
岩
石
と
な
っ
て
お
り
、
重
久
付
近
で
は
粗
大
な
柱
状
節
理

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
（
写
真

l
,
18)
。
ユ
ー
タ
キ
シ
テ
ッ
ク

構
造
（
軽
石
が
レ
ン
ズ
状
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
）
も
は
っ
き

り
し
て
お
り
、
軽
石
は
引
き
伸
ば
さ
れ
レ
ン
ズ
状
に
な
っ
て
い

る
。
軽
石
や
岩
片
が
大
き
い
点
を
除
け
ば
、
外
見
だ
け
で
は
阿
多

火
砕
流
堆
積
物
と
区
別
し
に
く
い
。

入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
体
積
は
約
二

0
0立
方
棧
と
推
定
さ
れ

て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
過
去
最
大
級
の
火
砕
流
堆
積
物
の
一
っ

写真 1-19 大隅降下軽石（妻屋）

・
大
隅
降
下
軽
石
約
ニ

・
五
万
年
前
に
姶
良
カ
ル
デ
ラ
内
で

起
こ
っ
た
一
連
の
噴
火
は
、
ま
ず
大
規
模
な
プ
リ
ニ
ー
式
噴
火
か

ら
始
ま
り
、
大
隅
降
下
軽
石
と
呼
ば
れ
る
大
量
の
軽
石
が
噴
出
し

た
。
こ
の
軽
石
層
は
国
分
市
東
部
で
は
一
”
ぃ
程
度
の
厚
さ
で
あ
る

が
（
写
真

1
1
1
9
)
、
垂
水
市
な
ど
で
は
一
〇
討
程
度
に
な
り

（固

1
ー

25)
、
場

所
に
よ
っ
て
は
火
砕

流
堆
積
物
に
変
化
し

て
い
る
。
軽
石
は
白

色
の
角
張
っ
た
も
の

で
、
大
き
さ
は
場
所

に
よ
り
変
化
す
る

が
、
国
分
市
内
で
は

鶏
卵
大
以
下
の
も
の

が
多
く
、
全
体
的
に

さ
い
り
ゆ
う

下
部
が
細
粒
で
上

そ

り

ゆ

う

部
が
粗
粒
の
逆
級

化
構
造
が
見
ら
れ

さ
れ
、
図

l
,
24
の
よ
う
な
順
序
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た。
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る
。
如
応
か
ら
春
山
原
に
登
る
道
路
途
中
で
は
厚
さ
が
約
一
討

で
、
直
径
一
巧
程
度
の
黄
白
色
軽
石
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い

る
。
大
隅
降
下
軽
石
の
噴
出
源
は
現
在
の
桜
島
付
近
で
、
分
布
と

厚
さ
か
ら
体
積
は
約
一

0
0立
方
棧
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
世
界
に
お
け
る
過
去
最
大
級
の
軽
石
噴
火
の
一
っ
で
あ
る
。

・
妻
屋
火
砕
流
堆
積
物
続
い
て
そ
の
直
後
に
大
規
模
な
水
蒸

姶良カルデラ 周辺部 桜 島

0. 6ka I米丸・住吉マール 1

lka 

2. 4ka 

I 
I毛梨野ペース ・サージ I

I 

I深港降下軽石 1
I 

I大塚降下軽石I
I 

岩戸火砕流

岩戸降下軽石

I 
I福山降下軽石I

............................ + ........................................................................................................... .. 
1金剛寺火砕サージ I

I 

I降下スコ リアI
I 

I敷根安山岩I

50ka 

80ka 

妻屋火砕流

大隅降下軽石

I 
I荒崎火砕流I

1青敷火山岩類 1

気
マ
グ
マ
爆
発
が
起
こ
り
、
妻
屋
火

砕
流
の
噴
火
が
あ
っ
た
。
噴
出
源
は

大
隅
降
下
軽
石
と
同
じ
場
所
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
噴
出
物

は
国
分
市
の
妻
屋
付
近
で
最
も
よ
く

堆
積
し
、
妻
屋
火
砕
流
堆
積
物
と
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の

縁
に
沿
っ
た
場
所
で
は
ど
こ
で
も
分

布
し
て
い
る
（
固
ー

1
26)
。
入
戸

火
砕
流
堆
積
物
に
比
べ
細
粒
で
、
全

体
に
薄
い
ピ
ン
ク
色
を
帯
び
て

い
る

特
徴
が
あ
る
。

国
分
市
内
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
所

に
堆
積
し
て
い
る
が
、
ど
の
地
点
で

も
下
部
に
は
っ
き
り
し
た
縞
模
様
が
み
ら
れ
、
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ジ

堆
積
物
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
1

ー

20)
。
ま
た
、
親
指
大
以
下
の

火
山
豆
石
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、

マ
グ
マ
と
水
が
接
触
し
て
噴
火
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
姶

良
地
方
で
は
数
枚
の
フ
ロ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
（
火
砕
流
の
単
層
）
が
あ

り
、
噴
火
は
数
回
繰
り
返
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
妻
屋
火
砕
流
堆

図 1-24 姶良カルデラの火山活動
〔注 8より作成〕
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｀
 

32・-― 

積
物
の
体
積
は
、
約
一
三
立
方
棧
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

・
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
妻
屋
火
砕
流
の
噴
火
後
し
ば
ら
く
し

て
破
局
的
な
大
噴
火
が
発
生
し
、
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
が
噴
出
し

て
い
る
。
妻
屋
火
砕
流
堆
積
物
の
表
面
に
弱
い
侵
食
跡
が
あ
る
も

図1-25 大隅降下軽石の分布 〔注5より〕

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
南
九
州
の
全
域
を
覆
い
尽
く
す
膨
大

の
の
、

k
 

図 1-26 妻屋火砕流堆積物の分布〔注 8より〕

ふ
し
よ
く
ど

は
っ
き
り
し
た
風
化
面
や
腐
植
土
の
堆
積
は
見
ら
れ
ず
、

妻
屋
火
砕
流
堆
積
物
の
噴
出
か
ら
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
噴
出
ま

で
の
時
間
は
短
く
、
長
く
て
も
数
か
月
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い

る。
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な
量
の
火
砕
流
堆
積
物
を
噴
出
し
終
わ
る
ま
で
、
わ
ず
か
一
日
程

度
の
時
間
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

入
戸
火
砕
流
の
噴
火
は
地
下
深
く
で
マ
グ
マ
が
泡
立
ち
、
基
盤

の
岩
石
を
破
壊
し
な
が
ら
噴
出
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の

噴
火
に
よ
る
噴
出
物
は
亀
割
坂
角
礫
層
（
写
真
1
_
2
1
)
と
呼
ば

れ
、
カ
ル
デ
ラ
縁
か
ら
鹿
児
島
湾
中
央
部
付
近
ま
で
広
く
堆
積
し

て
い
る
。
全
体
に
角
張
っ
た
安
山
岩
片
や
四
万
十
累
層
群
の
岩

写真 1-20 妻屋火砕流堆積物（上野原）

か
こ
う
ぜ
ん

片
、
凝
灰
岩
片
な
ど
が
入
っ
て
い
る
が
、
ご
く
ま
れ
に
花
岡
閃

緑
岩
片
な
ど
も
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
岩
片
と
と
も
に
軽
石

・
火
山
灰
が
一
体
に
な
っ
て
上

空
へ
噴
出
し
、
お
そ
ら
く
鹿
児
島
湾
の
奥
部
全
体
を
覆
う
よ
う
な

巨
大
な
噴
煙
柱
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
噴
煙
柱
が
崩
れ
て
大
規
模
な

火
砕
流
が
発
生
し
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
と
な
っ
た
。
岩
片
の
一
部

は
空
中
高
く
噴
出
し
、
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
降
り
注
い
で
堆
積
し

写真 1-21 亀割坂角礫層（上之段）

写真 1-22 AT火山灰の電顕写真

40 

/ 



第 1章 自然と風土

若尊カルデラ

図1-27 ATの噴火様式〔注 8より〕

た
。
岩
片
の
大
き
さ
は
亀
割
坂
付
近
で
二
討
以
上
あ
り
、
鹿
児
島

市
周
辺
で
も
数
十
セ
ン
チ
に
達
し
て
い
る
。

発
生
し
た
火
砕
流
は
高
速
で
山
野
を
駆
け
抜
け
、
主
に
谷
部
分

を
埋
め
る
よ
う
に
堆
積
し
た
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
一

0
0
0
討

以
上
の
山
を
越
え
て
流
れ
堆
積
し
た
。
南
九
州
の
約
四

0
0
0平

方
棧
の
広
さ
が
、
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
に
よ
り
埋
め
尽
く
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
を
も
た
ら
し
た
マ

グ
マ
は
、

二
酸
化
ケ
イ
素
の
量
が
七
四
％
の
流
紋
岩
質
で
、
温
度

は
七
七
〇
＼
七
八

0
℃
、
圧
力
は
一
六

0
0＼
一
九

0
0気
圧
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

•
A
T

火
山
灰
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
を
つ
く
っ
た
噴
煙
柱
の

高
さ
は
、
数
十
キ
ロ
上
空
の
成
層
圏
に
達
す
る
ま
で
に
な
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
噴
煙
柱
は
上
空
で
横
方
向
へ
広
が
り
、
板
状

を
し
た
薄
い
火
山
ガ
ラ
ス
を
主
体
と
し
た
バ
ブ
ル
・
ウ
ォ
ー
ル
型

の
火
山
灰
を
降
ら
せ
た
（
図

1
1
27
、
写
真
ー

ー
22)
。
こ
の
火

山
灰
は
初
め
関
東
地
方
の
丹
沢
山
地
で
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
町
田
洋
•
新
井
房
夫
の
調
査
で
、
こ
の
火
山
灰
が
入
戸
火
砕
流

堆
積
物
に
伴
う
こ
と
が
分
か
り
、
姶
良
ー
丹
沢
火
山
灰
（
姶
良
T

n
火
山
灰
、
一
般
に

A
T
火
山
灰
と
い
う
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

A
T
火
山
灰
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
を
中
心
に
同
心
円
を
描
く
よ
う

に
分
布
し
て
い
て
（
図
1
ー
28)
、
日
本
付
近
に
卓
越
し
て
い
る

偏
西
風
の
影
響
を
受
け
た
、
通
常
の
噴
出
物
の
分
布
と
は
大
き
く

違
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
種
子
島
や
屋
久
島
で
明
瞭
に
堆
積
し
て
い
る
が
、

そ
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第 1編 国分の自然・人口

れ
以
外
の
地
域
で
は
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
が
あ
る
だ
け
で

A
T
火

山
灰
は
見
ら
れ
な
い
。
種
子
島
や
屋
久
島
で
は
厚
さ
二

0
分
程
度

で
、
黄
橙
色
の
火
山
ガ
ラ
ス
質
火
山
灰
と
な
っ
て
い
る
。

宮
崎
平
野
で
は
一
討
程
度
の
厚
さ
が
あ
り
、
数
枚
の
層
に
分
か

れ
て
い
る
（
写
真
1
ー
23)
。
ほ
と
ん
ど
の
場
所
で
火
山
豆
石
が

入
っ
て
お
り
、
火
山
灰
の
降
下
時
に
雨
が
降
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
遠
方
の
四
国
で
も
数
十
セ
ン
チ
の
厚
さ
が
あ
り
、
中
部
地
方

で
は
約
一
〇
五
ン
の
厚
さ
に
な
る
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
最
も
遠

5
 

ク
ー

.

、

‘
ヽ

ヽ

,
/
 

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ、
．

ヽ

ヽ

．
 

10 

図 1-28 

0 500km 
I I 

AT火山灰の分布〔注 7より〕

い
る
。

方
は
、
北
部
で
は
青
森
県
、
南
部
で
は
沖
縄
諸
島
近
海
の
海
底
で

あ
る
。
陸
上
で
確
認
さ
れ
る
最
も
南
部
は
、
奄
美
諸
島
の
沖
永
良

部
島
で
あ
る
。

A
T
火
山
灰
は
後
期
旧
石
器
時
代
を
示
す
最
も
よ
い
堆
積
物
で

あ
り
、
し
か
も
各
地
に
よ
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遺
跡
の
発

掘
な
ど
で
は
時
代
を
決
め
る
物
差
し
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て

県
内
で
は
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
が
厚
く
、
そ
の
下
か
ら
ナ
イ
フ

形
石
器
な
ど
の
遺
物
を
発
掘
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
遠
方

の
種
子
島
で
は

A
T
火
山
灰
の
さ
ら
に
下
か
ら
、
旧
石
器
時
代
の

礫
群
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
写
真
ー

ー
24)
。
ま
た
、
枕
崎
市
で
は

写真 1-23 AT火山灰（宮崎平

野）
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写真 1-24 AT火山灰（南種子町）

場
所
に
よ
っ
て
は
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
厚
さ
は
一

S
二
認
し
か

な
く
、
そ
の
真
下
か
ら
旧
石
器
時
代
の
礫
群
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
県
北
部
の
出
水
市
上
場
遺
跡
で
も
薄
く
、
そ
の
下
か
ら
は
ナ

イ
フ
形
石
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

県
外
の
多
く
の
遺
跡
で
は
、

A
T
火
山
灰
の
上
下
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
最
近
で
は

A
T
火
山
灰
の
上
下
で
石
器
に
違
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。

．
姶
良
カ
ル
デ
ラ

の
形
成
姶
良
カ
ル

デ
ラ
は
鹿
児
島
湾
の

奥
部
に
あ
り
、
東
西

約
二
四
棧
、
南
北
約

二
三
棧
、
の
ほ
ぽ
円

5
)
。
図
に
あ
る
よ

う
に
、
東
側
と
西
側

は
海
抜
二

O
O
S四

0
0討
の
カ
ル
デ
ラ

で
あ
る

（図

1
ー

形
を
し
た
カ
ル
デ
ラ

壁
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
北
側
は
国
分
平
野
が
広
が
り
低
く

て
平
坦
で
、
南
部
は
海
と
な
り
、
そ
こ
に
は
桜
島
が
位
置
し
て
い

て
典
型
的
な
カ
ル
デ
ラ
と
は
少
し
違
っ
て
い
る
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
は
入
戸
火
砕
流
の
噴
出
後
に
鹿
児

島
湾
の
奥
部
が
陥
没
し
、
そ
れ
が
現
在
み
ら
れ
る
姶
良
カ
ル
デ
ラ

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
姶
良
カ
ル

わ
か
み
こ

デ
ラ
北
東
部
に
あ
る
若
尊
カ
ル
デ
ラ
と
呼
ば
れ
る
水
深
二

0
0
1
;

の
小
規
模
な
凹
地
が
、
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
噴
出
源
と
さ
れ
て

い
る
。こ

れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
国
分
地
方
に
は
多
く
の
火
砕

流
堆
積
物
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
付

近
か
ら
噴
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
湾
は
約
三

0
0

万
年
前
か
ら
断
層
運
動
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
よ
り
地
溝
状
に
落
ち

込
ん
で
で
き
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の

噴
出
以
前
に
す
で
に
姶
良
カ
ル
デ
ラ
は
存
在
し
て
い
た
と
い
え

る。
・
入
戸
火
砕
流
噴
火
の
与
え
た
影
響
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の

噴
出
し
た
時
期
は
、
更
新
世
最
後
の
ウ
ル
ム
氷
河
期
の
最
盛
期

で
、
旧
石
器
時
代
の
末
期
に
あ
た
り
、
噴
火
が
こ
の
こ
ろ
の
自
然

と
文
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
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第 1編 国分の自然・人口

ま
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
。

南
九
州
の
各
地
で
は
大
隅
降
下
軽
石
の
直
下
に
、
樹
木
が
押
し

潰
さ
れ
た
状
態
で
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
妻

屋
火
砕
流
堆
積
物
や
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
中
に
は
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
で
炭
化
木
片
が
入
っ
て
い
て
（
写
真
1
ー
25)
、
当
時
の
植
生

は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
南
九
州

で
は
花
粉
分
析
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
植
物
の
変
化
な
ど
は

写真 1-25 入戸火砕流堆積物中の炭化木片（菱刈
町）

万年前 丘 陵 低 地

1.9. 

2.0・ 

2.1・ 

分
か
っ
て
い
な
い
。

関
東
地
方
や
近
畿
地
方
で
行
わ

れ
た
花
粉
分
析
に
よ
る
研
究
で
、

当
時
は
針
葉
樹
林
が
広
く
山
野
を

覆
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
こ
の
状
態
で

A
T
火
山
灰
が

降
り
積
も
り
、
水
界
生
物
の
変
動

と
湿
地
林
と
荒
地
植
生
の
繁
茂
が

起
こ
っ
た
。
と
く
に
近
畿
地
方
で

は
湿
地
林
と
荒
地
植
生
の
繁
茂
が

は
げ
し
く
、
関
東
地
方
で
は
針
葉

樹
林
化
の
促
進
が
起
こ
っ
て
い
る

（
図
ー
ー

29)
。
噴
火
が
文
化
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
が
、
そ
れ

ま
で
日
本
全
体
に
一
様
な
旧
石
器
文
化
が
広
が
っ
て
い
た
の
に
対

し
、
噴
火
後
は
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
小
文
化
圏
に
分
か

れ
て
い
く
の
は
、
噴
火
の
影
響
を
受
け
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

因

姶

良

層

国
分
地
方
に
堆
積
す
る
火
砕
流
堆
積
物
の
間
に
は
、
軟
ら
か
い

2.2 -

11 11 I I I I 
冷溢帯
針薬樹林

トウヒ，チョウセン
ゴヨウ，カラマツ，
モミ，ツガ

.-.,, ... ・, 
·• シナノキ林．．．．．．．2.3- ,,..., ·. ---c .•" · . ... ... .. . . • .. 

： コナラ林 : : : ...... .... .. 
2.4 - .•.........•... 

図1-29 AT前後の植生変化〔注10より〕

AT 
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4
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

火
山
灰
や
砂

・
礫
が
数
メ
ー
ト
ル

S
数
十
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
堆

積
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
下
か
ら
順
に
姶
良
層
1
、
2
、
3
、

姶
良
層
は
河
川
の
堆
積
物
や
湖
の
堆
積
物
か
ら
で
き
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
火
砕
流
堆
積
物
の
侵
食
期
間
に
で
き
た
、
小
さ
な
川

や
湖
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。

姶
良
層
l
は
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
を
覆
う
も
の
で
、
そ
の
後

の
火
山
噴
出
物
な
ど
に
覆
わ
れ
、
分
布
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
。

姶
良
層
2
は
敷
根
安
山
岩
の
上
に
あ
り
、
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
に

覆
わ
れ
る
が
、
姶
良
層
の
中
で
は
最
も
厚
く
分
布
が
広
い
。
国
分

市
重
久
や
姫
城
付
近
で
は
、
軟
ら
か
い
火
山
灰

・
軽
石
質
火
山
灰

．
泥
•
砂
・
礫
が
ほ
ぽ
平
行
に
堆
積
し
て
い
る
。

こ
の
付
近
で
の
厚
さ
は
約
二

0
討
で
、
全
体
に
砂
礫
が
互
い
に

切
り
合
っ
た
斜
交
葉
理
と
呼
ば
れ
る
堆
積
構
造
が
は
っ
き
り
し
て

お
り
、
強
い
水
の
流
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
で
堆
積
し
た
と
思
わ
れ
るぁ

も
の
が
多
い
。
姫
城
で
は
小
＼
中
粒
の
礫
が
多
く
、
間
に
薄
い
亜

た
ん炭

層
が
挟
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
重
久
で
は
凝
灰
岩
質
の
シ

ル
ト
や
泥
が
、
厚
さ
約
一
〇
岱
程
度
で
十
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
互
層

し
て
い
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
水
中
で
の
地
滑
り
に
よ
り
地
層

が
曲
げ
ら
れ
た
り
折
れ
た
り
し
た
、
ス
ラ
ン
プ
構
造
と
呼
ば
れ
る

堆
積
構
造
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

姶
良
層
3
は
岩
戸
火
砕
流
堆
積
物
に
覆
わ
れ
る
も
の
で
、
国
分

市
運
動
公
園
付
近
に
よ
く
分
布
し
て
い
る
。
主
に
軟
ら
か
い
小
礫

や
火
山
灰
•

砂
か
ら
で
き
て
お
り
、
ど
の
層
も
水
平
に
堆
積
し
て

い
る
。
名
波
と
梅
ケ
谷
と
の
間
付
近
で
は
岩
戸
火
砕
流
堆
積
物
の

ご

そ

う

下
に
、
ス
コ
リ
ア
と
砂
の
細
か
い
互
層
が
厚
さ
三
認
ほ
ど
堆
積
し

て
お
り
、
火
砕
流
堆
積
物
の
噴
出
直
前
ま
で
こ
の
付
近
は
湖
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
福
山
降
下
軽

石
は
姶
良
3
層
の
間

に
挟
ま
れ
て
い
る
。

姶
良
層
4
は
岩
戸

火
砕
流
堆
積
物
の
侵

食
面
を
埋
め
る
よ
う

に
堆
積
し
て
い
る
。

侵
食
作
用
で
で
き
た

小
さ
な
湖
に
堆
積
し

た
軽
石
質
シ
ル

ト
・

砂

・
礫
な
ど
（
写
真

1
1
26)
で
、
こ
れ

てへ］

写真 1-26 姶良層（止上）
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（七）
ら
の
層
の
現
れ
る
高
さ
は
お
お
よ
そ
一
0
0
:
1
~
前
後
で
あ
る
。
最

も
厚
い
と
こ
ろ
で
は
約
三
〇
討
あ
り
、
一
般
的
に
は
ど
の
堆
積
物

も
水
平
で
あ
る
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
斜
交
葉
理
や
ス
ラ
ン
プ
構

造
が
見
ら
れ
る
。

国
分
市
東
部
の
敷
根
付
近
で
は
天
然
ガ
ス
の
噴
出
が
知
ら
れ
て

お
り
、

『旧
郷
土
誌
』
に
よ
れ
ば
明
治
四
十
年
こ
ろ
か
ら
、
堀
切

武
二
と
い
う
人
が
米
を
原
料
と
し
た
水
ア
メ
を
製
造
す
る
の
に
利

用
し
て
い
た
。
太
平
洋
戦
争
前
後
は
ガ
ソ
リ
ン
の
代
用
品
と
し

て
、
自
動
車
五

0
台
ぐ
ら
い
に
供
給
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
ガ
ソ

リ
ン
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
普
及
で
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
昭
和
四

十
年
代
初
め
で
、
利
用
家
庭
は
堀
切
武
幸
家
以
外
は
四
家
族
と

な
っ
て
い
た
。
噴
出
量
は
約
一

0
0
0立
方
認
、
井
戸
の
数
は
約

三

0
で
深
さ
は
四
〇
＼
五

0
討
程
度
で
あ
る
。

敷
根
付
近
は
四
万
十
累
層
群
と
第
四
紀
層
と
の
境
界
に
あ
た

り
、
地
溝
状
の
地
形
の
と
こ
ろ
へ
河
川
が
運
ん
で
き
た
植
物
な
ど

ふ
き
ゅ
う

が
急
速
に
埋
没
し
、
そ
れ
が
腐
朽
し
て
メ
タ
ン
ガ
ス
等
を
噴
出
し

て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
天
然
ガ
ス
を
含
む
地

層
は
国
分
層
群
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
姶
良
層
の

1
か

2
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。

新
期
火
山
噴
出
物

表 1-5 新期火山噴出物

テフラ名 年代 主軸方向 特徴 噴出源 分布・備考

大正軽石
1914 

東 新白鮮色軽な石 桜島 散国分市内では
（大正 3年） 在、 p1 

p 7軽石 約5,000年 北東 黄白色軽石 桜島 国ブ分ロ市内では
ック状堆積

アカホヤ ca. 6, 300y.B.P. 楕円形 最火下部豆に 鬼界カルデ 全国に分布） 
火山灰 山石層 ラ (K-A h 

P11軽石 約7,000年 北東
黒色腐植土 桜島 大隅部半島
中に点在 北東に分布

薩摩 約11,000年 円形 黄橙色軽石 桜島
南九州全域に
分布、 P14

岩本火山灰 約15,000年 ？ 
ローム状

未詳
南九州全域に

堆積物 分布

Pl6軽石 約22,000年 楕円形 赤橙色軽石 桜島 Pl7と積接近
して堆

Pl7軽石 約22,000年 楕円形 赤橙色軽石 桜島 桜噴島出最物初期
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写真 1-27 新期火山噴出物（上野

原遺跡）

川内

゜

い
る

図 1-30

を
し
て
お
り
、

国
分
市
内
の
台
地
や
山
地
で
は
、
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
上
位

に
、
時
代
や
噴
出
源
の
違
う
何
枚
か
の
火
山
噴
出
物
が
堆
積
し
て

い
る
（
表
l
_
5
、
写
真
1
|
27)
が
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
新

期
火
山
噴
出
物
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

桜
島
は
約
二
万
二

0
0
0年
前
に
誕
生
し
て
以

p
十
七
軽
石

来
、
少
な
く
と
も
一
七
回
の
大
規
模
な
噴
火

そ
れ
に
伴
っ
て
多
量
の
軽
石
や
火
山
灰

．
溶
岩

を
噴
出
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
最
も
初
期
の
こ
ろ
の
噴
火
に
よ
る
軽
石
は

P
+

七
軽
石
と
呼
ば
れ
、
桜
島
か
ら
ほ
ぼ
真
東
の
方
向
に
堆
積
し
て

（図

1
ー

30)
。
上
野
原
台
地
で
は
赤
橙
色
を
帯
び
た
風

l

|
し．

一

二
布

0

分の石軽7
 

ーp
 

化
の
激
し
い
軽
石
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
間
に
同
じ
く
風
化
の
激

し
い
灰
黒
色
の
岩
片
が
点
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
軽
石
の
厚
さ

は
二
〇
和
ン
程
度
、
大
き
さ
は
小
豆
大
で
あ
る
が
、
桜
島
に
近
づ
く

ほ
ど
厚
く
な
り
、
輝
北
町
上
場
付
近
で
は
五
〇
巧
程
度
と
な
る
。

上
野
原
台
地
で
は
不
鮮
明
な
黒
茶
色
腐
植
土
を
挟
ん
で
そ
の
上
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ロ
ー
ム
層
の
上
に
あ
る
黒
色
腐
植
土
の
中
に

は
、
風
化
し
黄
白
色
を
帯
び
た
小
指

S
親
指
大

の
軽
石
が
点
在
し
て
い
る
（
写
真
ー

127)
が
、
こ
の
軽
石
は

桜
島
起
源
の
降
下
軽
石
で
薩
摩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
多
く
の

14c年
代
が
測
定
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
約
一

万
一

0
0
0年
前
を
示
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
縄
文
時
代
草
創
期

に
相
当
す
る
。
こ
の
た
め
こ
の
時
代
を
決
め
る
物
差
し
と
し
て
非

常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
国
分
市
内
で
は
黒
色
腐
植
土
中
に
軽

薩
い
る
。

摩

に
、
赤
橙
色
を
し
た
軽
石
の
層

(
P
十
六
）
が
二
〇
五
ン
程
度
の

厚
さ
で
堆
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
軽
石
層
に
は
炭
化
木
片
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
直
接
測
ら
れ
た

14c年
代
値
は
な
い
が
、
上
下
に
堆
積
す

る
土
壌
の
年
代
か
ら
約
二
万
二

0
0
0年
前
の
も
の
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
軽
石
層
の
上
に
は
一
般
に
チ
ョ
コ
層
と
俗
称

さ
れ
る
、
薄
い
茶
灰
色
を
帯
び
た
厚
さ
一
〇
芍
程
度
の
ロ

ー
ム

層
が
あ
る
。
こ
の
中
に
は
カ
ク
セ
ン
石
が
多
量
に
入
っ
た
火
山

灰
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ク
セ
ン
石
を
含
む
火
山
灰
の
起

源
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
火
山
ガ
ラ
ス
や
鉱
物
が
細
粒

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
遠
方
に
起
源
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

石
が
点
在
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
福
山
町
内
や
輝
北
町
内
で
は
二

S
三
和
ン
大
の
降
下
軽
石
を
含
む
層
と
細
粒
の
火
山
灰
層
が
数
十
セ

ン
チ
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
い
る
。
対
岸
の
鹿
児
島
市
周
辺
で
は

ベ
ー
ス
・
サ
ー
ジ
堆
積
物
を
伴
い
、
降
下
軽
石
と
火
砕
流
堆
積
物

の
互
層
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
噴
火
は
現
在
の
桜
島
袴
腰
付
近
の

、o
、

10
.
¥
9
ー

ー

T
I
O

ヽ

、ヽ

‘

、

、

、

‘

ヽ

‘

ヽ
ヽ

ヽ
ヽヽ

l
l
 

I
I
 

分
こ●l

 

国

゜

I, I, I 
0 10km 

図 1-31 薩摩の分布
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蘊ー
p
十
一
軽
石

写真 1-28

,_._ぶ疫戸ご．方

アカホヤと Pll軽石（上野原遺跡）

浅
海
で
起
こ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
県
内
の
広
い
範
囲
に
堆
積
し
て

い
る
（
図
1
1
31)
。

こ
の

薩
摩
の
上
に
は
黒
色
腐
植
土
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
が
、

時
代
に
は
火
山
活
動
が
比
較
的
静
か
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
縄
文

時
代
早
期
の
文
化
が
台
地
や
山
地
を
中
心
に
発
達
し
て
い
る
。

薩
摩
の
軽
石
が
点
在
す
る
黒
色
腐
植
土
の
上
に

は
、
親
指
大
程
度
で
黄
色
を
帯
び
た
軽
石
が

図1-32 Pll軽石の分布

ア
カ
ホ
ヤ

点
々
と
堆
積
し
て
い
る
（
写
真

1
ー

27
.
28)
。
こ
の
軽
石
層
は

国
分
市
内
か
ら
南
側
へ
行
く
ほ
ど
厚
く
な
り
、
桜
島
周
辺
で
最
も

厚
い
こ
と
か
ら
桜
島
起
源
の
軽
石
と
考
え
ら
れ
る
（
図

1
I

32)
。
こ
の
軽
石
は
縄
文
時
代
早
期
末
こ
ろ
に
噴
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
桜
島
の

P
十
一
軽
石
に
相
当
す
る
。

国
分
市
の
東
部
地
域
で
は
こ
の
軽
石
層
の
真
下
に
、
厚
さ
一
＼

二
和
ン
で
暗
灰
色
を
し
た
粗
粒
の
火
山
灰
が
堆
積
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
同
じ
こ
ろ
蒲
生
町
の
米
丸
マ
ー
ル
か
ら
噴
出

し
た
も
の
で
あ
る
。p

十
一
軽
石
の
真
上
に
は
暗
色
を

帯
び
た
薄
い
土
壌
が
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
上
位
に
特
徴
的
な
赤
橙
色
を
帯
び
た
火
山

灰
が
堆
積
し
て
い
て
、
そ
の
色
調
か
ら
「
ア
カ
ホ

ャ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
国
分
市
内
で
は
ど
こ
で

も
厚
さ
三
〇
和
ン
程
度
で
あ
り
、
下
位
の
層
に
対
し

平
行
に
堆
積
し
て
い
る
（
写
真
1

ー

28)
。

最
下
部
に
は
、
径
二
＼
五
昇
で
円
形
を
し
た
火

山
豆
石
が
薄
く
堆
積
し
、
そ
れ
に
続
い
て
ガ
ラ
ス

質
火
山
灰
が
堆
積
す
る
。
下
部
ほ
ど
粗
粒
で
上
部

に
な
る
に
つ
れ
徐
々
に
細
粒
に
な
る
。
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こ
の
火
山
灰
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、

ガ
ラ
ス
の
破
片
状
を

し
た
バ
ブ
ル

・
ウ
ォ

ー
ル
型
の
火
山
ガ
ラ
ス
が
主
で
、
有
色
鉱
物

と
し
て
シ
ソ
輝
石

・
フ
ツ
ウ
輝
石
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ア
カ
ホ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
火
山
噴
出
物
は
、
県
本
土

・
熊
毛
諸
島

の
広
い
地
域
に
堆
積
し
て
い
て
、
薩
摩
半
島
の
南
方
海
上
約
五

0

棧
に
あ
る
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
か
ら
、
約
六
三

0
0年
前
に
噴
出
し
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
大
隅
半
島
と
薩
摩
半
島
の
南
部
地
域
で

l
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図 1-33 

0 500km 
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アカホヤの分布〔注 7より〕

p
七
軽
石

は
、
下
部
に
大
豆
大
以
下
の
軽
石
の
詰
ま
っ
た
降
下
軽
石
層
（
幸

屋
降
下
軽
石
）
が
あ
り
、
中
部
に
は
こ
ぶ
し
大
＼
鶏
卵
大
の
軽
石

こ
う
や

を
含
む
火
砕
流
堆
積
物
層
（
幸
屋
火
砕
流
堆
積
物
）
が
、
上
部
に

は
火
山
豆
石
を
含
む
ガ
ラ
ス
質
の
火
山
灰
層
（
ア
カ
ホ
ヤ
火
山

灰
）
が
堆
積
し
て
い
る
。

こ
の
火
砕
流
堆
積
物
は
海
を
渡
っ
て
一

0
0棧
以
上
の
距
離
を

流
れ
て
き
た
も
の
で
、
厚
さ
は
ど
こ
で
も
二
〇
＼
五
〇
和
ン
程
度
し

か
な
く
、
き
わ
め
て
薄
く
広
が
り
堆
積
し
た
火
砕
流
堆
積
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
火
砕
流
堆
積
物
の
到
達
し
た
範
囲
は
大
隅
半

島
側
で
は
桜
島
付
近
ま
で
、
薩
摩
半
島
側
で
は
鹿
児
島
市
付
近
ま

（図
1
1
3
3
)
。

国
分
市
内
に
堆
積
す
る
も
の
は
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
だ
け
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
幸
屋
火
砕
流
の
噴
火
に
伴
っ
て
で
き
た
巨
大
な
噴
煙

柱
か
ら
降
っ
て
き
た
火
山
灰
で
、

北
陸
地
方
や
関
東
地
方

・
奄
美

地
方
ま
で
広
く
堆
積
し
て
い
る
（
図
1
1
3
3
)
。
ア
カ
ホ
ヤ
火
山

灰
は
縄
文
時
代
の
早
期
末
に
噴
出
し
、
全
国
各
地
の
考
古
発
掘
で

は
時
代
を
決
め
る
物
差
し
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
の
上
に
は
黒
色
腐
植
土
が
堆
積

す
る
が
、
そ
の
中
に
は
黄
白
色
を
帯
び
た
小
指

S

親
指
大
の
軽
石
が
点
在
し
て
い
る
。
国
分
市
南
東
部
か
ら
福
山
町

で
で
あ
る
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図 1-34 文明 ・安永 ・大正軽石の分布
〔注11より）

・
輝
北
町
に
か
け
て
は
、
軽
石
の
粒
径
は
最
大
二
和
ン
、
平
均
一
岱

程
度
で
わ
り
あ
い
淘
汰
が
よ
く
、
含
ま
れ
る
岩
片
は
最
大
で

O・

五
五
ン
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
に
細
か
い
砂
状
の
岩
片
や
結
晶

粒
が
多
く
、
そ
れ
ら
が
ゴ
マ
塩
状
に
入
っ
て
い
る
。

輝
北
町
な
ど
で
は
下
位
の
ア
カ
ホ
ヤ
を
え
ぐ
る
よ
う
に
軽
石
が

堆
積
し
て
い
る
の
で
、
ア
カ
ホ
ヤ
と
の
間
に
は
や
や
長
い
休
止
期

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
軽
石
層
の
真
上
か
ら
は
曽
畑
式
土
器

が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
噴
火
は
約
五

0
0
0
年
前
の
縄
文
時
代

前
期
こ
ろ
に
起

こ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
こ
の

． 

軽
石
は
肉
眼
的

特
徴
や
鉱
物
組

成
な
ど
か
ら
、

桜
島
起
源
の

P

七
降
下
軽
石
に

対
比
さ
れ
て
い

る。

p
七
軽
石
の
上
に
は
一
般
に
黒
ボ
ク
と
呼
ば
れ

る
、
真
黒
色
を
帯
び
た
フ
カ
フ
カ
の
腐
植
土
が
堆

積
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
新
鮮
な
白
色
を
帯
び
た
大
豆
大
の

軽
石
が
堆
積
し
て
い
る
。
凹
地
や
溝
な
ど
で
は
レ
ン
ズ
状
に
な

り
、
数
セ
ン
チ
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
い
る
。

こ
の
軽
石
は
地
表
に
最
も
近
い
軽
石
で
あ
る
こ
と
、
新
鮮
で
あ

る
こ
と
、
桜
島
の
大
正
噴
火
(
-
九
一
四
年
）
の
際
、
こ
の
付
近

で
は
数
セ
ン
チ
の
厚
さ
で
軽
石
が
堆
積
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
は
大
正
の
軽
石
に
あ
た
る
。

軽
石
は
桜
島
か
ら
お
よ
そ
真
東
の
方
向
に
噴
出
し
、
桜
島
内
で

は
最
大
で
二
認
の
程
度
の
厚
さ
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
堆
積
し
た

軽
石
層
は
そ
の
後
の
流
水
の
作
用
で
流
さ
れ
た
り
、
い
わ
ゆ
る
ボ

ラ
抜
き
が
行
わ
れ
た
り
し
て
、
現
在
で
は
よ
ほ
ど
注
意
し
な
い
と

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
図
1
134)
。

囚

沖

積

層

国
分
市
街
地
に
は
沖
積
平
野
が
発
達
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

主
に
軽
石
・
礫

・
砂
が
堆
積
し
て
い
て
、
ま
だ
軟
ら
か
く
固
結
し

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
地
層
は
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
堆
積
し
た

後
に
、
そ
れ
が
天
降
川
や
検
校
川
に
よ
る
侵
食
作
用
で
運
ば
れ
、

川
の
両
岸
に
堆
積
し
た
り
海
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
軽
石
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第 1編 国分の自然・人口

地
形
の
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
国
分
平
野
の
地
形
は
隼
人
面
と

姶
良
II
面
の
二
つ
の
段
丘
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
隼
人
面
は
広
瀬

付
近
の
台
地
に
あ
た
り
、
約
七

0
0
0
年
前
の
縄
文
海
進
に
よ
り

堆
積
し
た
砂
や
礫
の
地
層
が
、
そ
の
後
の
海
退
と
隆
起
運
動
に
よ

り
陸
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

隼
人
面
に
あ
た
る
福
島
付
近
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
少

な
く
と
も
深
さ
四

0:1;ま
で
は
沖
積
層
が
堆
積
し
て
い
て
、
そ
れ

ら
の
大
部
分
は
シ
ラ
ス
起
源
の
軽
石
を
含
む
砂
質
土
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
大
野
原
団
地
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
も
、
深
さ
一
五
討

付
近
か
ら
貝
殻
を
含
む
シ
ル
ト
質
砂
が
堆
積
し
て
い
て
、
縄
文
海

進
時
期
の
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
る
。
向
花
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で

も
、
深
さ
四
〇
討
ま
で
は
礫
・
軽
石
混
じ
り
の
砂
層
で
あ
る
が
、

深
さ
二
〇
討
付
近
に
は
暗
灰
色
の
粘
質
土
が
あ
り
、
こ
こ
は
縄
文

か
い
し
ん

海
進
以
前
は
陸
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
姶
良
II
面
は
縄
文

海
進
後
に
起
こ
っ
た
、
河
川
の
堆
積
作
用
に
よ
る
地
層
か
ら
つ
く

ら
れ
て
い
る
。
姶
良
II
面
に
あ
た
る
夕
日
丘
団
地
で
の
ボ
ー
リ
ン

グ
で
は
、
地
下
一
三
討
付
近
よ
り
下
に
厚
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
巨
礫

層
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
上
が
河
川
が
運
ん
で
き
た
沖
積
層
、
そ
の

下
は
縄
文
海
進
に
よ
る
堆
積
物
と
推
定
さ
れ
る
。
川
内
団
地
で
の

ボ
ー
リ
ン
グ
で
も
、
礫
混
じ
り
シ
ル
ト
や
シ
ル
ト
質
砂
、
シ
ル
ト

日
本
列
島
の
気
候
は
地
域
的
変
化
が
著
し
く
、

第
四
節

あ
る
。

概
気

説

象

ま
た
四
季
の
変

が
交
互
に
堆
積
し
、
深
さ
四

0
試
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
深
さ
二

0
討
付
近
に
黒
灰
色
を
し
た
シ
ル

ト
層
が
あ
る
が
、
こ

れ
よ
り
上
が
沖
積
世
の
地
層
で
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
堆
積
物
、
下

が
海
に
堆
積
し
た
地
層
と
推
定
さ
れ
る
。
清
水
の
国
分
中
学
校
や

第
3
重
久
団
地
で
も
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
堆
積
物
の
厚
さ
は
一

二
＼
一
五
切
程
度
あ
る
。

海
に
近
い
検
校
川
河
口
の
検
校
橋
団
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
、

深
さ
七
＼
八
討
付
近
に
木
片
や
腐
植
土
を
混
入
す
る
層
が
あ
り
、

縄
文
時
代
早
期
こ
ろ
は
検
校
川
の
後
背
湿
地
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
上
は
一
般
的
に
木
片
や
腐
食
物
が
多
く
、

長
い
間
そ
の
よ
う
な
地
形
的
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
下
に
は
貝
殻
を
含
む
中
粒
砂

・
シ
ル
ト
砂

・
粗
粒
砂
が
堆
積
し

て
お
り
、
ウ
ル
ム
氷
河
期
終
了
後
の
海
進
に
よ
る
海
の
堆
積
物
で
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第 1章 自然と風土

表 1-6 鹿児島の天気ごよみ

月別 降水量 平均気温
B最高気 日最低気 平均相

平均雲量 日照時間 日照率 最多風向 平均風速温の平均 温の平均 対湿度

mm ℃ ℃ ℃ ％ ％ 時間 ％ m/sec 
1 95.2 7.0 12.2 2.4 73 6.0 145.6 46 北西 2.4 

2 106.4 8. 2 13.3 3.4 71 6.3 140.5 45 北西 2.6 

3 146. 9 11.2 16.5 6.1 70 6.2 174.9 47 北西 2.8 

4 256.0 16.1 21.1 11.4 74 6.9 162.2 北西 2. 7 

5 274. 7 19.8 24.4 15.5 76 7.4 165.4 39 北西 2.6 

6 474. 7 23.0 27.0 19.6 81 8.2 138.3 33 北西 2. 5 

7 322.6 27.2 31. 3 23.9 80 7.0 206.6 48 西北西 2.6 

8 208.6 27. 7 32.2 24.1 78 6.0 231.1 北西 2.6 ， 210. 6 24. 9 29.5 21. 0 77 6.1 187.0 50 北西 2. 5 

10 108.0 19.6 25.0 14.8 72 5.3 192.5 55 北西 2.5 

11 91. 5 14. 3 20.1 9.3 73 5.0 172.3 55 北西 2.4 

12 79.5 9.2 14.8 4.2 74 5.3 157.3 50 北西 2. 3 

八
三
）

年

ま
7

し

5
 

和

ご

昭

かr
 

らか

厚

日

島倉、,`
‘

ー

る

月

ぁ

ー9
で

8

直
8

1

 

U
均平の

年6
 

記

畔

明

た
力ゞ
し

台

測

象

観

気

に

方

間

各
地
の
気
候
の
特
徴
を
作
り
出
す
要
因
の
う
ち
最
も

地

年
島

00ー

基
本
的
な
も
の
は
緯
度
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
は
、
南
は

児

の

鹿

で
J
B
i
几
与
論
島
の
北
緯
二
七
度
か
ら
北
は
県
境
の
三
二
度
ま
で

は

の
約
六

0
0緑
、
東
西
は
約

一
八
〇
棧
の
広
い
地
域
に

み

31
よ

ょ

月

こr

)

物
位
置
し
、
南
日
本
気
候
帯
の
南
海
気
候
区
に
属
し
て
温

12
島

の

82
気

こ

19
天
暖
多
雨
で
あ
る
。

（

お

）
上
に
、
鹿
児
島
地
方
気
象
台
が
明
治
十
六
年
(
-
八

注、.,̀
`

か
ら
の
一

0
0年
間
の
観
測
値
に
よ
っ
て
作
成

え
て
い
る
。

化
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

本
州
・
四
国
・
九
州
の
ほ
と
ん
ど
は
温
暖
湿
潤
気
候
に

属
し
（
北
海
道
は
湿
潤
大
陸
性
気
候
）
、
夏
に
降
水
量

の
多
い
太
平
洋
岸
気
候
と
、
冬
に
降
水
量
の
多
い
日
本

海
岸
気
候
に
大
別
で
き
る
。

さ
ら
に
日
本
は
世
界
で
も
自
然
災
害
の
多
い
国
の
一

つ
で
、
六
・
七
月
の
梅
雨
期
に
は
時
と
し
て
集
中
豪
雨

に
よ
る
大
水
害
を
も
た
ら
す
。
ま
た
七
月
下
旬
か
ら
十

月
中
旬
に
か
け
て
は
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
が
襲
来

し
、
大
き
な
つ
め
跡
を
残
す
。
一
方
冬
の
豪
雪
や
冷
害

．
霜
害
な
ど
の
被
害
も
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
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表 1-7

第 1編

月平均気温（平成 2年）

国分の自然・人口

（単位：℃）

観測点 1 月 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 平均

国分 5.9 11. 0 11. 9 15.9 20.0 25.1 28. 5 28.6 26.2 18.1 14.9 8.0 17.8 

牧之原 4.9 9.2 10. 7 12.9 16.9 21. 6 25. 3 25. 4 22.9 17.6 13. 8 7. 2 15. 7 

鹿児島 8.1 12.6 13.1 15. 7 19. 7 24.5 28.8 29.0 26. 5 20. 7 16.5 9.8 18.8 

表 1-8 月間降水量 （単位： mm) 

観測点 1 月 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 集計

国分 113 204 89 100 366 405 91 151 516 131 83 29 2278 

牧之原 139 231 158 213 318 458 228 280 541 231 91 31 2919 

鹿児島 149 221 176 253 316 395 159 161 464 161 79 49 2583 

し
た
「
鹿
児
島
の
天
気
ご
よ
み
」
の
各
月
の
平
均
値
を
あ
げ
る
。

場
所
に
よ
っ
て
観
測
値
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
表
か
ら
県

内
の
気
象
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

気
温
・
降
水
量

重
要
な
気
候
因
子
の
―
つ
で
あ
る
海
抜
高

は
、
水
平
方
向
に
比
べ
て
気
温
の
変
化
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

国
分
市
の
地
形
は
、
大
き
く
高
地
（
上
場
）
と
低
地
（
下
場
）

に
区
別
さ
れ
る
。
以
下
上
場
・
下
場
の
語
を
使
用
す
る
。

下
場
の
平
均
標
高
は
一
五
討
で
、
上
場
の
春
山
台
地
（
標
高
ニ

二
0
試
）
、
木
原
台
地
（
標
高
二
七
〇
認
）
、
川
原
集
落
（
標
高
一

八
〇
討
）
、
上
之
段
・
上
野
原
台
地
（
標
高
二
五
〇
認
）
と
の
標

高
差
は
約
二

0
0討
も
あ
る
。

上
に
国
分
・
牧
之
原
・
鹿
児
島
市
の
、
月
別
平
均
気
温
、
月
別

降
水
量
の
比
較
表
を
提
示
す
る
。
牧
之
原
の
気
象
観
測
点
（
福
山

町
役
場
牧
之
原
支
所
内
）
は
標
高
四
0
0
1
~
の
位
置
に
あ
る
の

で
、
上
場
の
気
象
数
値
は
国
分
と
牧
之
原
の
観
測
値
の
中
間
値
あ

た
り
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
国
分
の
観
測
値
は
市
統
計
資
料
に

よ
る
）
。

高
地
（
上
場
）
と

低
地
（
下
場
）
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第 1章 自然と風土

表 1-9 国分市の気温・降水量の概況

気 混 （℃） 降水量 (mm) 
年 月

最 高 最 低 平 均 総 量 最大日量 日 数

昭和45年 35.5 -6.6 17. 2 2,511 133 

50 35.2 1, 744 137 48 

55 33.0 -5.0 15. 7 3,073 233 

60 30.0 • -1.5 17. 3 2,328 135 140 

平成 2年 31. 0 -1.6 17. 8 2,277 115 122 

平成 2年 1月 15. 2 -1.6 5.9 113.0 56 8 

2 17. 5 5.0 11. 0 203.5 46 15 

3 17. 6 6.0 11. 9 88. 5 28 ， 
4 22.0 11.0 15. 9 100.4 58 ， 
5 23.5 17.0 20.0 366.0 83 12 

6 30.0 19.2 25.1 405.5 115 11 

7 30.0 24.2 28.5 90.5 12 7 

8 31. 0 26.2 28.6 151.0 30 13 ， 29. 8 21. 8 26. 2 516.5 85 15 

10 24. 0 13.0 18.1 130.5 84 5 

11 20.0 8.3 14.9 82. 5 37 7 

12 16.0 3.0 8.0 29. 0 90 11 

（資料） r国分市統計資料』

平
成
七
年
に

M
B
C
（
南
日
本
放
送
株
式
会
社
）

が
、
国
分
市
広
瀬
に
独
自
の
気
象
観
測
計
（
ア
メ
ダ
ス

国
分
）
を
設
置
し
、
十
一
月
七
日
よ
り
気
象
予
報
な
ど

の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
的
確
な
気
象
情
報
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

国
分
市
の
気
象
概
況
は
上
表
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
。
気
温
は
最
高
摂

氏
三
五
度
、
最
低
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
六
度
、
平
均
摂
氏
一

六
度
＼
一
八
度
で
、
降
水
量
は
梅
雨
期
の
雨
量
、
台
風

の
来
襲
等
に
よ
っ
て
年
差
は
あ
る
が
、
多
雨
で
あ
る
。

時
に
集
中
豪
雨
の
被
害
を
被
る
こ
と
も
あ
る
が
、
国
分

市
は
気
象
的
に
は
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
（
表
ー
ー
，

「
国
分
市
の
気
温
・
降
水
量
の
概
況
」
）。

次
に
、
農
業
に
関
係
の
深
い
霜
（
早
霜
・
終
霜
）
に

つ
い
て
、
下
場
地
区
と
上
場
地
区
を
比
較
検
討
す
る
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
国
分
地
区
・
牧
之
原
地
区
の
降
霜

・
降
雪
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
初
日

・
終
日

と
も
に
大
差
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
上
場
も

気
温
と
降
水
量

て
い
る
。
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表 1-10 降霜 ・降雪 ・積雪

観測所 国 分 地 区 牧 之 原 ‘地 区

□年 、

降霜 降雪 積雪 降霜 降雪 積雪

初日終日 初日終日 初日終日 初日終日 初日終日 初日終日

年 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日

昭和41 12,17 1, 23 
42 11, 22 3, 25 11, 22 3,25 

43 12, 04 3,17 1, 15 2,22 12,04 3, 17 12, 16 2,23 
44 11, 16 3,18 11, 13 3, 24 12,16 1,02 
45 12,09 3, 23 11,06 3, 24 

46 10, 31 3, 25 1, 05 1,06 10,31 3,25 1, 05 2,04 
47 11, 30 1,23 2, 28 2,29 3,01 3,01 12,02 1, 19 1,27 3,04 
48 12,02 3,03 2,24 2, 25 
49 12, 13 3,13 12, 22 12,30 12, 22 12,23 12,14 1, 28 2,08 
50 11, 17 2, 24 2,20 2, 21 2,21 2,23 1, 11 2,22 1, 19 2,23 

平均 11, 25 3, 10 (2, 03) (2, 06) 2, 25 2,02 11,23 3, 11 (2, 01) (2, 22) 12, 27 2,03 

（資料） 昭和41年～昭和50年，10年間農業気象10年報農林省より

明
治
31 
年
ヨ
リ
大
正
2 
年

至
Jレ
16 

轟平
均

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

国分地区農業気象観測所，牧之原局地殿業気象観測所

気圧 温度

762.4 9.4 

762.3 9.4 

760.9 13.1 

759.3 18. 2 

757.1 21. 4 

753.6 24.3 

752. 7 28,0 

752.1 29. 5 

753.9 27. 0 

757. 3 21. 6 

760.3 16,5 

762.0 11. 3 

表 1-11 気象

湿度
最高 最低 讐 晴 曇 雨 雪

降水量温度 温度 （日） （日） （日） （日）

67.6 12.8 1. 5 9. 2 8.4 4.9 8. 2 0.1 100. 9 
66. 2 12.9 1.5 7.4 7. 2 5.2 7. 7 0.6 80.8 
67.9 16. 7 5.5 6.4 7. 7 5.9 10.9 0.1 161. 5 
70. 0 21. 5 10.3 7.1 6. 7 5. 6 10.6 

゜
234.9 

70. 7 24. 7 13.9 5.6 8.6 6. 3 10.5 

゜
212. 8 

77. 5 27. 2 18.3 2.6 7.1 6.0 14. 2 

゜
430.0 

77.0 30.6 22.0 4. 2 8. 7 5. 5 12. 6 

゜
337.5 

75.6 32.1 22.1 5.6 12.9 3.6 8.8 

゜
194. 7 

74. 5 29.9 18. 7 6. 2 10.3 5.1 8.3 

゜
198.8 

71. 8 25.1 12.3 9. 4 9. 2 5.6 6. 7 

゜
99.9 

67. 7 19.9 7.6 9.6 9. 2 6.4 4. 7 

゜
68.3 

68.3 15.0 3.2 9.8 8. 4 6.4 6. 3 0.1 81. 4 

『東国分村同窓会報』第 1号，（大正 3年9月）

表 1-12 気温及び霜雪の時季

:: I 最~:度 ！最イ~~度 I :~宍で:\翌：で：：日「~:で:,~ ロ~:
清水村の気象統計表（明治38年）
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第 1章 自然と風土

災
害
は
場
所
に
よ
っ
て
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ
と
起
こ
り
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
を
支
配
す
る
の
が
、
地
形
や
地
質
、
土

地
利
用
、
森
林
（
植
生
）
な
ど
の
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因

を
ま
と
め
て
素
因
と
い
う
。
一
方
、
雨
や
地
震
の
よ
う
に
災
害
の

発
生
を
直
接
促
す
要
因
を
誘
因
と
い
う
。
災
害
は
一
般
に
、
素
因

と
誘
因
の
両
方
が
関
与
し
て
発
生
す
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
国

第
五
節

自
然
災
害
の
背
景

下
場
も
、
初
霜
・
終
霜
の
日
・
初
雪

・
終
雪
の
日
は
ほ
と
ん
ど
か

わ
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
霜
や
雪
の
、
量
や
強
さ
に
よ
っ

て
農
作
物
に
多
大
の
被
害
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
こ
れ
ら

の
損
失
を
防
ぐ
た
め
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
に
よ
る
霜
害

・
雪
害
防

御
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
参
考
ま
で
に
明
治
三
十
一
年
(
-
八
九
八
）
か
ら
大
正
二

年
(
-
九
一
三
）
ま
で
の
東
国
分
村
の
気
象
統
計
表
と
（
表
1
I

11)
、
明
治
三
十
八
年
の
清
水
村
の
気
象
統
計
表
を
示
す

2
)
。

ー

1
ー

自

然

災

害

表

分
市
の
自
然
災
害
の
背
景
を
あ
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

北
東
方
に
は
霧
島
火
山
、
南
方
に
は
姶
良
カ
ル
デ

ラ

・
桜
島
火
山
が
位
置
し
、
国
分
市
の
地
形

・
地

素

因

質
は
溶
岩
や
火
砕
流
堆
積
物
な
ど
火
山
噴
出
物
に
強
く
支
配
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
噴
出
物
は
こ
の
地
域
を
幾
重
に
も
覆
い
、
台

地
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
約
二
万
二

0
0
0
年
前
に
姶
良
火
山
の

大
噴
火
（
こ
れ
に
よ
っ
て
姶
良
カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
た
）
に

伴
っ
て
噴
出
し
た
シ
ラ
ス
も
こ
の
台
地
の
主
要
な
構
成
要
素
で
、

こ
の
重
な
り
の
上
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
台
地
を
深
く
刻
ん
で

天
降
川
や
検
校
川
な
ど
の
大
小
の
河
川
や
谷
が
ほ
ぼ
南
北
方
向
に

発
達
し
て
い
る
。
河
川
や
谷
に
沿
う
斜
面
は
長
く
急
峻
で
あ
り
、

山
が
け
崩
れ
や
土
石
流
に
よ
る
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
条
件
を

も
っ
て
い
る
。

国
分
平
野
は
河
川
が
削
り
取
っ
た
土
砂
が
運
ば
れ
て
で
き
た
堆

積
平
野
で
あ
り
、
も
と
も
と
水
害
が
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
霧
島
と
桜
島
の
両
活
火
山
は
、
大
規
模
な
噴
火
が
発
生
す
れ

ば
国
分
市
に
直
接
間
接
に
火
山
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
理
的
位
置
に
あ
る
。
国
分
市
と
そ
の
周
辺
域
は
最
近
市
街
地
の

拡
大
に
伴
う
流
域
の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
土
地
利
用
の
変
化
も

将
来
の
自
然
災
害
の
発
生
に
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
。
災
害
が
起
こ
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第 1編 国分の自然・人口

ら
な
い
よ
う
に
適
切
な
土
地
開
発
と
土
地
利
用
が
望
ま
れ
る
。

梅
雨
か
ら
秋
の
台
風
発
生
時
期
に
は
、
国
分
市
も

毎
年
た
び
た
び
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
。
特
に
天
降

誘

因

川
の
水
源
と
な
る
霧
島
山
系
は
雨
雲
が
停
滞
し
や
す
く
、
屋
久
島

と
と
も
に
本
県
で
も
雨
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
分
市
で
は
山
が
け
崩
れ
や
土
石
流
の
発
生
を
促
す
よ
う
な
地

震
が
発
生
し
た
と
の
記
録
は
な
い
が
、
周
辺
で
は
吉
松
町
で
昭
和

四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
山
が
け
崩
れ
を
促
す
よ
う
な
地
震
が

発
生
し
て
い
る
。
周
辺
で
起
き
た
地
震
の
例
と
し
て
も
う
一
っ
‘

大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
の
桜
島
大
噴
火
に
伴
う
火
山
性
地
震
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
鹿
児
島
市
と
そ
の
周
辺
部
で
は
地
震
災
害

(14
)
 

が
発
生
し
て
い
る
。

台
風
災
害

自
然
災
害
史
概
要

自
然
災
害
に
は
、
台
風
災
害
、
豪
雨
災
害
、
火
山
災
害
、
地
震

災
害
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
災
害
の
う
ち
、

発
生
頻
度
の
高
い
台
風
災
害
、
豪
雨
災
害
お
よ
び
火
山
災
害
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
の
災
害
を
振
り
返
る
。

本
県
は
直
接
間
接
、
毎
年
台
風
の
影
響
を
受
け

る
。
本
県
に
顕
著
な
被
害
（
死
者
五
名
、
全
壊
五

0
棟
、
床
上
浸
水
一

0
0棟
以
上
の
い
ず
れ
か
の
被
害
を
受
け
た

も
の
）
を
も
た
ら
し
た
台
風
は
、
明
治
十
六
年
(
-
八
八
三
）
か

(15) 

ら
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
ま
で
一
〇
一
回
を
数
え
る
。
終
戦
直

後
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風

・
阿
久
根
台
風
を

は
じ
め
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
デ
ラ
台
風
・
ジ
ュ

デ
ィ
ス
台
風
、
昭
和
二
十
六
年
(
-
九
五
一
）
の
ル
ー
ス
台
風
な

ど
大
型
の
台
風
が
相
次
い
で
来
襲
し
、
本
県
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
平
成
三
年
(
-
九
九
一
）
の
台
風
19
号
を
は
じ
め
、

最
近
再
び
大
型
の
強
い
台
風
が
頻
発
し
て
い
る
が
、
海
岸
の
防
災

施
設
が
整
っ
た
こ
と
や
風
に
対
す
る
住
家
の
耐
力
が
高
ま
っ
た
こ

と
で
、
風
害
は
他
の
自
然
災
害
に
比
較
し
相
対
的
に
減
少
し
て
い

る。
こ
れ
ま
で
の
台
風
の
う
ち
、
国
分
市
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
は
昭
和
二
十
六
年
(
-
九
五
一
）
十
月
十
四
日
の

ル
ー
ス
台
風
で
あ
る
。
こ
の
台
風
は
八
日
朝
グ
ア
ム
島
南
東
海
上

に
お
い
て
発
生
、
西
北
西
方
向
に
進
み
な
が
ら
発
達
し
ル
ソ
ン
島

東
北
方
で
北
東
へ
転
向
後
、
南
西
諸
島
の
西
に
沿
っ
て
北
上
、
十

四
日
午
後
七
時
ご
ろ
串
木
野
市
付
近
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
九
州

を
速
い
速
度
で
斜
断
し
て
周
防
灘
に
抜
け
、
山
口
県
防
府
付
近
に

再
上
陸
し
た
。
こ
の
台
風
で
本
県
は
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
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表 1-13 ルース台風による国分の被害，
（単位：千円）

. 清 水 国 分 東国分 敷 根 東その山

死 者 3 

軽 傷 者 3 7 6 28 

重 傷 者 1 2 2 

家 玄由 死 亡 21 2 57 2 

床上浸水 50 386 

床下浸水
住

150 552 

半 壊 321 650 800 1,027 45 

全 壊
家 153 114 300 203 28 

流 失 20 272 

半 壊 非 327 473 800 1,026 37 

全 壊 住 171 153 904 136 35 

流 失 家 33 153 

学校その他破壊箇所 21 15 12 13 

堤防決壊 II ， 10 

橋梁破壊 JI 4 5 

道路破壊 11 3 3 15 5 

水稲減収率 65 90 80 80 

陸稲 II 80 90 80 90 

粟 JI 80 50 100 95 

甘しょ II 45 100 70 40 60 

そ ま II 90 100 100 100 

そさい II 60 100 100 100 80 

損 害 総 額 11,161 30,167 46,021 65,972 2,253 

r国分郷土誌』昭和四十八年による
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で
高
潮
・
高
波
に
よ
る
海
水
の
浸
入

・
港
湾
施
設
の
破
損
、
船
舶

の
沈
没

・
流
失

・
破
損
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
台
風
上
陸

が
大
潮
の
満
潮
時
と
重
な
っ
た
こ
と
で
異
常
な
高
潮
と
な
り
、
特

に
鹿
児
島
市
や
枕
崎
市
、
串
木
野
市
で
は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
。
国
分
市
で
も
、
広
瀬
・
下
井
・
敷
根
で
海
岸
堤
防
が
破
壊

(16) 

し
、
ま
た
家
屋
の
倒
壊
・
流
失
や
農
作
物
の
被
害
も
相
次
い
だ
（

表
ー
ー

13)
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
九
月
二
十
九
日
の
台
風
22
号
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
台
風
の
最
大
瞬
間
風
速
は
屋
久

島
で
秒
速
六
三
討
、
鹿
児
島
で
五
〇
討
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の

台
風
に
よ
る
国
分
市
の
被
害
は
家
屋
倒
壊
（
住
家
）
―
二
八
戸
、

家
屋
倒
壊
（
非
住
家
）
三
五
六
戸
、
家
屋
半
壊
ニ
―
四

0
戸
に
の

(17) 

ぼ
っ
た
。
幸
い
人
命
の
犠
牲
は
出
な
か
っ
た
。

は
ん
ら
ん

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
と
、
山
が
け
崩
れ

・
地

滑
り

・
土
石
流
に
よ
る
土
砂
災
害
を
ま
と
め
て
豪

豪
雨
災
害

雨
災
害
と
い
い
、
主
に
梅
雨
期
と
台
風
期
に
発
生
す
る
。
記
録
に

残
る
規
模
の
大
き
な
豪
雨
災
害
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
(
-
九

六
九
）
六
月
二
十
九
＼
三
十
日
、
昭
和
五
十
一
年
(
-
九
七
六
）

六
月
二
十
二
＼
二
十
六
日
及
び
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
八
月
一

＼
二
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
三
つ
の
災
害
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
終
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
に
起
き
た
規
模
の
小
さ
い
も

の
で
は
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
七
月
八
＼
九
日
の
梅
雨

前
線
に
よ
る
災
害
や
同
年
九
月
十
二
＼
十
四
日
（
台
風
12
号
に
伴

う
豪
雨
）
の
災
害
、
昭
和
三
十
八
年
(
-
九
六
三
）
八
月
二
十
一

(18) 

＼
二
十
二
日
（
台
風
13
号
に
伴
う
豪
雨
）
の
災
害
が
あ
る
。

平
成
五
年
夏
の
豪
雨
災
害
は
別
途
ま
と
め
る
の
で
、
こ
こ
で
は

昭
和
四
十
四
年
と
同
五
十
一
年
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
記
述
す

る。
昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
九
日
の
午
前
七
時
五

0
分
か
ら
降
り

出
し
た
梅
雨
末
期
の
雨
は
、
同
日
の
深
夜
十
二
時
ま
で
に
累
積
一

一
四
炉
、
三
十
日
ニ
一
時
ま
で
に
累
積
四
一
四
｝
町
に
達
し
た
。
三

十
日
六
時
か
ら
七
時
ま
で
の
一
時
間
の
雨
量
は
四

0]戸
、
ま
た
六

月
二
十
八
日
か
ら
七
月
八
日
ま
で
の
総
雨
量
は
八

0
0ミ
リ
以
上
を

記
録
し
て
い
る
。
こ
の
豪
雨
で
山
が
け
崩
れ

・
土
石
流
が
発
生
す

る
一
方
、
検
校
J
I•
高
橋
川
・
郡
田
川
が
氾
濫
し
た
。

こ
れ
に

よ
っ
て
、
川
原
立
川
と
敷
根
で
死
者
三
人
、
重
軽
傷
者
五
人
の
人

的
被
害
が
出
た
ほ
か
、
家
屋
の
全
半
壊

・
流
出
・
浸
水
や
農
作
物

の
被
害
な
ど
多
く
の
物
的
損
害
を
被
っ
た
（
表
1

ー

14)
。
こ
の

(19
)
 

災
害
で
国
分
市
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。

昭
和
五
十

一
年
六
月
二
十
二
日
午
後
か
ら
二
十
六
日
末
明
に
か
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第 1章 自然と風土

表 1-14 昭和44年 6月~7月豪

雨災害による被害総括表

災害区分 区分 災害総額

人
死亡 3人

負傷 5人

家 屋
棟数 3488 

金額 15,681万円

農作物
数量

金額 10,559万円

林 道
箇所 48 

金額 1,814万円

耕地関係
箇所 654 

金額 31,408万円

公共土木
箇所

金額 14,279万円

耕地水道 箇所 108 

関 係 金額 20,570万円

その他
箇所 12 

金額 654万円

合 計 金額 80,851万円

『国分郷土誌J 昭和48年による。

け
て
の
国
分
市
の
雨
量
は
総
雨
量
で
三
四
ニ
ミ
lJ

、
最
大
日
雨
量
で

二
0
0昇
に
も
な
っ
た
。
こ
の
豪
雨
で
民
家
の
裏
山
が
崩
壊
し
、

道
場
口
で
二
人
が
亡
く
な
り
、
本
戸
で
住
家
五
戸
が
全
半
壊
し

た
。
ま
た
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
災
害
も
相
次
い
だ
。
こ
の
災
害
に

よ
る
物
的
被
害
を
ま
と
め
る
と
、
住
家
全
半
壊
五
戸
、
床
下
浸
水

二
五

0
戸
、
水
田
の
冠
水

・
流
失
・
埋
没
三
六
三
診
、
道
路
の
決

壊
等
一
〇
六
か
所
、
河
川
の
決
壊
等
一

0
か
所
、
が
け
崩
れ
一
四

か
所
と
な
っ
て
い
る
。
被
害
総
額
は
五
億
九
二

0
0万
円
に
も
の

(20) 

ぼ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
の
災
害
は
国
分
市
を
含
め
て
、
鹿
児

島
市

・
大
隅
町

・
松
山
町
・
垂
水
市
な
ど
本
県
の
中
部
域
に
集
中

し
、
犠
牲
者
数
は
全
県
で
合
わ
せ
て
三
二
人
、
被
害
総
額
は
二
三

四
億
円
に
達
し
た
。

火
山
災
害

国
分
市
の
北
東
方
約
二

0
棧
に
は
霧
島
、
南
西
方

の
約
二
〇
棧
に
は
桜
島
の
両
火
山
が
位
置
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
日
本
で
有
数
の
活
火
山
で
あ
り
、
活
発
な
活
動
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
両
火
山
の
噴
火
は
国
分
市
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

〈
霧
島
火
山
〉
有
史
以
降
数
多
く
の
噴
火
活
動
が
残
っ
て
い

お

は

ら

し

ん

も

え

だ

け

る
。
そ
の
大
部
分
は
御
鉢
と
新
燃
岳
で
生
じ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

大
規
模
な
噴
火
は
高
原
ス
コ
リ
ア
と
御
鉢
溶
岩
を
噴
出
さ
せ
た
延

暦
七
年
（
七
八
八
）
の
御
鉢
噴
火
、
新
燃
岳
軽
石
（
火
砕
流
堆
積

物
を
含
む
）
を
噴
出
し
た
享
保
元
＼
二
年
（
一
七
ニ
―

S
二
ニ
）

の
噴
火
で
あ
る
。
文
暦
元
年
(
―
二
三
五
）
と

永
禄
九
年
(
-
五
六
六
）
の
噴
火
も
比
較
的
大

規
模
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
は
硫
黄
山
の
形

成
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
は
小
規
模
な

火
砕
流
を
伴
っ
た
噴
火
、
文
政
四
年
(
-
八
二

二
）
に
は
小
規
模
火
砕
流
と
火
山
泥
流
を
伴
っ

た
噴
火
、
そ
し
て
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五

(21) 

九
）
の
噴
火
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
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第 1編 国分の自然 ・人口

国
分
市
に
災
害
を
招
い
た
と
の
記
録
は
特
に
残
っ
て
い
な
い
が
、

桜
島
火
山
で
大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
の
大
噴
火
後
生
じ
た
よ
う

な
泥
流
や
洪
水
に
よ
る
災
害
は
発
生
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

〈桜
島
火
山
〉
桜
島
は
文
明
三
年
(
-
四
七

一
）
、
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）
、
大
正
三
年
の
三
大
噴
火
が
有
名
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
噴
火
に
お
い
て
も
大
量
の
火
砕
物
（
軽
石
や
火
山
灰
な
ど
）

が
放
出
さ
れ
、
大
規
模
な
溶
岩
流
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
火
砕
流

(22
)
 

も
発
生
し
た
。
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
の
噴
火
と
昭
和
二
十

一
年
（
一
九
四
六
）
の
噴
火
も
規
模
の
大
き
い
噴
火
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
火
砕
流
や
溶
岩
流
が
国
分
市
を
直
接

襲
っ
て
災
害
を
発
生
さ
せ
た
と
す
る
記
録
は
な
い
。
国
分
市
で
災

害
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
降
り
積
も
っ
た
大
量
の
火
山
灰

・
軽

石
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
農
作
物
の
被
害
、
泥
流

・
洪
水
の
氾
濫

に
よ
る
家
屋
の
流
失
・

浸
水
•

水
田
の
埋
没
．

冠
水
な
ど
の
災
害

で
あ
る
。
大
正
大
噴
火
の
際
に
は
、
噴
火
の
直
後
か
ら
数
年
に
わ

た
っ
て
火
山
灰

・
軽
石
が
厚
く
降
り
積
も
っ
た
桜
島
の
南
東
方
向

の
地
域
で
こ
う
し
た
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
文
明
大
噴
火
で
は

火
山
灰
・
軽
石
は
桜
島
の
北
東
方
向
の
地
域
に
厚
く
降
り
積
も
っ

た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き
は
国
分
市
で
も
噴
火
の
間
接
的
な

影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
桜
島
は
火
山
灰
を
盛

1-

．I
 

写真 1-29 市街地の浸水状況

全
体
概
要

平
成
五
年
夏
災
害

量
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ

ん
に
降
ら
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
国
分
市
に
影
響
す
る
の
は
南
風

が
卓
越
す
る
夏
場
の
一
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
も
深
刻
な
被
害
で
は

な
い
。

平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
は
梅
雨
に
入
っ
て
か
ら

台
風
13
号
来
襲
の
九
月
三
日
ま
で
の
間
、
本
県
下

は
幾
度
と
な
く
豪

雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
そ
の
間
の
雨

量
は
年
間
の
降
水

量
を
も
上
回
る
多

て
県
内
の
あ
ち
こ

ち
で
災
害
が
発
生

し
、
死
者

―
ニ

―

人
、
不
明
者
一
人

と
い
う
多
数
の
尊

い
人
命
が
犠
牲
に
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(mm) 

200 

0土砂災害発生位置（●死者発生）

な
っ
た
。
本
県
で
は
、
豪
雨
・
台
風
災
害
は
被
害
が
軽
度
な
も
の

を
含
め
る
と
ほ
ぽ
毎
年
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
発
生
し
て
い
る
が
、

今
回
ほ
ど
大
き
な
人
的
被
害
を
受
け
た
の
は
戦
後
で
は
昭
和
二
十

四
年
(
-
九
四
九
）
の
災
害
以
来
で
あ
る
。

図 1-35 平成 5年 7月31日~8月2日の総降雨分布図

国分市役所

時

間

雨
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図 1-36 平成 5年 7月31日~8月2日の時間雨量と累加雨量
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第 1編 国分の自然 ・人口

同
じ
時
期
、
国
分
市
も
た
び
た
び
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
特
に

七
月
三
十

一
日
か
ら
八
月
二
日
に
か
け
て
降
っ
た
雨
は
、
総
雨
量

六

0
0
"'リ
、
最
大
時
間
雨
量
八
〇

｝｝町
と
記
録
的
な
豪
雨
と
な
っ
た

（図
1

ー

35
、
1

ー

36)
。
こ
の
豪
雨
で
国
分
市
を
北
か
ら
南
に

表 1-15 平成 5年 7月31日~8月2日豪雨による住家等の被害

状況

7/31~8/2 台風13号 計

全 壊 (29)31棟 (3)棟 (32) 34棟

住 半 壊 (19)20棟 (1) 1棟 (20)21棟

一部破損 (20) 20棟 (1) 1棟 (21) 21棟

床上浸水 (82)84棟 (15)16棟 (97) 100棟

家 床下浸水 (1618) 1618棟 (182) 182棟 (1800)1800棟

計 (1768)1733棟 (202) 203棟 (1969) 1976棟

i 
全半壊 33棟 10棟 43棟

計 33棟 10棟 43棟

（ ）書きは世帯数，非住家の一部損壊，床下浸水等は除外。

「市報こくぶ」 号外（災害特集号）平成 5年による。

向
か
っ
て
流
れ
る
天
降
川
や
検
校
川
が
氾
濫
し
、
市
街
地
を
中
心

に
し
て
低
地
が
浸
水
し
た
（
写
真

1
ー

29)
。
一
方
、
市
内
の

方
々
で
山
が
け
崩
れ
や
土
石
流
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
。
こ
の

災
害
は
国
分
市
始
ま
っ
て
以
来
の
大
災
害
と
な
り
、
七
人
の
尊
い

人
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
住
家
の
損
壊

・
浸
水
、
道

路
の
寸
断
、
橋
の
損
壊

・
流
失
、
水
道
施
設

・
電
気

・
通
信
施
設

等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
・
農
地
の
冠
水

・
埋
没
な
ど
被
害
は

多
方
面
に
及
ん
だ
（
写
真
1

ー

30
・
表
1

ー

15
.
1

ー

16)
。
図

1
ー

37
は
各
種
の
災
害
が
発
生
し
た
位
置
を
ま
と
め
て
一
覧
図
に

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
災
害
の
発
生
は
国
分
市
の
全
域
に
及
び
、

お
び
た
だ
し
い
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
こ
の
と
き
の
災
害
は
市
周
辺
の
町
村
に
も
及
び
、
隼
人

町
と
霧
島
町
で
そ
れ
ぞ
れ
六
人
を
は
じ
め
、
国
分
市
周
辺
で
合
わ

せ
て
二
三
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

こ
の
災
害
に
対
し
国
分
市
は
八
月

一
日

一
九
時
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
災
害
情
報
の
収
集
や
消
防
団
へ
の
連
絡
、
危
険
地
住

民
へ
の
広
報
活
動
、
避
難
の
呼
び
か
け
（
以
上
災
害
発
生
に
備
え

て
の
活
動
）
、
被
災
者
の
救
出

・
救
護
、

二
次
災
害
の
防
止
、
被

害
状
況
調
査
、
救
援
物
資
の
配
布
（
以
上
応
急
対
策
）
な
ど
の
活

動
に
当
た
っ
た
。
ま
た
、
本
災
害
に
対
し
て
八
月
四
日
災
害
救
助
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表 1-16 平成 5年 7月31日~8月2日豪雨による公共施設等の被害状況

7/31 ~ 8/2 台風 13号 計

区 分
箇所数

被（千害円額） 
箇所数

被（千害円額） 
箇所数

被（千害円額） 

公 河 /II 40 496,370 40 496,370 
北ノ ‘ 砂 防 1 3,000 1 3,000 
土

道 路木 97 448,500 29 98,930 126 547,430 
施 橋 梁 6 305,500 6 305,000 
設

そ の 他 12 71,439 11 28,426 23 99,865 関
係 計 156 1,324,309 40 127,356 196 1,451,665 

農 農作物等 89,928 55,119 145,047 

業 農 地 141 650,000 20 43,000 161 693,000 
関 農業用施設 241 1,097,000 57 245,000 298 1,342,000 
係 計 382 1,836,928 77 343, 119 459 2,180,047 

林 林 地 295 20,000 3 12,600 298 32,600 

業
治 山施設 105 1,908,300 6 25,500 111 1,933,800 

林 道 8 357,000 20 40,000 28 397,000 
関

林産施設 2 600 2 600 
係 計 408 2,285,300 31 78,700 439 2,364,000 

学 中 学 校 2 472 2 95 4 567 

校
小 学 校 7 8,929 8 431 15 9,360 

市立高校 1 299 1 74 2 373 
関

そ の 他

係 計 10 9,700 11 600 21 10,300 

商 店 舗 7 20,300 11 23,150 18 43,450 

工 商 品 38 66,650 ， 12,350 47 79,000 
関 その他施設 70 66,850 52 20,170 122 87,020 
係 計 115 153,800 72 55,670 187 209,470 

衛 水道施設 18 20,500 18 20,500 

生 廃棄物処理施設 2 57,485 2 57,485 
関 保険医療施設

係 計 20 77,985 20 77,985 

合 計 1,091 5,688,022 231 605,445 1,322 6,293,467 

以上の額に、道路災害等の応急復旧費、災害救助関係経費、及び国 ・県管理の道路、
河川、個人の損害額等を加え ると、 70億を超える被害額に達する ものと考えられる。

「市報こくぶ」号外（災害特集号）平成 5年による。
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写真 1-30 河川の氾濫と道路・橋の破壊状況

災
害
事
例

山
が
け
崩
れ
•
土
石
流
に
よ
る
い
く
つ
か
の
災
害

事
例
に
つ
い
て
、
以
下
記
載
す
る
。

な

ば
名
波
町
で
は
、
八
月
一
日
午
後
八
時
四

0
分
ご
ろ
住
宅
裏
の
が

け
崩
れ
に
よ
っ
て
家
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
（
写
真
1

ー

31)
、
二
人

が
生
き
埋
め
に
な
り
亡
く
な
っ
た
。
斜
面
は
鹿
児
島
湾
に
面
す
る

が
い

旧
海
食
崖
（
海
岸
の
浸
食
に
よ
っ
て
で
き
た
が
け
）
で
あ
り
、
急

16 
ヽ

゜
法
が
適
用
さ
れ
、
ま
た
十
月
十
四
日
に
は
国
分
市
に
対
し
財
政
援

(23) 

助
を
実
施
す
る
た
め
の
激
甚
災
害
の
指
定
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
災
害
に
比
較
す
る
と
規
模
は
小
さ
い
が
、
国
分
市
は
九
月

三
日
の
台
風
13
号
に
よ
っ
て
も
被
災
し
た

（表
1
1
1
5
.
1
I

写真 1-31 名波町におけるがけ崩

れの発生状況
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第 1編 国分の自然・人口

斜
面
を
な
す
。
斜
面
は
下
位
か
ら
安
山
岩
（
火
山
岩
類
）
、
岩
戸

火
砕
流
堆
積
物
お
よ
び
シ
ラ
ス
か
ら
な
る
。
斜
面
中
腹
部
は
安
山

岩
を
崖
錐
堆
積
物
が
覆
い
、
三

0
度
前
後
の
傾
斜
を
な
す
。
斜
面

下
腹
部
は
安
山
岩
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
図
1

ー

38)
。
斜
面
中
腹

部
の
安
山
岩
と
火
砕
流
堆
積
物
の
境
界
付
近
か
ら
は
湧
水
が
認
め

ら
れ
る
。
表
層
か
ら
の
浸
透
水
に
、
こ
の
湧
水
が
加
わ
っ
て
崖
錐

堆
積
物
が
飽
和
し
、
基
盤
の
安
山
岩
を
境
に
し
て
崩
れ
落
ち
た
も

の
で
あ
る
。
が
け
脚
部
が
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

図1-38

国分市名波町

名波町におけるがけ崩れの発生模式図

と地質

山
岩
上
部
の
火
砕
流
堆
積
物
か
ら
な
る
斜
面
も
そ
の
後
崩
壊
し

た
。
な
お
、
安
山
岩
か
ら
な
る
斜
面
下
部
は
以
前
に
急
傾
斜
地
崩

壊
防
止
工
事
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
崩
れ
た
の
は
こ
の
斜
面
の
上

部
で
あ
る
。

平
山
地
区
は
市
の
東
部
に
位
置
す
る
山
間
地
で
、
川
沿
い
や
谷

間
に
小
さ
い
集
落
が
散
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
八
月
一

か
ん
こ
お
と
し

日
午
後
十
一
時
ご
ろ
平
山
神
子
落
で
が
け
崩
れ
に
よ
り
壊
れ
た
住

家
の
下
敷
き
と
な
り
、
一
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
同
午
後
―
一
時

三

0
分
ご
ろ
同
野
坂
で
、
谷
奥
の
が
け
の
崩
壊
に
源
を
も
つ
土
石

流
が
下
方
の
民
家
を
襲
い
、
二
人
の
命
を
奪
っ
た
。
野
平
で
も
同

じ
よ
う
な
災
害
で
一
人
が
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
地
域
の
地
質
は
、

基
盤
を
占
め
る
四
方
十
層
群
（
堆
積
岩
）
と
、
そ
の
上
位
の
加
久

藤
火
砕
流
堆
積
物
お
よ
び
シ
ラ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
神
子
落
の

が
け
崩
れ
は
シ
ラ
ス
斜
面
表
層
の
風
化
土
が
浸
透
水
の
作
用
で
崩

れ
落
ち
た
も
の
で
あ
る
。
野
平
と
野
坂
の
が
け
崩
れ
は
、
地
下
か

ら
の
湧
水
や
地
表
面
か
ら
の
浸
透
水
の
作
用
で
崖
錐
斜
面
（
斜
面

上
方
か
ら
崩
れ
た
土
砂
が
永
年
か
か
っ
て
溜
ま
っ
た
斜
面
）
が
崩

れ
た
も
の
で
あ
る
。

姫
城
で
は
八
月
一
日
午
後
八
時
ご
ろ
発
生
し
た
が
け
崩
れ
・
土

石
流
に
よ
っ
て
、
斜
面
の
裾
部
に
位
置
す
る
集
落
が
襲
わ
れ
た
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第 1章 自然と風土

写真 1-32 姫城におけるがけ崩れ

の発生状況

（
写
真

1
ー

32)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
住
家
が
被
害
を
受
け
た
が
、

住
民
は
事
前
に
避
難
し
て
被
害
を
逃
れ
た
。
崩
壊

・
土
石
流
災
害

が
発
生
し
た
斜
面
の
地
質
は
基
盤
を
占
め
る
国
分
層
群
（
堆
積

層
）
と
そ
れ
を
覆
う
火
砕
流
堆
積
物
（
重
久
、
岩
戸
）
か
ら
な

る
。
斜
面
の
上
部
は
切
り
立
っ
た
が
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
厚
さ

一
昇
程
度
の
崖
錐
堆
積
物
で
覆
わ
れ
た
斜
面
中
部
は
三

0
sI

i

一五

度
と
相
対
的
に
緩
傾
斜
を
な
し
て
い
る
。
土
石
流
が
氾
濫
し
た
斜

面
下
部
は
厚
さ
数
メ

，ー
ト
ル

の
崖
錐
堆
積
物
に
覆
わ
れ
、
傾
斜
は

さ
ら
に
緩
や
か
で
あ
る
。
が
け
崩
れ
が
起
き
た
と
こ
ろ
は
斜
面
中

部
の
崖
錐
斜
面
で
あ
る
（
図
1

ー

39)
。
斜
面
表
面
か
ら
浸
透
し

た
雨
水
に
よ
っ
て
、
厚
さ
一
認
程
度
の
崖
錐
堆
積
物
が
不
安
定
に

な
り
崩
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
ほ
か
山
が
け
崩
れ
や
土
石
流
に
よ
る
災
害
は
、
台
明
寺

・
毛
梨
野
・
川
内

・
敷
根

・
一
条
な
ど
の
地
区
に
お
い
て
も
発
生

し
た
。
こ
の
う
ち
台
明
寺
で
は
郡
田
川
の
増
水
で
一
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
犠
牲
者
は
出
な
か
っ
た
が
、

住
家
や
公
共
施
設
、
農
林
地
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

物積堆流砕

唸
翌
*
＊
↓
令

、̀.’岩

名
図
合
名
翠
•
,
＊
火

翌
翠
的
翠
将
翠
亨
．

積

；
t忍
忍
翌
翌
翌

J

頃

忍
忍
翌翠＊．

層

度

L゜
7
 

～

田

0

.＋＊令
・
ビ
ビ
．’
.

反

6

**＊:.令＋

：
＊
：
：

―-五

翠
差
氾
＿
―-
―
h

-

令●令

.. 
-――― 

.. 
令●＋＿

＿＿＿

**令.
――――

―

●●*＊

――――― 

ベ
．

且
―
H
-
H
-
-

—

9
・

令
令
•

―
―
―

―
―
―

―――――― 

言
芸
―
-

写

會
+

_-＿

-
_
h
-

o

＿工―-全――

ヒ

v_-i琴
琴

諺゚＿
―-翠

J
 

流石土

•9.―
芸

a・

L
 0.-

-— 

度25

物

～

積

の
n

15

堆
i

雑崖

図 1-39

国分市姫城

姫城におけるがけ崩れの発生模式図と地質
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第 1編 国分の自然・人口

警
戒
避
難
に
よ
る
被
害
の
軽
減

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

自
然
災
害
を
防
止
、
軽
減
す

い
か
。
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
な
防
災
対
策

（
防
災
工
事
を
行
い
災
害
を
防
ぐ
）
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
、
豪

雨
や
台
風
襲
来
時
に
も
安
心
し
て
住
め
る
災
害
に
強
い
街
を
つ
く

る
こ
と
で
あ
る
。
危
な
い
と
こ
ろ
に
は
住
ま
な
い
、
危
険
地
で
の

土
地
開
発
は
し
な
い
こ
と
も
大
切
な
災
害
対
策
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
で
は
災
害
は
防
げ
な
い
。
そ
れ
は
、
災
害
の
危
険

地
と
指
定
さ
れ
な
が
ら
防
災
工
事
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

や
、
危
険
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
災
害
が
発

生
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
防
災
工
事
が
な
さ
れ

て
い
て
も
、
と
き
と
し
て
防
災
施
設
の
限
界
を
超
え
る
よ
う
な
規

模
の
災
害
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
災
害
が

起
き
て
も
人
命
は
犠
牲
に
し
な
い
た
め
の
対
策
が
必
要
に
な
る
。

こ
れ
が
緊
急
時
の
警
戒
避
難
で
あ
り
、
そ
の
実
施
要
項
は
国
分
市

(24) 

地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
計
画
の
中
で
避
難
の
指
示
は
市
長
（
学
校
に
あ
っ
て
は
教

育
長
ま
た
は
学
校
長
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
し
か
し
緊
急
時
に

お
い
て
は
、
往
々
に
し
て
こ
の
情
報
が
地
域
住
民
に
伝
わ
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。
平
成
五
年
八
月
一
＼
二
日
の
豪
雨
時
に
は
道
路
の

浸
水
・
決
壊
や
通
信
ラ
イ
ン
の
寸
断
に
よ
り
市
全
体
が
そ
う
し
た

状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
お
い
て
は
地
域
住
民

自
ら
が
迫
っ
て
く
る
災
害
を
警
戒
し
つ
つ
避
難
を
実
行
せ
ざ
る
を

え
な
い
が
、
今
回
の
災
害
で
は
豪
雨
の
真
っ
た
だ
中
で
地
区
公
民

館
長
や
消
防
団
が
中
心
と
な
っ
て
自
主
的
に
避
難
し
、
人
命
の
犠

牲
と
い
う
最
悪
の
事
態
は
免
れ
た
地
区
が
あ
る
。
そ
の
一
っ
が
姫

城
地
区
で
あ
る
。

こ
の
地
区
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
集
落
背
後
の
が
け
が
崩

れ
、
土
石
流
が
発
生
、
流
れ
出
し
た
土
砂
に
よ
り
七
棟
が
押
し
つ

ぶ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
事
前
の
避
難
活
動

が
効
を
奏
し
、
八
月
一
日
の
災
害
で
は
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な

か
っ
た
。
こ
の
組
織
は
姫
城
防
災
会
と
呼
ば
れ
、
同
地
区
公
民
館

の
住
民
が
集
ま
っ
て
つ
く
る
自
主
防
災
組
織
で
あ
る
。
月
一
回
の

危
険
地
の
防
災
点
検
や
災
害
知
識
の
普
及
、
防
災
情
報
の
広
報
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
台
風
や
大
雨
時
に

は
警
戒
体
制
を
と
り
、
避
難
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
姫

城
公
民
館
は
今
回
の
災
害
で
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
被
害
の
軽
減

に
多
大
の
貢
献
を
し
た
と
し
て
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

を
受
け
た
。
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植
物
は
、
気
候
や
土
地
の
な
り
た
ち
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を

受
け
る
。
国
分
市
の
植
物
分
布
は
、
垂
直
分
布
か
ら
は
七

0
0討

以
下
の
低
地
帯
区
に
属
し
、
水
平
分
布
か
ら
は
温
帯
区
に
な
る
。

年
平
均
気
温
が
摂
氏
一
四
＼
一
六
度
で
南
国
的
な
気
候
と
豊
か

な
雨
量
の
た
め
シ
イ
・
カ
シ
・
ク
ス
・
ツ
バ
キ
な
ど
葉
が
広
く
て

年
中
緑
色
を
し
て
い
る
常
緑
広
葉
樹
の
森
林
（
照
葉
樹
林
）
が
主

体
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
中
に
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広

葉
樹
が
混
ざ
っ
て
い
る
。
現
在
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
多

く
見
ら
れ
る
。

国
分
の
植
物
を
探
索
し
た
り
、
採
集
し
や
す
い
よ
う
に
、
人
里

の
植
物
、
帰
化
植
物
、
薬
用
植
物
、
野
山
の
樹
木
、
生
け
垣
の
植

物
、
庭
木
の
植
物
、
街
路
樹
、
山
の
植
物
、
水
辺
の
植
物
、
海
浜

の
植
物
の
分
野
に
分
け
、
主
な
も
の
を
記
載
す
る
。
ま
た
分
布
の

数
の
少
な
い
植
物
も
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

植

物

第

六

節

生

物

人
里
の
植
物

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
身
近
な
と
こ
ろ
（
道

ば
た
・
田
や
畑
•
あ
ぜ
道
・
庭
な
ど
）
に
生
育

し
て
い
る
植
物
の
主
な
も
の
を
表
1
_
1
7
に
あ
げ
る
。

帰
化
植
物
と
は
植
物
が
本
来
の
生
育
地
か
ら
、
そ

の
も
の
が
自
生
し
て
い
な
い
他
の
地
域
に
移
さ

帰
化
植
物

れ
、
そ
こ
に
土
着
し
て
生
育
し
た
も
の
を
い
う
。
わ
が
国
の
帰
化

植
物
は
、
明
治
初
年
以
来
、
海
外
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
特

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
も
の
が
多
く
、
全
国
的
に

広
が
っ
て
い
っ
た
。
な
お
交
通
機
関
の
発
達
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

①
北
ア
メ
リ
カ
原
産
キ
ク
科
の
ヒ
メ
ム
カ
シ
ョ
モ
ギ

・
キ
ク
イ

モ
・
ハ
ル
ジ
オ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
ヒ
メ
ジ
オ
ン

②
そ
の
他
の
も
の
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ

・
オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
・
ア
メ
リ
カ
セ

ン
ダ
ン
グ
サ
、
中
央
ア
メ
リ

カ
原
産
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
・
ア
オ
ビ
ュ
、
南
ア
メ
リ
カ
原

産
の
マ
ッ
ョ
イ
グ
サ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

・
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ナ
ミ
グ
サ
・

グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ

・
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ

③
牧
草
と
し
て
輸
入
し
た
も
の
が
野
生
化
し
た
も
の

グ
サ

・
ク
ロ
ー
バ
ー
・
イ
ヌ
ム
ギ

ソ
ウ

ー

コ
ヌ
カ

7
 



第 1編 国分の自然・人口

ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ

ユ

キ

ノ

シ

タ

ア

ブ

ラ

ナ

ケ

シ

キ

ン

ポ

ウ

ゲ

マ フ カ トブオスアセシナゴキオアスウ
ウウト マッ
ロタダギカ 、オイ

ド
ノ不

ゥバイ リ
ミ カカ

ノゞ ハノ ノゞ
ソグソ グマズ

メウミサウウレナリソスサゴコネラリ

キ

ク

科

名

表

l

_
17

人
里
の
植
物

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
・
ジ
シ
バ
リ
・
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
・
ノ
ゲ
シ
・
ノ
ア
ザ
ミ

オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
・
オ
ナ
モ
ミ
・
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
・
ハ
ハ
コ
グ
サ
・
チ
チ
コ
グ
サ
・
ヨ
モ
ギ

カ
ラ
ス
ウ
リ
・
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
・
ス
ズ
メ
ウ
リ

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
・
ス
イ
カ
ズ
ラ

ヤ
エ
ム
グ
ラ
・
ア
カ
ネ

オ
オ
バ
コ

キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
・
ウ
リ
ク
サ
・
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ケ

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
・
ハ
ダ
カ
ホ
オ
ズ
キ

ト
ウ
バ
ナ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
キ
ラ
ン
ソ
ウ
・
ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
・
ヒ
キ
オ
コ
シ

ノ
チ
ド
メ
グ
サ
・
セ
リ
・
ミ
ツ
バ
・
ツ
ボ
ク
サ
・
チ
ド
メ
ク
サ

オ
オ
マ
ッ
ョ
イ
グ
サ
・
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ

タ
チ
ッ
ポ
ス
ミ
レ
・
ス
ミ
レ

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
・
ヒ
メ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
・
ノ
ブ
ド
ウ
・
エ
ビ
ヅ
ル
・
ッ
タ

コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
・
コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
・
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

カ
タ
バ
ミ
・
ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

ク
サ
ネ
ム
・
ヤ
ブ
マ
メ
・
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
・
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
・
ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ

ネ
コ
ハ
ギ
・
ク
ズ
・
ハ
ギ
・
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
・
コ
マ
ツ
ナ
ギ
・
メ
ド
ハ
ギ

コ
モ
チ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ

ユ
キ
ノ
シ
タ

ナ
ズ
ナ
・
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
・
タ
ネ
ッ
ケ
バ
ナ
・
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
・
タ
ケ
ニ
グ
サ
・
キ
ケ
マ
ン

オ
キ
ナ
グ
サ
・
ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
・
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
・
タ
ガ
ラ
シ

和

名
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ウシオシワウカゼトヒ

ーシ
ヵ

フ ラニンゲ
ガシノラ クノ

｀ ホミ
ノ

ジクマ カ
ズ

シラダブビロサイサラ

イ

ネ

ナ

デ

シ

コ

ス

ベ

リ

ヒ

ュ

ヒ

ュ

タ

デ

イ

ラ

ク

サ

ク

ワ

ラ

ン

ア

サ

ア

ヤ

メ

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

ユ

リ

ツ

ユ

ク

サ

ヵ

ャ

ッ

リ

グ

サ

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ

・
ツ
メ
ク
サ
・
ハ
コ
ベ

・
ウ
シ
ハ
コ
ベ

・
ミ
ミ
ナ
グ
サ

ヒ
メ
マ
ツ

バ
ボ
タ
ン

・
ス
ベ
リ
ヒ
ュ

ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ヅ
チ

・
イ
ヌ
ビ
ュ

ツ
ル
ソ
バ

・
ミ
ゾ
ソ
バ
・
イ
ヌ
タ
デ
・
ミ
ズ
ヒ
キ

・
ギ
シ
ギ
シ

・
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ

ャ
プ
マ
オ
・
カ
ラ
ム
シ

・
イ
ラ
ク
サ

・
コ
ア
カ
ソ

・
ア
オ
ミ
ズ

ク
ワ
ク
サ

・
ク
ワ

ネ
ジ
バ
ナ

カ
ナ
ム
グ
ラ

ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

オ
ニ
ュ
リ
・
ノ
ビ
ル
・
ヤ
プ
カ
ン
ゾ
ウ
・
ツ
ル
ボ

ツ
ユ
ク
サ

ヒ
テ
リ
コ
・
ヒ
メ
ク
グ
・
イ
ヌ
ク
グ
・
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
・
テ
ン
ツ
キ
・
ハ
マ
ス
ゲ
・
ク
グ
カ
ヤ
ツ
リ
・
コ
ゴ
メ
カ
ヤ
ツ
リ
・

ア
オ
ス
ゲ

コ
プ
ナ
グ
サ

・
メ
ヒ
シ
バ

・
オ
イ
シ
バ
・
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

・
ネ
ズ
ミ
ガ
ヤ

・
イ
ヌ
ビ
エ

・
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

・
ニ
ワ
ホ
コ

リ
・
コ
バ
ン
ソ
ウ
・

ジ
ュ
ズ
ダ
マ

・
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
・
エ

ノ
コ
ロ
グ
サ

・
チ
カ
ラ
シ
バ

・
ス
ス
キ

・
チ
ガ
ヤ

ミ
ズ
ス
ギ

・
ト
ウ
ゲ
シ
バ

ス
ギ
ナ

・
イ
ヌ
ト
ク
サ

ゼ
ン
マ
イ

カ
ニ
ク
サ

コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ

イ
ワ
ガ
ネ
ソ
ウ
・
タ
チ
シ
ノ
プ
・
ワ
ラ
ビ
・
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ

シ
ノ
ブ

・
タ
マ
シ
ダ

ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
・
ヘ
ラ
シ
ダ
・
イ
ノ
デ
・
ホ
シ
ダ
・
ゲ
ジ
ゲ
ジ
シ
ダ

コ
モ
チ
シ
ダ

イ
ワ
ヒ
ト
デ

・
ノ
キ
シ
ノ
プ
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第 1編 国分の自然 ・人口

薬
用
植
物

④
農
耕
文
化
の
移
動
で
大
陸
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の

化
植
物
と
い
う
）

ガ
ラ
シ

・
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
な
ど
。

薬
草
と
も
い
う
。
薬
草
の
使
用
部
分
は
、
全
草

・

根

・
樹
皮

・
茎

・
葉

・
果
実
な
ど
で
、
用
途
に

よ
っ
て
選
ぶ
。
普
通
は
乾
燥
し
て
煎
じ
て
飲
む
も
の
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
昔
か
ら
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
た
薬
草
を
い
く
つ
か
あ

ス
イ
バ

・
ミ
ミ
ナ
グ
サ

・
ウ
シ
ハ
コ
ベ

・
タ

写真 1-33 
ふて

アマチャヅ112

（
前
史
帰

0
ド
ク
ダ
ミ

開
花
期
に
根
ご
と
掘
り
と
り
、
水
洗

い
し
て
日
干
し
に
す
る
。
利
尿

・
便
通

・
高
血
圧
に

よ
く
、
水
虫
に
は
生
葉
を
使
用
す
る
。

0

セ
ン
ブ
リ
開
花
期
に
根
ご
と
抜
き
と
り
、
日
干

し
で
乾
燥
さ
せ
る
。
健
胃
剤
と
し
て
、
食
欲
不
振
や

消
化
不
良
に
煎
じ
て
飲
む
。

0

オ
オ
バ
コ
夏
の
開
花
期
に
全
草
を
と
り
日
干
し

に
す
る
。
ぜ
ん
そ
く

・
百
日
ぜ
き

・
せ
き

・
胃
腸
病

・
頭
痛

・
心
臓
病

・
膀
脱
炎
に
、
葉
や
乾
燥
し
た
種

子
を
煎
じ
て
飲
む
。

0

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

開
花
期
に
全
草
を
と
り
陰
干

し
に
す
る
。
高
血
圧
の
予
防
・
健
胃
・
整
腸
・
便
通

に
煎
じ
て
服
用
す
る
。

0

ク
コ
若
芽
を
山
菜
や
ク
コ
茶
に
、
根

・
葉
は
煎
じ
て
飲
み
、

高
血
圧

・
解
熱

・
動
脈
硬
化
の
予
防
や
利
尿
に
、
実
は
ク
コ
酒
と

し
て
飲
用
し
、
強
壮

．
疲
労
回
復
に
使
用
す
る
。

0

キ
ラ
ン
ソ
ウ
開
花
期
に
全
草
を
と
り
日
干
し
に
す
る
。
解
熱

げ

り

・
せ
き

・
下
痢
止
め
・
健
胃
に
煎
じ
て
服
用
す
る
。

0

ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
葉
が
茂
っ
て
い
る
と
き
採
集
し
日
干
し
に
す

写真 1-34 照葉樹林と人工樹林

f
る。

,
1
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タ
ラ
ノ
キ
、
や
け
ど
に
ア
オ
キ

・
ク
リ

・
ユ
キ
ノ
シ
タ

・
ア

る
。
強
壮
・

強
精
•
利
尿
・

消
炎
に
茶
の
よ
う
に
し
て
飲
む
。

こ
の
ほ
か
に
健
胃
に
タ
ン
ポ
ポ

・
ヨ
モ
ギ
、
便
秘
に
イ
タ
ド
リ

・
ア
シ
タ
バ
、
せ
き
に
ク
ワ

・
ス
ギ
ナ
、
ぜ
ん
そ
く
に
ツ
ユ
ク

サ
、
神
経
痛
に
マ
タ
タ
ビ

・
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
、
糖
尿
病
に
ク
マ
ザ

サ、ロ
エ
な
ど
と
、
薬
草
は
数
多
く
あ
る
。

樹
木
は
地
上
で
生
育
し
年
々
生
長
す
る
性
質
を

野
山
の
樹
木

持
っ
て
い
る
。
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
類
・
モ

ミ
類
の
よ
う
な
針
葉
樹
の
ほ
か
、
ケ
ヤ
キ

・
エ
ノ
キ
類
の
落
葉
す

る
広
葉
樹
、
シ
イ
ノ
キ

・
ク
ス
ノ
キ

・
ツ
バ
キ

・
タ
ブ
ノ
キ
な
ど

は
い
ず
れ
も
大
木
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
高
木
と
い
う
。
大
き
く
な

ら
な
い
も
の
を
低
木
と
い
う
。
低
木
に
は
ツ
ッ
ジ
類

・
チ
ャ
ノ
キ

・
ア
オ
キ
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
つ
る
性
の
植
物
に
、
ク
ズ

・
フ
ジ

・
エ
ピ
ヅ
ル

・
オ
オ
イ
タ
ビ
な
ど
が
あ
る
。
国
分
で
見
ら
れ
る
樹

木
を
表
ー

1
1
8
の
よ
う
に
分
類
し
て
み
た
。

生
け
垣
は
庭
の
周
囲
を
常
に
緑
で
覆
い
、
生

生
け
垣
の
植
物

き
生
き
と
し
た
美
し
さ
を
添
え
て
く
れ
る
。

そ
こ
で
喬
木
（
高
木
）
が
利
用
さ
れ
る
。
刈
り
込
み
に
耐
え
、
萌

芽
力
が
大
き
く
、
枝
が
密
生
し
、
生
長
の
遅
い
植
物
が
選
ば
れ

る
。
国
分
市
で
利
用
さ
れ
て
い
る
生
け
垣
用
植
物
の
主
な
も
の

サ
ザ
ン
カ

・
ホ
ウ
ヲ
ウ
チ
ク

・
マ
サ
キ
・
カ
ナ
メ
モ
チ

・
サ
ン
ゴ

ジ
ュ

・
ネ
ズ
ミ
モ
チ

・
カ
ラ
タ
チ
・
チ
ャ
ノ
キ

・
モ
ク
セ
イ
な
ど

庭
木
の
植
物

で
あ
る
。

写真 1-35 人家の生け垣

は
、
イ
ヌ
マ
キ

・
ヤ

ッ
ジ
類

・
コ
デ
マ
リ

・
オ
オ
デ
マ
リ
・
ユ

キ
ヤ
ナ
ギ

・
ア
セ
ビ

な
ど
で
、
常
緑
を
楽

し
む
も
の
と
し
て

モ
ク
レ
ン

・
ハ
ナ
ス

オ
ウ

・
モ
モ
類

・
ツ

楽
し
む
も
の
と
し
て

は
、
イ
ワ
ッ
ッ
ジ
・

庭
は
、
憩
い
・
眺
め
・
遊
ぶ
心
を
生
か
す
も
の

が
望
ま
れ
る
。
心
の
安
ら
ぎ
と
家
庭
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
も
、
庭
木
は
た
い
せ
つ
な
役
割
を
も
っ
て

い
る
。
郷
土
で
見
ら

れ
る
主
な
庭
木
を
あ

げ
る
と
、
春
の
花
を

は
、
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ

・
ユ
ス
ノ
キ

・
イ
ヌ
マ
キ
・
ツ
ッ
ジ
類
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II 
JI 

落

葉JI 

”
 

高

木II 

小
高
木

JI 

II 

II 

II 

II 

II 

11 

II 

II 
II II 

11 
II 

低高小
II 低 II

木木木

”
 
"”
 

11 

II 

II 
JI ”
 

11 
II 

常

緑II 

高

木II 

短
針
状
の
葉

鱗
片
状
の
葉

雌
雄
異
株

高

木II 

表
1
_18

イ
チ
イ

マ
キ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

ヤ
マ
モ
モ

カ
シ

ク
ス
ノ
キ

ユ
ズ
リ
ハ

モ
チ
ノ
キ

カ
エ
デ

シ
キ
ミ

ツ
バ
キ

ウ
コ
ギ

ャ
プ
コ
ウ
ジ

ツ
ゲ

ミ
ズ
キ

モ
ク
セ
イ

ア
カ
ネ

ス
イ
カ
ズ
ラ

ブ
ナ

ニ
レ

ク
ワ 科

名

野
山
の
樹
木

カ
ヤ

・
イ
チ
イ

ナ
ギ

・
イ
ヌ
マ
キ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

・
ア
ス
ナ
ロ

ヤ
マ
モ
モ

ア
ラ
カ
シ

・
ア
カ
カ
シ

・
ウ
ラ
ジ
ロ
カ
シ

・
マ
テ
バ
シ
イ

・
イ
チ
イ
ガ
シ

ク
ス
ノ
キ

・
ヤ
プ
ニ
ッ
ケ
イ

・
タ
プ
ノ
キ

・
ホ
ソ
バ
タ
ブ

ユ
ズ
リ
ハ

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ

・
イ
ヌ
ツ
ゲ

・
タ
ラ
ヨ
ウ

・
モ
チ
ノ
キ

イ
ロ
ハ
カ
エ
デ

・
カ
エ
デ

シ
キ
ミ

ャ
プ
ツ
バ
キ

・
サ
ザ
ン
カ

・
モ
ッ
コ
ク

・
サ
カ
キ

・
ヒ
サ
カ
キ

ャ
ッ
デ

・
カ
ク
レ
ミ
ノ
・
ミ
ズ
キ

マ
ン
リ
ョ
ウ

・
イ
ズ
セ
ン
リ
ョ
ウ

・
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ

ツ
ゲ

・
イ
ヌ
ツ
ゲ

ア
オ
キ

モ
ク
セ
イ
・
ネ
ズ
ミ
モ
チ

・
ヒ
イ
ラ
ギ

ク
チ
ナ
シ

・
ア
リ
ド
オ
シ

ガ
マ
ズ
ミ

・
ニ
ワ
ト
コ

・
ソ
ク
ズ

・
ハ
ク
サ
ン
ボ
ク

ク
リ

・
コ
ナ
ラ

・
ク
ヌ
ギ

エ
ノ
キ

・
ケ
ヤ
キ

・
ム
ク
ノ
キ

ク
ワ

・
コ
ウ
ゾ

・
イ
ヌ
ビ
ワ

・
カ
ヂ
ノ
キ

和

名
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"”
 

II

低

木

草
木
落
葉
ま
た
は
常
緑

常
緑
あ
る
い
は
落
葉
低
木

草
木
低
木

常
緑
ま
た
は
落
葉
低
木

つ
る
性
低
木

落
葉
つ
る
性

II 

単
子
葉
植
物
の
タ
ケ

・

サ
サ
類

マ
モ
モ

・
モ
ッ
コ
ク

・
ク
ロ
マ
ツ

・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

・
イ
ヌ
ツ
ゲ

・

ツ
バ
キ

・
サ
ザ
ン
カ

・
モ
ク
セ
イ

・
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
が
、
夏
秋
の

花
や
果
実
を
楽
し
む
も
の
と
し
て
は
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ

・
ザ
ク
ロ

・
サ
ル
ス
ベ
リ

・
キ
ン
モ
ク
セ
イ

・
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
な
ど
が
よ
く

II ll II II II II II 
11 

落

葉II 

高
小
木

低

木
小
高
木

低

木
小
低
木

低

木
小
高
木

高

木ll 

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

グ
ミ

エ
ゴ
ノ
キ

ユ
キ
ノ
シ
タ

ク
マ
ツ
ヅ
ラ

ミ
カ
ン

ウ
ル
シ

ム
ク
ロ
ジ

セ
ン
ダ
ン

イ
チ
ョ
ウ

ヤ
ナ
ギ

バ
ラ

ッ
ッ
ジ

セ
ン
リ
ョ
ウ

ニ
シ
キ
ギ

マ
メ

マ
タ
タ
ビ

ュ
リ

イ
ネ

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

ナ
ッ
グ
ミ

・
ツ
ル
グ
ミ

エ
ゴ
ノ
キ

マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ

・
ク
サ
ア
ジ
サ
イ

・
サ
ワ
ア
ジ
サ
イ

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

・
ク
サ
ギ

イ
ヌ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ヤ
マ
ハ
ゼ

・
ヌ
ル
デ

ム
ク
ロ
ジ

セ
ン
ダ
ン

イ
チ
ョ
ウ

ヤ
ナ
ギ

・
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

・
ノ
イ
バ
ラ

・
ヤ
マ
プ
キ
・
キ
イ
チ
ゴ

ヤ
マ
ッ
ッ
ジ

・
ミ
ツ
バ
ッ
ッ
ジ

・
ア
セ
ビ

セ
ン
リ
ョ
ウ

ツ
リ
バ
ナ

・
ニ
シ
キ
ギ

・
マ
サ
キ

・
コ
マ
ユ
ミ

ニ
セ
ア
カ
シ
ャ

・
フ
ジ

・
ク
ズ

・
コ
マ
ツ
ナ
ギ

・
ネ
ム
ノ
キ

マ
タ
タ
ビ

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク

・
マ
ダ
ケ

・
タ
イ
ミ
ン
チ
ク

・
ホ
テ
イ
チ
ク

・
メ
ダ
ケ

・
シ
カ
ク
ダ
ケ

・
オ
カ
メ
ザ
サ

・

ク
マ
ザ
サ

建
物
が
建
ち
並
び
、
家
の
庭
に
樹
木
な
ど
が
植
え

ら
れ
な
い
市
街
地
は
殺
風
景
に
な
り
や
す
い
。
そ

こ
で
街
路
に
植
樹
し
て
、
生
活
に
自
然
性
と
心
の
ゆ
と
り
を
与
え

街

路

樹

利
用
さ
れ
て
い
る
。
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る
の
が
街
路
樹
で
あ
る
。
国
分
市
内
で
は
市
木
で
あ
る
ク
ロ
ガ
ネ

モ
チ
が
多
く
、
他
に
ホ
ル
ト
ノ
キ
・
ク
ス
ノ
キ
・
モ
ク
セ
イ
・
ヤ

マ
モ
モ
・
ツ
ッ
ジ
類
な
ど
が
あ
る
。

国
分
市
の
植
物
は
、
温
帯
常
緑
広
葉
樹
林
帯
に
属

し
て
い
る
。
山
の
植
物
は
こ
の
照
葉
樹
林
の
自
然

山
の
植
物

林
、
針
葉
樹
林
の
人
工
林
の
床
に
生
え
る
。
す
な
わ
ち
林
床
植
物

と
原
野
に
生
え
る
植
物
で
あ
る
。
山
の
植
物
は
多
年
草
が
多
い
と

写真 1-36 街路樹（唐仁町）

ロ
ネ
・
イ
ヌ
ゴ
マ
、
花
が
放
射
相
称
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
ク
リ
ン

ケ
・
サ
ワ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
・
シ
ソ
ク
サ
、
茎
が
四
角
の
シ
ソ
科
の
シ

水
辺
の
植
物

水
辺
の
植
物
の
生
育
地
と
し
て
、

国
分
市
で
は
検
校
川
と
そ
の
支

流
、
天
降
川
と
そ
の
支
流
、
水
田
、
休
耕
田
、
湿

地
、
塩
田
後
の
沼
地
な
ど
が
あ
る
。
次
に
水
生
か
湿

地
性
か
浮
遊
性
の
植
物
で
あ
る
か
を
考
慮
し
、
そ
の
名
を
記
載
す

る
こ
と
に
す
る
。

花
が
集
ま
っ
て
咲
く
キ
ク
科
の
サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
花
が
左
右
相

称
の
キ
キ
ョ
ウ
科
の
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
花
冠
が
左
右
相
称
の
ゴ
マ

ノ
ハ
グ
サ
科
の
カ
ワ
ヂ
ャ
・
オ
オ
ア
ブ
ノ
メ
・
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ

写真 1-37 

山
の
植
物
の
主
な
も
の
を
、
表
1
1
19
に
科
ご
と

に
あ
げ
た
。

アシの草原

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
植
物
遷
移
か
ら
み

て
、
ま
ず

一
年
草
や
二
年
草
が
生
え
、
次
に
多
年
草

が
生
え
る
よ
う
に
な
る
。
多
年
草
は
地
上
の
部
分
が

枯
れ
て
も
、
地
下
の
部
分
は
何
年
も
生
き
続
け
て
、

年
々
花
を
咲
か
せ
る
。

一
、
二
年
草
は
短
命
で
あ
る

の
で
、
多
年
草
と
交
代
し
て
山
に
は
多
年
草
が
多
く

な
る
の
で
あ
る
。
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バマミヒトオスウミセイサリガム

ウト

ヵ
メダギ ：クンガラ

ノ‘
イリ

ミコズ ラ
ク

グソ ソ‘ノ
ドイサ

ラメンギサウレギキリウウウモキ ク

キ

キ

ョ

ウ

ウ

リ

オ

ミ

ナ

エ

シ

ア

カ

ネ

ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ

ハ

マ

ウ

ツ

ボ

（
寄
生
植
物
）

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

シ

ソ

ゴ
マ
ク
サ
・
ア
ブ
ノ
メ
・
ク
ガ
イ
ソ
ウ
・
セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ
・
マ
ル
バ
ノ
ホ
ロ
シ
・
ト
キ
ワ
ハ
ゼ

ナ
ギ
ナ
タ
コ
ウ
ジ
ュ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
・
コ
シ
ロ
ネ
・
ヒ
メ
ジ
ソ
・
エ
ゴ
マ
・
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
・
ウ
ツ
ボ
グ
サ
・

ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ

ハ
ナ
イ
バ
ナ
・
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
・
チ
シ
ャ
ノ
キ

オ
オ
カ
モ
メ
ヅ
ル
・
ス
ズ
サ
イ
コ

リ
ン
ド
ウ
・
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
・
セ
ン
ブ
リ
・
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
・
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ

オ
カ
ト
ラ
ノ
オ

ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
・
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ

ミ
ツ
バ
・
ノ
ダ
ケ
・
ツ
ボ
ク
サ
・
チ
ド
メ
グ
サ
・
ヤ
ブ
ニ
ン
ジ
ン
・
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
・
セ
リ
・
ヌ
マ
セ
リ

ミ
ズ
キ
・
ハ
ナ
イ
カ
ダ
・
ア
オ
キ

ウ
ド
・
タ
ニ
タ
デ

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
・
オ
カ
ス
ミ
レ
・
ノ
ジ
ス
ミ
レ
・
ス
ミ
レ
・
ツ
ボ
ス
ミ
レ

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
・
サ
ワ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
・
ヒ
メ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ヒ
メ
ユ
ズ
リ
ハ
・
ユ
ズ
リ
ハ

ヒ
メ
ハ
ギ

マ
ッ
カ
ゼ
ソ
ウ

タ
ヌ
キ
マ
メ
・
ヤ
マ
ハ
ギ
・
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
・
ネ
コ
ハ
ギ
・
フ
ジ
・
ヤ
ブ
マ
メ

ワ
レ
モ
コ
ウ
・
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
・
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
・
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
・
シ
モ
ッ
ケ
・
キ
イ
チ
ゴ
・
フ
ュ
イ
チ
ゴ
・
ノ
イ
バ
ラ
・

カ
ヂ
イ
チ
ゴ
・
ク
サ
イ
チ
ゴ

表
1
,19

山
の
植
物

科

名

キ

和

名

ヤ
ク
シ
ソ
ウ
・
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
・
ク
サ
ヤ
ツ
デ
・
タ
ム
ラ
ソ
ウ
・
ヒ
メ
ヒ
ゴ
タ
イ
・
ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
・
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
・
フ

キ
・
オ
グ
ル
マ
・
カ
セ
ン
ソ
ウ
・
ヤ
マ
ジ
ノ
ギ
ク
・
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
・
ア
ザ
ミ

キ
キ
ョ
ウ
・
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
・
ソ
バ
ナ
・
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ

ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
・
ス
ズ
メ
ウ
リ
・
ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
ウ
リ

オ
ミ
ナ
ェ
シ
・
オ
ト
コ
ェ
シ

サ
ツ
マ
イ
ナ
モ
リ
・
ハ
シ
カ
グ
サ

ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ

ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
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ウチシ オシ ワウカゼヒイカサツィ ユヤア ライタナキッケユ

ヤシ 力 ヤ マ フ.―' ンヅ キ 科
ラセ ラニンゲ ット ユ ラ

ンガ シノ ラ ノ グ ノヤ ポラ ノ

ボ シシ ジクマカ リイク
イ

ク シウフ シ 名
ズ グ

シダラ ダブ ビロサイ ラネサモ ササ リモメ ンサデコゲジシタ

ィヒコヒオシゼホウカゼミチハマヤストノヤシイナミイカボハムガ
ワノモメオノンウラニンズヂタムプズギギマヤハゴズタワタスラク
ヒキチワカプマラジクマスミガシミメスラノガイラ ・ドランノサウ
トシシラナ イイ ロサイギザヤ グ ヨノ ンイ ランイリナヅハキッ
デダダビワ シ ・ ・サ・サウヤ ・モ ン ・ラ ・デルカケギ．． ラ ダコ ト ・タ・ガリ ソ ・ ・エクイシ ・ズマ ・

和ミホ ビ ・シ ウヌマカ クニ キビサ シコセランマ
ツウ ． イダ ゲカカラ シガ エネ・ミ・ ン ・・ ル
ノゞ ビ イ ワ シキャス ンシ ビ・ヤカ ウニツキバ
ウシ ヌ ガ バビツビ フユ ネキブワシンヅケウ
ラダ ワ ネ ・リシ ンウ ・ンマ ・ハソラマッ
ポ ラ ソ ト ・ヤ ．． ナラオヤコウフンギ

名シ ビ ウ キミク ノオ ツン ・ナベ ・ジ ・． ． ． ワズ ・ カニ エ・ヤギ・キ 夕
マ ヤ フ スハオ ンド ビシマ タハッ ケ
メ プ モ スナオ ゾコ ネユミデコネ 二

ツ ソ 卜 キビハ ウロ ンズ ベノ グ
夕 テ シ ・・ ン ．． ラ ボ サ． ッ ダ チマゲ •オキ ン 夕
ノ ． ． ガツ オク ． ン
キ ヘ 夕 ヤバ ノゞノゞ セ . 
シ ラ チ • イ キド ツ オ
ノ シ シ オ ・ ボコ コ キ
プ ダ ノ ガサ ウロ ク ナ． ． ブ ）レン シ ． グ
ヒ 才 ． ガカ ． 力 サ
卜 オ ワ ヤク オ キ
ツ イ ラ ・イ 二 ラ
ノゞ 夕 ビ カ ・ ユ ン． チ . ライ リ ． 
ク シ ア スト ． コ
ワ ダ マ ムハ ヤ ク
Iヽ . ク ギナ プ ラ
ラ イ サ ・ビ ラ ン
ン ノ シ ヒ・ ン ． 

デ ダ メテ ． フ． ． コン ナ ゥ
ホ ィ ノゞツ Jレ ラ
シ ノ ンキ コ ン
ダ モ ソ ・ ユ ． 
． 卜 ウヒ リ ガ
ゲ ソ ・プ-―・ ． ン
ジ ウ カリ オ セ
ゲ ． モコ モ キ
ジ イ ジ 卜 ラ
シ ワ グ ． ン
ダ ガ サ ホ ． 
． ネ 卜 サ
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線
形

・
円
心
形
の
ト
チ
カ
ガ
ミ
科
の
ク
ロ
モ
・
ス
ブ
タ

・
ト
チ
カ

ガ
ミ
、
挺
水
性
の
草
木
オ
モ
ダ
カ

・
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

・
ウ
リ
カ

ワ
、
水
生
植
物
で
ヒ
ル
ム
シ
ロ
科
の
ヒ
ル
ム
シ
ロ

・
エ
ピ
モ
、
湿

地
に
生
え
る
多
年
草
で
ガ
マ
科
の
ガ
マ
・
ヒ
メ
ガ
マ
、
落
葉
性
で

ヤ
ナ
ギ
科
の
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

・
ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
・
タ
チ
ャ
ナ
ギ
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

コ
ブ
ナ
グ
サ

・
ク
サ
ヨ
シ

・
ヨ
シ
・
イ
ヌ
ビ
エ

・
チ
ガ
ヤ
、
葉
が

ソ
ウ

・
ヌ
マ
ト
ラ
ノ
オ
、
葉
が
互
生
の
セ
リ
科
の
ド
ク
セ
リ
・
ヌ

マ
ゼ
リ
・
セ
リ

・
ア
カ
バ
ナ
科
の
チ
ョ
ジ
タ
デ
、
ミ
ソ
ハ
ギ
科
の

ミ
ソ
ハ
ギ

・
キ
カ
シ
ク
サ
、
葉
が
対
生
の
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
の
ミ

ズ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、
マ
メ
科
の
ク
サ
ネ
ム
、
十
字
科
植
物
で
ア
ブ

ラ
ナ
科
の
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
、
葉
が
互
生
の
タ
デ
科
の
ミ
ゾ
ソ
バ

・
ツ
ル
ソ
バ
・
イ
ヌ
タ
デ

・
サ
ク
ラ
タ
デ
、
多
年
草
で
葉
の
互
生

す
る
ド
ク
ダ
ミ
科
の
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
、
イ
グ
サ
科
の
イ
グ
サ

・
ク

サ
イ
、
葉
幅
の
広
い
ミ
ズ
ア
オ
イ
科
の
コ
ナ
ギ

・
ホ
テ
イ
ア
オ

イ
、
水
面
浮
遊
性
の
ウ
キ
グ
サ
科
の
ウ
キ
グ
サ

・
ア
オ
ウ
キ
グ

サ
、
サ
ト
イ
モ
科
の
シ
ョ
ウ
ブ

・
セ
キ
シ
ョ
ウ
、
多
年
草
草
木
で

ア
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
テ
ン
ツ
キ

・
タ
マ
カ
ヤ
ツ
リ

・
フ
ト
イ
・
ア

プ
ラ
ガ
ヤ
・
ハ
リ
イ

・
マ
ツ
バ
イ

・
サ
ン
カ
ク
イ
・
ミ
ズ
カ
ヤ
ツ

リ

・
カ
ワ
ラ
ス
ゲ
、
花
序
が
穂
を
つ
く
る
イ
ネ
科
の
ヌ
マ
ガ
ヤ

・

海
浜
の
植
物

海
浜
の
植
物
は
、
砂
地
で
塩
分
の
多
い
と
こ
ろ

に
生
育
し
、
塩
害
に
も
強
い
植
物
で
あ
る
。
国

分
市
で
は
下
井
の
海
岸
や
敷
根
の
海
岸
が
生
育
地
で
あ
る
が
、
護

岸
工
事
で
浜
辺
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
少
な
い
砂
地
に
海

浜
に
し
か
み
ら
れ
な
い
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。

0

ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
（
マ
メ
科
）
多
年
草
で
四
＼
七
月
ご
ろ
赤
紫

色
の
花
を
つ
け
、
横
に
は
う
よ
う
に
し
て
伸
び
る
。
北
海
道
で
は

古
く
か
ら
若
葉
を
食
用
に
利
用
し
て
い
る
。

0

ハ
マ
ウ
ド
（
セ
リ
科
）
は
、
ア
シ
タ
バ
に
似
て
い
る
。
葉
の

柄
に
紫
色
の
縞
が
あ
り
、
折
る
と
白

っ
ぼ
い
汁
が
出
る
。
食
べ
ら

れ
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

0

ハ
マ
ゴ
ウ
（
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
）
砂
か
ら
一
討
ぐ
ら
い
枝
を
伸

ば
し
紫
色
の
花
を
つ
け
る
。
乾
燥
し
た
果
実
を
煎
じ
て
飲
む
と
頭

痛
や
か
ぜ
に
効
く
。

0

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
（
ヒ
ル
ガ
オ
科
）
ヒ
ル
ガ
オ
に
似
て
葉
質
が

ろ
う
と

厚
く
腎
形
で
光
沢
が
あ
る
。
花
は
漏
斗
状
で
淡
紅
色
で
あ
る
。

0

ツ
ル
ナ
（
ツ
ル
ナ
科
）
三
角
形
の
葉
は
厚
く
、
き
ら
き
ら
光

っ
て
い
る
（
レ
ン
ズ
の
よ
う
な
細
胞
が
日
光
を
反
射
し
て
い
る
た

め
）
。
全
草
を
煎
じ
て
飲
む
と
胃
炎
に
効
き
、
ま
た
食
用
に
も
で

き
る
。
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第 1編 国分の自然・人口

ノ
ハ
カ
ズ
ラ
・
マ
ル
バ
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
'

国
分
市
内
に
生
育
し
て
い
る
数
少
な
い
植
物

で
、
生
育
地
が
限
ら
れ
て
い
る
主
な
も
の
を

数
少
な
い
植
物

ニ
ッ
ケ
イ
・
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
・
イ
ヌ
ビ
ワ
・
ハ
ス

こ
の
ほ
か
に
も
水
辺
の
植
物
や
塩
風
に
強
い
植
物
が
見
ら
れ

ゞ゚

る
。
ハ
マ
ス
ゲ
・
ヨ
シ
・
イ
タ
ド
リ
・
ト
ゲ
ソ
バ
・
ミ
ゾ
ソ
ノ

ま
た
岬
の
岩
場
に
は
、
ノ
イ
バ
ラ
・
ト
ベ
ラ
・
ガ
マ
ズ
ミ
・
ヤ
ブ

写真 1-38 ハマエンドウ

ツ
バ
メ
の
飛
来
で
春
の
訪
れ
を
知
り
、

写真 1-39 ツルナ

鳥

類
（
『
前
国
分
郷
土
誌
』
を
参
照
）
。

0

カ
ツ
ラ
国
分
市
野
上
部
白
尾
谷
（
標
高
三
八
〇

討
）
県
有
林
中
の
谷
川
辺
に
古
木
が
一
株
あ
っ
た
。

敷
根
小
学
校
跡
に
株
分
け
さ
れ
た
も
の
が
現
在
あ

る。0

ヤ
ッ
コ
ソ
ウ

モ
リ
は
本
戸
、

し
て
い
る
。

あ
げ
る

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
声

国
分
市
姫
城
の
城
山
（
標
高
―
二

〇
討
）
の
北
向
き
の
地
に
あ
る
。
昭
和
三
十
七
年
の

秋
、
加
治
木
高
校
の
日
置
先
生
が
採
集
さ
れ
た
。
シ

イ
ノ
キ
の
根
に
寄
生
す
る
。

そ
の
他
、
ホ
ソ
バ
ワ
ダ
ン
・
シ
マ
ク
ロ
キ
・
ハ
マ

ウ
ド
は
若
尊
鼻
に
、
イ
チ
イ
ガ
シ
は
毛
梨
野
に
、

ヤ
マ
モ
ガ
シ
・
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
は
清
水
、
ヤ
マ
ビ
ワ

は
重
久
、
ヒ
ノ
キ
バ
ヤ
ド
リ
ギ
は
止
上
神
社
、
フ
タ

リ
シ
ズ
カ
は
国
分
高
校
近
く
の
山
、
ッ
ク
シ
ゼ
リ
は
敷
根
、
ヒ
メ

コ
ウ
ガ
イ
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ハ
マ
ニ
ン
ジ
ン
は
下
井
、
サ
ツ
マ
イ
ナ

ヒ
メ
ハ
ギ
・
シ
バ
ハ
ギ
は
木
原
に
そ
れ
ぞ
れ
生
育
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写真 1-40 セイタカシギ

野
鳥
の
分
類

を
聞
く
と
雨
の
季
節
が
来
る
。
暑
い
八
月
の
終
わ
り
、
青
空
に
シ

ギ
の
澄
み
き
っ
た
声
で
秋
を
感
じ
る
。
冬
は
メ
ジ
ロ
や
ウ
グ
イ
ス

が
花
の
蜜
を
求
め
て
庭
先
に
や
っ
て
来
る
。

こ
こ
「
田
園
文
化
都
市
」
国
分
は
数
多
く
の
野
鳥
た
ち
が
棲
息

し
、
四
季
折
々
に
私
た
ち
の
心
に
安
ら
ぎ
と
楽
し
み
を
与
え
て
く

れ
る
。
周
辺
の
緑
豊
か
な
山
々
、
清
ら
か
な
水
を
集
め
田
畑
を
潤

し
流
れ
る
河
川
、
花
を
つ
け
実
の
な
る
木
々
が
多
く
植
え
ら
れ
た

人
家
の
庭
、
ま
た
塩
田
跡
や
湿
地
が
残
る
干
拓
地
、
そ
れ
ぞ
れ
に

生
活
形
態
を
異
に
す
る
野
鳥
た
ち
が
観
察
さ
れ
る
。

え
さ

野
鳥
は
餌
を
求
め
、
繁
殖
地
を
目
指
し
移
動
す

る
。
そ
の
移
動
範
囲
が
日
本
国
外

写真 1-41 カワセミ。漢字で翡翠（ヒ

スイ）と書き，飛ぶ宝石とい

われている。小魚を餌にする

留鳥で，ダイビングの名手で

ある。

迷
鳥

旅
鳥

冬
鳥

周
年
同
一
地
域
内
に
生
息
す
る
野
鳥
。

春
、
南
か
ら
渡
っ
て
来
て
繁
殖
し
、
秋
に
帰
る
野
鳥
。

北
の
地
域
よ
り
越
冬
の
た
め
飛
来
し
、
春
に
帰
る
野
鳥
。

日
本
よ
り
も
北
の
地
域
で
繁
殖
し
、
日
本
よ
り
も
南
で

越
冬
す
る
鳥
で
春
と
秋
に
北
上
と
南
下
の
途
中
に
日
本
国

内
に
立
ち
寄
る
鳥
。

ご
く
ま
れ
に
観
察
さ
れ
、
通
常
の
移
動
コ
ー
ス
を
は
ず

れ
て
飛
来
し
た
鳥
。

夏
鳥

留
鳥

に
及
ぶ
場
合
を
「
渡
り
」
と
い
う
が
、
移
動
行
動
に
よ
り
以
下
の

ご
と
く
分
け
ら
れ
て
い
る
。

写
真
1

ー

40
の
セ
イ
タ
カ
シ
ギ

は
春
秋
の
渡
り
の
時
期
に
、
ま
れ

に
姿
を
見
せ
る
脚
線
美
を
誇
る
気

品
の
あ
る
か
わ
い
い
鳥
で
、
水
辺

の
鳥
の
代
表
で
あ
る
。

野
鳥
は
そ
の
種
に
よ
っ
て
生
息

す
る
場
所
が
決
ま
っ
て
い
て
、
野

山
を
飛
び
回
っ
て
餌
を
採
る

「
山

野
の
鳥
」
と
、
湿
地
や
川
辺
を
歩

き
な
が
ら
餌
を
探
す
「
水
辺
の
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表
1
,
20

0
夏
鳥
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
・
オ
オ
ル
リ
・
ヤ
ブ
サ
メ
・
キ
ビ
タ

・
イ
カ
ル
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ヤ
マ
ガ
ラ

0
留
鳥

国
分
で
観
察

さ
れ
る
野
鳥

国
分
で
観
察
さ
れ
る
主
な
野
鳥
を
生
息
場
所
ご

と
に
、
前
記
の
分
類
に
従
っ
て
列
記
す
る
。

〈
山
野
の
野
鳥
〉

ホ
オ
ジ
ロ
・
メ
ジ
ロ
・
ウ
グ
イ
ス
・
カ
ラ
ス
・
カ
ケ
ス

国
分
の
野
鳥

カ
イ
ッ
プ
リ
科

カ
イ
ツ
ブ
リ

カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ

ブ
リ

カ
ツ
オ
ド
リ
科

カ
ツ
オ
ド
リ

ウ

科ウ
ミ
ウ

サ

ギ

科

ヨ
シ
ゴ
イ

ゴ
イ
サ
ギ

サ
サ
ゴ
イ

ア
カ
ガ
ラ
シ
サ
ギ

ア
マ
サ
ギ

ヒチ
ュ
ウ
ヒ

ハ
ヤ
プ
サ
科

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

キ

ジ

科

コ
ジ
ュ
ケ
イ

ヤ
マ
ド
リ

キ
ジ

ツ

ル

科

ナ
ベ
ヅ
ル

ク
イ
ナ
科

ク
イ
ナ

ヒ
ク
イ
ナ

ゞ
ン
ノ

ア
カ
ア
シ
シ
ギ

ア
オ
ア
シ
シ
ギ

コ
ア
オ
ア
シ
シ
ギ

タ
カ
プ
シ
ギ

キ
ア
シ
シ
ギ

イ
ソ
シ
ギ

ソ
リ
ハ
シ
シ
ギ

オ
グ
ロ
シ
ギ

オ
オ
ソ
リ
ハ
シ
シ

ギダ
イ
シ
ャ
ク
シ
ギ

ホ
ウ
ロ
ク
シ
ギ

チ
ュ
ウ
シ
ャ
ク
シ

ギ

キ
・
ホ
ト
ト
ギ
ス

ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ

0
旅
鳥

〈住
宅
地
・
市
街
地
の
野
鳥
〉

0
留
鳥
キ
ジ
バ
ト
・
ド
バ
ト
・
カ
ラ
ス
・
ス
ズ
メ
・
ム
ク
ド
リ

・
モ
ズ
・
コ
ゲ
ラ

ホ
ト
ト
ギ
ス
科

ホ
ト
ト
ギ
ス

フ
ク
ロ
ウ
科

コ
ミ
ミ
ズ
ク

オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク

ア
オ
バ
ズ
ク

フ
ク
ロ
ウ

ヨ
タ
カ
科

ヨ
タ
カ

ア
マ
ツ
バ
メ
科

ヒ
メ
ア
マ
ツ
バ
メ

ア
マ
ツ
バ
メ

カ
ワ
セ
ミ
科

ヤ
マ
セ
ミ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
科

サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ

ヒ
ヨ
ド
リ
科

ヒ
ヨ
ド
リ

モ

ズ

科

モ
ズ

ア
カ
モ
ズ

レ
ン
ジ
ャ
ク
科

キ
レ
ン
ジ
ャ
ク

ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク

カ
ワ
ガ
ラ
ス
科

カ
ワ
ガ
ラ
ス

ミ
ソ
サ
ザ
イ
科

ミ
ソ
サ
ザ
イ

ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

メ
ジ
ロ
科

メ
ジ
ロ

ホ
オ
ジ
ロ
科

ホ
オ
ジ
ロ

ホ
オ
ア
カ

カ
シ
ラ
ダ
カ

ノ
ジ
コ

ア
オ
ジ

シ
ベ
リ
ア
ジ
ュ

リ

ンオ
オ
ジ
ュ
リ
ン

ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ

ア
ト
リ
科

・
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
・
ル
リ
ビ
タ
キ

0
冬
鳥
ッ
グ
ミ
・
シ
ロ
ハ
ラ
・
ウ
ソ
・
シ
メ
・
キ
ク
イ
タ
ダ
キ

鳥
」
に
大
別
で
き
る
。
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チ
ュ
ウ
サ
ギ

コ
サ
ギ

ク
ロ
サ
ギ

ア
オ
サ
ギ

ム
ラ
サ
キ
サ
ギ

ト

キ

科

ク
ロ
ト
キ

ガ
ン
カ
モ
科

コ
ク
ガ
ン

オ
シ
ド
リ

マ
ガ
モ

カ
ル
ガ
モ

コ
ガ
モ

ヒ
ド
リ
ガ
モ

オ
ナ
ガ
ガ
モ

シ
マ
ア
ジ

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ

ワ
シ
タ
カ
科

ミ
サ
ゴ

ト
ビ

ツ
ミ

ハ
イ
タ
カ

サ
シ
バ

ハ
イ
イ
ロ
チ
ュ
ウ

レ
ン
カ
ク
科

レ
ン
カ
ク

タ
マ

シ
ギ
科

タ
マ
シ
ギ

チ
ド
リ
科

コ
チ
ド
リ

イ
カ
ル
チ
ド
リ

シ
ロ
チ
ド
リ

メ
ダ
イ
チ
ド
リ

ム
ナ
グ
ロ

ダ
イ
ゼ
ン

タ
ゲ
リ

シ

ギ

科

キ
ョ
ウ
ジ
ョ
シ
ギ

ト
ウ
ネ
ン

ヒ
バ
リ
シ
ギ

オ
ジ
ロ
ト
ウ
ネ
ン

ウ
ズ
ラ
シ
ギ

ハ
マ
シ
ギ

オ
バ
シ
ギ

ヘ
ラ
シ
ギ

エ
リ
マ
キ
シ
ギ

キ
リ
ア
イ

オ
オ
ハ
シ
シ
ギ

ツ
ル
シ
ギ

ヤ

マ

シ

ギ

ア

カ

シ

ョ

ウ

ビ

ン

ヒ
タ
キ
科

タ

シ

ギ

カ

ワ

セ

ミ

ル

リ

ビ

タ

キ

オ
オ
ジ
シ
ギ

キ
ッ
ツ
キ
科

ジ

ョ

ウ

ビ

タ

キ

ク

サ

シ

ギ

ア

リ

ス

イ

ノ

ビ

タ

キ

セ
イ
タ
カ
シ
ギ
科

ア

オ

ゲ

ラ

イ

ソ

ヒ

ヨ

ド

リ

セ

イ

タ

カ

シ

ギ

オ

オ

ア

カ

ゲ

ラ

ト

ラ

ッ

グ

ミ

ヒ
レ
ア
シ
シ
ギ
科

コ

ゲ

ラ

シ

ロ

ハ

ラ

ア
カ
エ
リ
ヒ
レ
ア

ヒ
バ
リ
科

ッ

グ

ミ

シ

シ

ギ

ヒ

バ

リ

ヤ

ブ

サ

メ

ツ

バ

メ

チ

ド

リ

科

ツ

バ
メ
科

ウ
グ
イ
ス

ツ

バ

メ

チ

ド

リ

シ

ョ

ウ

ド

ウ

ツ

バ

オ

オ

ヨ

シ

キ

リ

カ
モ
メ
科

メ

キ

ク

イ

タ

ダ

キ

ユ

リ

カ

モ

メ

ッ

パ

メ

セ

ッ

カ

セ

グ

ロ

カ

モ

メ

コ

シ

ア

カ

ツ

バ

メ

キ

ビ

タ

キ

オ

オ

セ

グ

ロ

カ

モ

イ

ワ

ツ

バ

メ

ォ

ォ

ル

リ

メ

セ
キ
レ
イ
科

サ

ン

コ

ウ

チ

ョ

ウ

ウ

ミ

ネ

コ

ッ

メ

ナ

ガ

セ

キ

レ

エ
ナ
ガ
科

エ
ナ
ガ

ク

ロ

ハ

ラ

ア

ジ

サ

イ

ツ
リ
ス
ガ
ラ
科

シ

キ

セ

キ

レ

イ

ツ
リ
ス
ガ
ラ

ア

ジ

サ

シ

ハ

ク

セ

キ

レ

イ

シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
科

コ

ア

ジ

サ

シ

セ

グ

ロ

セ

キ

レ

イ

ヒ
ガ
ラ

ハ

ト

科

ビ
ン
ズ
イ

ヤ
マ
ガ
ラ

キ

ジ

バ

ト

ム

ネ

ア

カ

タ

ヒ

バ

リ

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

ア
オ
バ
ト

s‘ 

ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科

ド

バ

ト

タ

ヒ

ー

リ

計
四
六
科
一
七
一
種

ア
ト
リ

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

マ
ヒ
ワ

ベ
ニ
マ
シ
コ

ウ
ソ

コ
イ
カ
ル

イ
カ
ル

シ
メ

ハ
タ
オ
リ
ド
リ
科

ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ

メス
ズ
メ

ム
ク
ド
リ
科

コ
ム
ク
ド
リ

ム
ク
ド
リ

カ
ラ
ス
科

カ
ケ
ス

ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

ハ
シ
プ
ト
ガ
ラ
ス
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0

迷
鳥

〈
海
上
の
鳥
〉

オ
ア
シ
シ
ギ
・
ツ
ル
シ
ギ

0

旅
鳥

0
冬
鳥

0
夏
鳥

チ
ド
リ
・
コ
ア
ジ
サ
シ

ア
オ
サ
ギ
・
タ
ゲ
リ
・
マ
ガ
モ
・
ヒ
ド
リ
ガ
モ
・
チ
ュ

ウ
ヒ
・
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
・
コ
ミ
ミ
ズ
ク

ア
マ
サ
ギ
・
メ
ダ
イ
チ
ド
リ
・
ム
ナ
グ
ロ
・
キ
ョ
ウ

ジ
ョ
シ
ギ
・
ト
ウ
ネ
ン
・
ヘ
ラ
シ
ギ
・
タ
カ
ブ
シ
ギ
・
ア

ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
・
レ
ン
カ
ク
・
ク
ロ
ト
キ

カ
ツ
オ
ド
リ
・
ユ
リ
カ
モ
メ
・
ウ
ミ
ネ
コ

野
鳥
の
観
察

野
鳥
の
観
察
は
、
と
に
か
く
野
外
に
出
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
。
初
め
は
見
晴
ら
し
の
良
い
川
筋

ヨ
シ
ゴ
イ
・
サ
サ
ゴ
イ
・
カ
ル
ガ
モ
・
ヒ
ク
イ
ナ
・
コ

レ
イ

・
バ
ン
・
タ
マ
シ
ギ
・
ヤ
マ
セ
ミ
・
カ
ワ
セ
ミ
・
キ
セ
キ

0

旅
鳥

〈
水
辺
•
干
拓
地
の
野
鳥
〉

0

留
鳥

コ
ム
ク
ド
リ
・
ア
リ
ス
イ

0

夏
鳥

0

冬
鳥

ク
セ
キ
レ
イ

カ
イ
ツ
ブ
リ
・
ゴ
イ
サ
ギ
・
コ
サ
ギ
・
ミ
サ
ゴ
・
キ
ジ

ア
オ
ジ
・
ッ
グ
ミ
・
シ
ロ
ハ
ラ
・
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
・
ハ

ツ
バ
メ
・
ア
オ
バ
ズ
ク
・
ア
カ
モ
ズ

や
干
拓
地
が
適
当
で
あ
る
。
五
＼
八
倍
の
小
さ
な
双
眼
鏡
が
使
い

や
す
く
、
目
標
に
素
早
く
ピ
ン
ト
を
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
幾

｀
度
か
同
じ
場
所
に
出
か
け
る
と
、
大
体
ど
こ
に
、
い
つ
ご
ろ
、
ど

う
い
う
鳥
が
現
れ
る
か
に
気
づ
く
（
私
の
体
験
で
は
、
カ
ワ
セ
ミ

は
毎
回
同
じ
枝
に
、
同
じ
時
間
に
止
ま
っ
て
い
た
）
。
ま
た
、
野

鳥
は
繁
殖
期
以
外
に
も
餌
場
の
”
な
わ
ば
り
“
を
持
ち
、

一
度
姿

を
現
す
と
、
飛
び
去
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ま
た
元
の
と
こ

ろ
に
戻
っ
て
来
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
各
人
の
経
験
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
野
鳥
に
出
会
え

る
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
野
鳥
の

棲
家
が
分
か
れ
ば
、
五
〇
討
く
ら
い
離
れ
て
い
て
も
野
鳥
観
察
用

の
テ
レ
ス
コ
ー
プ
（
二
〇
＼
五

0
倍
）
を
用
意
す
る
と
、
野
鳥
の

か
わ
い
い
表
情
、
輝
く
瞳
、
美
し
い
羽
模
様
、
愛
嬌
の
あ
る
動
作

を
手
に
取
る
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
と
き
か
ら
野
鳥
の

”
と
り
こ
“
に
な
っ
て
し
ま
う
。

も
っ
と
近
く
で
野
鳥
を
自
然
の
状
態
で
観
察
し
た
く
な
れ
ば
、

や
や
本
格
的
に
な
る
が
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
（
観
察
用
テ
ン
ト
）
を
用

意
す
る
と
よ
い
。

シ
ギ
や
チ
ド
リ
は
一
認
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
餌

を
つ
い
ば
み
、
羽
づ
く
ろ
い
を
す
る
。
観
察
用
の
窓
か
ら
顔
を
出

し
て
も
人
間
と
は
思
わ
な
い
よ
う
で
、
き
ょ
と
ん
と
見
て
い
る
こ
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と
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
野
鳥
の
観
察
は
で
き
る
だ
け
一
人
で
行
う
こ
と
を
勧

め
た
い
。
同
じ
箇
所
で
思
う
存
分
観
察
で
き
る
し
、
場
所
を
好
き

な
時
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
最
も
大
き
な
理
由
は
、

大
勢
で
ど
や
ど
や
と
野
鳥
の
棲
家
に
踏
み
込
む
こ
と
は
、
野
鳥
た

ち
に
恐
怖
心
を
抱
か
せ
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
く
な
る
可
能
性
が

生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

野
外
で
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
野
鳥
に
出
会
う
こ
と

は
、
観
察
者
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で
あ
る
。
も
し
鳥
名

が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
鳥
の
特
徴
を
よ
く
覚
え
て
お

き
、
帰
宅
後
で
き
る
だ
け
早
く
鳥
類
図
鑑
や
、
野
鳥
写
真
集
を
調

ベ
鳥
名
を
見
つ
け
る
と
喜
び
が
倍
加
し
、
一
度
で
そ
の
鳥
の
専
門

家
に
な
れ
る
だ
ろ
う
。

つ
が
い

あ
る
と
き
、
二
番
の
カ
モ
を
見
つ
け
、
姿
か
た
ち
は
確
か
に
オ
ナ

ガ
ガ
モ
で
あ
る
が
、
雄
の
腹
部
の
色
が
黄
色
で
一
羽
ず
つ
そ
の
濃
淡

が
異
な
っ
て
お
り
、
不
思
議
に
思
い
何
枚
も
写
真
を
撮
っ
て
帰
っ

た
。
調
べ
て
み
る
が
オ
ナ
ガ
ガ
モ
の
腹
部
は
白
色
の
も
の
だ
け
で
新

種
発
見
？
と
胸
を
と
き
め
か
せ
た
が
、
そ
れ
は
渡
り
調
査
の
た
め

の
ス
プ
レ
ー
に
よ
る
マ
ー
キ
ン
グ
と
分
か
っ
た
。

九
月
の
初
め
「
ス
ピ
ィ
ー
、
ス
ピ
ィ
ー
」
と
高
く
涼
し
い
聞
き
慣

れ
な
い
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
す
る
。
声
を
追
っ
て
み
る
と
、
す
ぐ
近

く
に
紅
色
の
ス
ズ
メ
の
半
分
ほ
ど
の
鳥
が
チ
ガ
ヤ
の
枯
穂
を
く
わ
え

て
ヨ
シ
の
茎
に
止
ま
っ
て
い
る
。
「
あ
っ
ベ
ニ
ス
ズ
メ
だ
＂
こ
。
ベ
ニ

ス
ズ
メ
は
東
南
ア
ジ
ア
原
産
で
、
日
本
で
は
飼
鳥
で
あ
る
。
籠
か
ら

抜
け
出
し
自
然
に
戻
り
、
休
耕
田
の
草
藪
で
営
巣
し
て
い
る
。
し
か

も
日
本
産
の
野
鳥
で
は
考
え
ら
れ
な
い
九
月
で
あ
り
、
原
産
地
の
繁

殖
期
と
合
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ふ
と
自
分
が
遠
い
異
国
に
一

人
、
旅
し
て
い
る
気
持
ち
が
湧
い
て
き
た
。

昆
虫
（
蝶
・
ト
ン
ボ
）

国
分
市
は
鹿
児
島
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
県
内
の
平
均
的
な

昆
虫
相
の
分
布
を
し
て
い
る
。
蝶
六
三
種
、
ト
ン
ボ
ニ
三
種
、
セ

ミ
四
種
、
ク
ワ
ガ
タ
一
種
の
記
録
が
あ
る
。
と
り
た
て
て
特
種
な

虫
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
の
シ
ー
タ
テ
ハ

は
鹿
児
島
県
内
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
珍
し
い
部
類
に
な

け
ん
こ
う

る
。
ハ
ル
ニ
レ
の
葉
が
、
幼
虫
の
食
樹
で
あ
る
た
め
検
校
川
沿
い

く

ち

わ

の

に

た

ば

る

に
口
輪
野
か
ら
仁
田
原
地
区
に
か
け
て
生
え
る
ハ
ル
ニ
レ
と
分
布

が
重
な
っ
て
い
る
。
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科
の
カ
ラ
ス
シ
ジ
ミ
も
同
じ

く
ハ
ル
ニ
レ
の
つ
ぼ
み
を
幼
虫
が
食
樹
と
し
て
い
る
の
で
一
緒
に

分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
北
方
系
の
蝶
で
あ
る
。
一
方
南
方
系

の
蝶
は
近
年
、
休
耕
田
を
中
心
に
発
生
を
繰
り
返
し
て
い
る
、
タ

テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
の
タ
テ
ハ
モ
ド
キ
、
迷
蝶
と
し
て
一
時
的
な
飛
来
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I

ヤ
マ
セ
セ
リ
は
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
と
同
じ
く
春

一
番
に
現
れ
る

ミ
ん
ド
ア
ゲ
ハ
は
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
を
食
樹
と
し
て
い
る
南
方
系

蝶
で
あ
る
。

蝶

類

と
思
わ
れ
る
、

メ
ス
ア
カ
ム
ラ
サ
キ
、

ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ
、

タ
テ
ハ
モ
ド
キ
な
ど
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
、
ベ
ニ

シ
ジ
ミ
、
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ

ン
な
ど
普
通
種
が
見
ら
れ
る
。

ト
ン
ボ
類
で
は
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ
、
オ
オ
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
、

ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ
な
ど
が
南
方
か
ら
飛
来
し
て
、

思
わ
れ
る
も
の
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

一
時
的
な
発
生
と

ギ
ン
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
は
表
は
黒
っ
ぽ
い
茶
色

で
後
翅
の
裏
に
銀
色
の
す
じ
模
様
が
あ
る
小
さ
い

一
九
七

0
年
の
四
月
に
国
道
10
号
の
南
側
の
田
ん
ぼ

の
あ
ぜ
道
で
二
、

三
頭
目
撃
し
て
い
た
。
昭
和
五
十
三
年
(
-
九

七
八
）
に
再
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
広
瀬
地
区
か
ら
上
之
段
（
海
抜

二
五
0
昇
）
地
区
や
府
中
•

清
水
地
区
か
ら
春
山
原
（
海
抜
ニ
ニ

〇
討
）
、
木
原
地
区
（
海
抜
三
四
〇
切
）
な
ど
国
分
市
の
広
範
囲

で
見
ら
れ
た
。
田
ん
ぽ
の
あ
ぜ
道
の
チ
ガ
ヤ
や
春
山
地
区
で
は
杉

林
（
二
＼
三
年
生
）
の
間
に
生
え
て
い
る
ス
ス
キ
で
発
生
し
て
い

る
。
国
分
市
内
で
の
観
察
か
ら
四
月
に
第
一
化
が
発
生
し
七
月
に

第
二
化
が
見
ら
れ
る
。
九
月
下
旬
に
見
ら
れ
る
も
の
が
第
三
化
で

あ
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

ヨ
ア
オ

蝶
で
あ
る
。
木
原
台
地
の
ク
ヌ
ギ
林
で
、
三
月
ご
ろ
に
ス
ミ
レ
の

花
で
蜜
を
吸
っ
た
り
、
枯
れ
葉
の
上
で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い

る
の
が
見
ら
れ
る
。

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
は
稲
の
害
虫
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
蝶
で

あ
る
。
奈
良
田
の
田
ん
ぼ
で
初
夏
の
こ
ろ
、
「
は
ま
き
」
と
い
わ

れ
る
幼
虫
が
い
て
カ
ン
ヅ
メ
の
缶
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
つ
か

ま
え
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
幼
虫
は
チ
ガ
ヤ

で
飼
育
し
た

が
、
田
ん
ぽ
が
青
々
と
し
て
い
る
こ
ろ
は
稲
の
方
を
好
み
害
虫
と

な
る
。
こ
の
蝶
も
遠
い
距
離
を
移
動
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
る
。

ク
ロ
セ
セ
リ
は
、
夏
に
杉
林
の
木
も
れ
日
の
中
を
飛
び
回
っ
て

い
る
。
幼
虫
は
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
の
葉
を
食
べ
て
育
つ
。

川
原
の
民

家
の
庭
先
で
、
ミ
ョ
ウ
ガ
の
葉
の
上
に
止
ま
っ
て
い
る
の
を
観
察

し
た
こ
と
が
あ
る
。
九
州
特
産
の
蝶
で
あ
る
が
近
年
は
山
口
県
で

も
観
察
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。

ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
は
ツ
ッ
ジ
の
咲
く
こ
ろ
に
現
れ
る
。
ツ
ッ
ジ

の
花
が
大
好
き
で
、
国
分
運
動
公
園
や
城
山
公
園
で
よ
く
見
ら

れ
、
天
降
川
の
堤
防
沿
い
の
竹
藪
の
中
の
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
に
幼

虫
が
見
つ
か
る
。

88 



第 1章 自然と風土

の
蝶
で
あ
る
。
国
分
市
内
で
は
敷
根
あ
た
り
で
、
四
＼
五
月
の
ミ

カ
ン
の
花
が
咲
く
こ
ろ
に
蜜
を
吸
い
に
来
て
い
る
の
が
見
ら
れ

る
。
清
水
の
住
宅
地
で
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
に
六

S
七
月
ご
ろ
幼
虫
が

毎
年
見
ら
れ
る
。

ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
は
翅
の
ふ
ち
は
黒
く
て
中
は
水
色
の
蝶
で
あ

る
。
幼
虫
は
、
ク
ス
の
葉
を
食
べ
て
育
ち
、
春
先
は
ミ
カ
ン
な
ど

の
白
い
花
に
よ
く
群
が
っ
て
い
る
。
夏
に
な
る
と
セ
ン
ダ
ン
の
花

に
集
ま
っ
た
り
、
道
路
の
水
溜
ま
り
な
ど
で
吸
水
し
て
い
る
の
を

見
か
け
る
。

キ
ア
ゲ
ハ
は
、
セ
リ
科
の
植
物
を
食
べ
て
育
つ
。
清
水
の
畑
で

ニ
ン
ジ
ン
の
葉
に
幼
虫
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
人
里
よ
り
山
手
を
好
み
、
山
の
頂
上
な
ど
で
縄
張
り
を
も
っ

て
い
る
。
他
の
蝶
や
小
鳥
な
ど
が
上
を
飛
ぶ
と
追
い
か
け
て
い
っ

た
り
す
る
。

ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
は
、
黒
と
黄
色
の
し
ま
模
様
の
翅
で
よ
く
見
ら
れ

る
蝶
で
あ
る
。
三
＼
十
一
月
ま
で
四
＼
五
回
発
生
し
て
、
春
型
は

翅
の
黄
色
い
模
様
が
多
く
、
夏
型
は
黒
い
模
様
が
多
く
な
る
。
ミ

カ
ン
の
葉
に
卵
を
産
み
つ
け
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
ミ
カ
ン
に
幼
虫

が
つ
き
、
サ
ン
シ
ョ
オ
で
も
見
ら
れ
る
。

ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
は
大
型
の
黒
い
蝶
で
あ
る
。
メ
ス
は
後
の
翅

に
尾
っ
ぼ
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
い
て
、
普
通
は
な
い
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
で
た
ま
に
尾
っ
ぽ

の
あ
る
メ
ス
が
見
つ
か
る
。

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
キ
ャ
ベ
ツ
畑
で
見
ら
れ
る
蝶
で
あ
る
。

キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
く
ア
オ
ム
シ
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
で
、
三

月
か
ら
十
一
月
ま
で
六
＼
七
回
発
生
を
繰
り
返
し
い
つ
で
も
見
ら

れ
る
が
、
夏
に
な
る
と
数
が
減
る
。

ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
は
春
一
番
に
現
れ
て
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
蝶
で

あ
る
。
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
く
て
前
翅
の
先

に
黄
色
い
模
様
が
あ
る
。
飛
び
方
も
弱
々
し
く
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
ダ
イ

コ
ン
や
菜
の
花
で
蜜
を
吸
う
。
台
明
寺
渓
谷
公
園
で
は
三
月
末
よ

り
見
ら
れ
る
。

ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ
は
前
翅
の
先
に
ベ
ニ
色
の
鮮
や
か
な
模
様
の

あ
る
大
型
の
シ
ロ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
本
土
の
指
宿
、
山

川
、
佐
多
岬
を
北
限
と
し
て
い
る
南
方
系
の
蝶
で
あ
る
が
、
国
分

市
で
は
秋
に
飛
ん
で
く
る
も
の
が
た
ま
に
見
ら
れ
る
。
昭
和
六
十

一
年
(
-
九
八
六
）
九
月
二
十
三
日
清
水
の
住
宅
地
に
植
え
て
あ

る
植
樹
の
ギ
ョ
ボ
ク
ヘ
産
卵
に
訪
れ
た
メ
ス
を
採
集
し
た
こ
と
が

と
が
み

あ
る
。
翌
年
九
月
に
も
重
久
止
上
神
社
の
付
近
を
飛
ん
で
い
る
の

を
目
撃
し
た
。
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緑
樹
の
葉
の
間
に
集
団
で
じ
っ
と
し
て
冬
を
越
す
。
暖
か
い
日
に

は
時
た
ま
、
日
な
た
ぼ
っ
こ
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ま
た

も
と
の
集
団
の
中
へ
帰
っ
て
い
く
。
国
分
で
は
、
ま
だ
集
団
越
冬

し
て
い
る
の
は
観
察
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鹿
児
島
市
や
指
宿
で
は

見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
秋
の
こ
ろ
下
井
海
岸
で
南
の
ほ
う

ヘ
海
上
を
飛
ん
で
い
く
の
が
見
ら
れ
る
。

ム
ラ
サ
キ
ツ
バ
メ
も
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
と
同
じ
よ
う
に
蝶
で
冬

を
越
し
、
同
じ
よ
う
に
集
団
を
つ
く
り
一
〇
＼
五

0
頭
く
ら
い
か

た
ま
っ
て
い
る
。
幼
虫
は
ア
ラ
カ
シ
の
新
芽
を
食
べ
て
育
つ
。

ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ
は
、
表
は
青
色
で
裏
に
し
ま
模
様
の
あ
る
蝶

で
、
三
月
下
旬
か
ら
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
と
一
緒
に
、
レ
ン
ゲ
や
ダ
イ

コ
ン
の
花
の
蜜
を
吸
っ
て
い
る
。
台
明
寺
渓
谷
公
園
や
川
内
地
区

の
野
坂
な
ど
の
山
手
近
く
で
見
ら
れ
る
。

カ
ラ
ス
シ
ジ
ミ
は
鹿
児
島
県
下
で
は
大
隅
半
島
で
記
録
さ
れ
て

い
た
ほ
か
、
昭
和
四
十
九
年
(
-
九
七
四
）
に
鹿
児
島
市
内
で
見

つ
か
っ
て
い
る
。
国
分
市
内
に
も
生
息
し
て
い
な
い
か
と
、
昭
和

五
十
四
年
、
五
十
五
年
に
食
樹
の
ハ
ル
ニ
レ
が
多
く
見
ら
れ
る
口

輪
野
地
区
の
長
谷
川
沿
い
を
調
査
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
に
さ
な

ぎ
の
ぬ
け
が
ら
を
発
見
、
翌
年
に
は
生
き
た
さ
な
ぎ
を
見
つ
け
る

ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
は
蝶
の
ま
ま
で
ク
ロ
キ
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
常

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
は
五

S
六
月
に
口
輪
野
一
帯
で
毎
年
蝶

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ツ
マ
シ
ジ
ミ
は
そ
の
名
の
と
お
り
鹿
児
島
県
を
代
表
す
る
蝶

で
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年
(
-
九
五
一
）
に
福
田
晴
夫
氏
と
志
布

志
高
校
生
物
研
究
会
の
人
々
に
よ
っ
て
初
め
て
卵
、
幼
虫
、
さ
な

ぎ
と
い
う
生
活
史
が
解
明
さ
れ
た
。
こ
の
幼
虫
は
三

S
五
月
は
サ

ン
ゴ
ジ
ュ
、
ガ
マ
ズ
ミ
の
っ
ぽ
み
を
食
べ
て
育
ち
、
四

S
五
月
は

ミ
ズ
キ
、
五
＼
六
月
は
サ
ワ
フ
タ
ギ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
の
つ
ぽ
み
、
七

月
は
ミ
ミ
ズ
バ
イ
、
九
＼
十
月
は
バ
ク
チ
ノ
キ
、
十
一
月
は
ク
ロ

キ
の
つ
ぼ
み
と
季
節
に
よ
っ
て
食
べ
物
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
国
分
市
で
は
山
手
で
四
月
ご
ろ
ガ
マ
ズ
ミ
の
つ
ぼ
み
を

食
べ
て
い
る
幼
虫
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
五
月
ご
ろ
は

運
動
公
園
、
城
山
公
園
の
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
の
つ
ぼ
み
で
も
幼
虫
が
見

つ
か
る
。

ヤ
ク
シ
マ
ル
リ
シ
ジ
ミ
は
川
原
で
野
生
の
ノ
イ
バ
ラ
か
ら
、
庭

先
の
栽
培
種
の
バ
ラ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
の
バ
ラ
の
花
や
つ
ぼ
み
で

幼
虫
が
見
つ
か
る
。
三

S
十
一
月
ま
で
、
四

S
五
回
発
生
し
て
、

晩
秋
の
十
二
月
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
は
、
昭
和
四
十
三
年
(
-
九
六
八
）

に
当
時
福
山
高
校
の
橋
元
紘
爾
教
諭
が
生
物
部
の
生
徒
た
ち
と
塚
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ゴ
イ
シ
シ
ジ
ミ
は
サ
サ
に
つ
く
ア
ブ
ラ
ム
シ
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
。
幼
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
幼
虫
を
食
べ
る
肉
食
性
で
、
親
も

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
出
す
蜜
を
吸
っ
て
い
る
。
サ
サ
に
白
い
粉
を
ふ
い

た
よ
う
な
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
増
え
る
と
、
ゴ
イ
シ
シ
ジ
ミ
が
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
現
れ
て
数
が
増
え
る
。
上
之
段
の
国
道
一

0
号
の
脇

で
見
ら
れ
る
。
急
に
増
え
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
急
に
い
な
く

な
っ
た
り
す
る
蝶
で
あ
る
。

ウ
ラ
ギ
ン
シ
ジ
ミ
の
翅
は
オ
ス
の
表
が
赤
色
で
メ
ス
は
白
色
で

あ
る
が
、
裏
は
と
も
に
銀
色
な
の
で
飛
ん
で
い
る
と
き
は
ピ
カ
ピ

力
に
光
っ
て
い
る
。
夏
に
地
面
に
下
り
て
水
を
吸
っ
て
い
る
の
を

見
か
け
る
。
幼
虫
は
ク
ズ
（
か
ん
ね
ん
か
ず
ら
）
の
葉
を
食
べ
て

育
ち
、
こ
の
蝶
も
親
で
冬
を
越
す
。
清
水
で
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
の
葉

の
間
に
じ
っ
と
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
こ
と
が
あ
る
。

テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
は
、
頭
の
先
が
テ
ン
グ
の
鼻
の
よ
う
に
突
き
出

し
た
蝶
で
あ
る
。
親
で
冬
を
越
し
て
、
五
月
ご
ろ
エ
ノ
キ
の
葉
で

幼
虫
が
見
ら
れ
、
野
坂
の
長
谷
川
沿
い
で
よ
く
見
ら
れ
る
。

か
っ
た
。

脇
の
畜
産
試
験
場
で
多
数
採
集
し
て
い
る
。
ク
ヌ
ギ
林
が
周
り
に

か
な
り
広
く
見
ら
れ
た
よ
う
で
、
六
＼
七
月
で
二

0
頭
ほ
ど
記
録

が
あ
る
。
そ
の
後
は
記
録
は
な
く
、
調
査
し
た
が
見
つ
け
ら
れ
な

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
ミ
カ
ン
の
花
が
咲
く
こ
ろ
か
ら
発
生
し
て
、

夏
山
の
頂
上
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ら
れ
る
。
日
本
列
島
を
南
北
に

大
移
動
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
北
上
の
例
と
し
て
、
昭
和

五
十
五
年
(
-
九
八

0
)
五
月
三
十
一
日
に
種
子
島
で
翅
に
マ
ー

ク
を
つ
け
て
放
た
れ
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
、
七
月
十
六
日
に
―
二

0
0棧
離
れ
た
福
島
県
で
再
捕
獲
さ
れ
て
い
る
。
一
方
南
下
の
例

と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
(
-
九
八
八
）
十
月
二
日
に
愛
知
県
伊

良
湖
岬
で
マ
ー
ク
さ
れ
た
個
体
が
、
十
一
月
六
日
に
一

0
0
0
棧

離
れ
た
奄
美
大
島
で
再
捕
獲
さ
れ
た
例
な
ど
が
あ
る
。
今
ま
で
直

線
距
離
で
五
〇
棧
以
上
の
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
再
捕
獲
の
記
録
と

し
て
、
北
上
三
件
、
南
下
一
五
件
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
国
分
市

に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
の
花
が
咲
く
こ
ろ
現
れ
て
、
秋
の
こ
ろ
敷

根
の
長
尾
林
道
沿
い
で
キ
ジ
ョ
ラ
ン
の
葉
で
幼
虫
が
見
つ
か
り
、

た

し

ろ

夏
に
は
田
代
の
国
有
林
で
、
谷
間
を
飛
ん
で
い
る
の
が
見
ら
れ
た

り
す
る
。

ら
れ
、 ツ

マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
次
に
よ
く
見
か

け
る
蝶
で
あ
る
。
幼
虫
が
ス
ミ
レ
の
仲
間
で
育
つ
の
で
、
親
の
蝶

も
学
校
の
花
壇
や
人
家
の
周
り
で
見
ら
れ
る
。
学
校
の
花
壇
で
パ

ン
ジ
ー
の
葉
に
黒
い
ト
ゲ
ト
ゲ
の
幼
虫
が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
が
見

し
ば
ら
く
す
る
と
近
く
の
壁
な
ど
に
黒
っ
ぼ
く
て
金
模
様
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同
じ
く
茶
色
で
あ
る
が
、

メ
ス
は
黒
っ
ぼ
い
紺
色
で
翅
の
色
が
全

く
異
な
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
で
も
個
体
数
が
減
っ
て
な
か
な
か

見
ら
れ
な
い
蝶
で
、
霧
島
町
と
接
す
る
郡
田
地
区
の
高
松
で
六
月

ご
ろ
発
生
す
る
が
、
数
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

サ
カ
ハ
チ
チ
ョ
ウ
は
春
型
と
夏
型
で
翅
の
模
様
が
違
っ
て
い

る
。
山
手
の
川
沿
い
で
見
ら
れ
、
国
分
で
は
五
月
ご
ろ
か
ら
八
月

ご
ろ
仁
田
原
か
ら
本
戸
の
長
谷
川
沿
い
で
よ
く
見
ら
れ
る
。

シ
ー
タ
テ
ハ
は
鹿
児
島
県
で
は
め
ず
ら
し
い
蝶
で
あ
る
。
一
九

八
九
年
五
月
十
四
日
に
岩
崎
郁
雄
氏
に
よ
っ
て
野
坂
地
区
の
長
谷

川
沿
い
の
ハ
ル
ニ
レ
の
木
か
ら
三
頭
の
幼
虫
が
採
集
さ
れ
て
い

る
。
鹿
児
島
県
下
で
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
調
査
に
行
っ

た
が
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
宮
崎
県
下
で
は
低
地
か

ら
高
地
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
鹿
児
島
県
下
で
は
個
体
数

は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

コ
ム
ラ
サ
キ
は
、
幼
虫
が
ヤ
ナ
ギ
の
葉
を
食
べ
て
育
ち
、
親
も

ヤ
ナ
ギ
の
木
の
周
り
を
飛
ん
で
い
た
り
、
ク
ヌ
ギ
の
樹
液
を
求
め

て
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
集
ま
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、

一
緒
に
樹
液
を
吸
っ
て
い
る
。
敷
根
か
ら
上
之
段
へ
上
が
る
途
中

メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
は
、

オ
ス
は
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
と

の
あ
る
さ
な
ぎ
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
た
り
す
る
。

ア
オ
タ
テ
ハ
モ
ド
キ
は
南
方
系
の
迷
蝶
で
、

と
き
ど
き
国
分
市

で
よ
く
見
か
け
る
。
一
年
に
三
、
四
回
発
生
し
て
、
幼
虫
で
冬
を

越
し
、
ヤ
ナ
ギ
の
幹
の
北
側
で
樹
皮
の
割
れ
目
の
間
に
ひ
そ
ん
で

春
を
待
っ
て
い
る
。

ル
リ
タ
テ
ハ
の
幼
虫
は
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
（
か
か
ら
ん
葉
）
を

食
べ
て
育
つ
。
真
夏
に
山
道
を
歩
い
て
い
る
と
道
の
真
ん
中
に
止

ま
っ
て
縄
張
り
を
張
っ
て
い
る
。
他
の
蝶
や
ト
ン
ボ
な
ど
が
近
く

に
飛
ん
で
く
る
と
激
し
く
追
い
か
け
る
。
ま
た
コ
ム
ラ
サ
キ
と
同

じ
よ
う
に
ク
ヌ
ギ
の
樹
液
の
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
一
緒
に
翅
を
開

い
た
り
、
閉
じ
た
り
し
て
樹
液
を
吸
っ
て
い
る
。

タ
テ
ハ
モ
ド
キ
は
、
昭
和
五
十
五
年
(
-
九
八

0
)
ご
ろ
ま
で

は
南
方
系
の
迷
蝶
で
、
国
分
市
で
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
少
し
見

ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
田
ん
ぼ
の
減
反
に
よ
り
休

耕
田
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
春
か
ら
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
食
草
の
ス
ズ
メ
ノ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
休
耕
田
で
春
先
よ

り
生
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

ま
で
は
ス
ズ
メ
ノ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
秋
の
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
あ
と

に
生
え
て
い
た
。
翌
年
九
月
に
清
水
の
住
宅
地
で
、
イ
ワ
ダ
レ
ソ

ウ
の
中
に
九
頭
が
発
生
し
て
十
月
に
羽
化
し
た
。
今
日
で
は
普
通

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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ミカ オ ナ ク モ ナ キ ア ミ~ン--／-ク イ チ ミオ キ ホ コ ヒギ ア キ ダ ミ種
ヤ ラ ナ ガ ロ ン ミア オ 力 ャロ チ ャヤ ォマ ソチ メ ンォノゞ イ ヤ
マ ス ガ サ ア キ ア ゲ ス ドコ セ モ ノゞ マ チ ダ ノゞ ヤキ イ ノゞ ネ ミマ
力 ア ア キ ゲ ア ゲ ノ‘ ジ ア ゥセ ン ネ チ ャラ セ ノゞ マ チ セ セ ヨセ 名
ラ ゲ ゲ ア ノ‘ ゲ ノ‘ ア ゲ ア リジ セ ヤノゞ セ セ ネ ダ モ セ セ ウ セ
ス ノ‘ ノ‘ ゲ ノ‘ ゲ ノ‘ ゲ セ セ ノゞ ネ セ リセ ラ ンリ リセリ
ア ノ‘ Iヽ ノ‘ セ リネ セリ セ セ ジ セ
ゲ リ セ セ リセ セ リ
ノ‘ セ リ リセ

リ リ

地

名． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 誓▲ 
山

国． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 分
市

表
1
,
21

国分地方の蝶類分布表地名

ベ コ 力 トエ ノ‘ フ キ ヒア メ ウ ミア ム ム lレツ ツ ス モ ツ キ ウ モ 種
二 ツ ラ ラ ゾヤ ジ リサ イ ス ス ズ 力 ラ ラ lマ マ ジ ン マ チ ス ン
シ ノゞ ス フ ミシ ミシ マ ノ ア イ イ シ サ サ ミベ キ グ シ グ ヨキ キ
ジ メ シ シ ドミ ドマ ツ ミカ ロ ロ ジ キ キ ス チ ロ ロ ロ ウ シ チ 名
ミ ジ ジ リド リミ ミド ミオ オ ミッ シ シ チ ヨシ チ キ 口 ヨ

'‘'' ‘ ' シ リシ ドド リド ナ ナ ノゞ ジ ジ ヨウ ロ ヨチ チ ウ
ジ シ ジ リリ シ リガ ガ メ '" ' " ウ チ ウ ヨ ヨ
ミジ ミシ シ ジ シ シシ ヨ ウ ウ

ミ ジ ジ ミジ ジ ジ ウ
'：：：' ：：： '、''、' ミ

地

名． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．゚ 喜▲ 
山

国． ． ． ． ． ． ．゚ ． ． ． ． ． 篇
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シ キ サ コ イ ツ オ ウ メ ク ミオ ウ ア テ ウ 夕 ツ ヤ サ スJレヤ ウ ク ゴ 種
l夕 力 ミチ マ オ ラ スモ ドオ ラ サ ン ラ イ ノゞ ク ツ ギ リマ ラ ロイ
タ テ ノ‘ スモ グ ゥギ グ ガ リウ ギ ギ グ ギ ワ メ シ マ 夕 シ トナ シ シ
テ ノ‘ チ ジ ン 口 ラ ン ロ 夕 ヒ ラン マ チ ン ン シ マ シ 二 ジ シ ミ ジ シ 名
ノ‘ チ ジ ヒ ギ ヒヒ ヒヨ ギ スダ ヨシ ツ ジ Jレジ Jレミヽ ン、'， シ ミジ

ヨ チ ヨン ヨヨ ヨウ ンジ ラ ウ ジ ノゞ ミ リ ミリ ミジ ミ
ウ ヨウ ヒウ ウ ウ モ ス ヒ ミメ シ シ ミ

ウ モ ヨモ モ モ ン ジョ シ ジ ジ
ンウ ンン ン ヒウ ジ ミ ミ

モ ヨモ ミ
ン ウン

モ
ン

地

名

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 誓▲ 
山

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
国

● ● ● ● ● ● ● ● 篇

ク ウ サ ヤ ヒコ ク ジ ウ ヒゴ コ ス イ メ 夕 ア ）レア ヒヒ 種
ロ ス トマ メ ジ ロ ャラ メ マ ム ミシ ステ オ リカ メ オ
コ イ キ キ ジ ヤヒ ノ ナ ウ ダ ラ ナ ガ ア ノ‘ 夕 夕 テ ア ド

総
ノ 口 マ マ ャノ ヵメ ミ、フ- ラ サ ガ ケ 力 モ テ テ 夕 力 シ 名
マ コ ダ ダ ノ メ ゲ チ ジ ナ チ キ シ チ ム ドハ ノ‘ ノ‘ 夕 チ
チ ノ ラ ラ メ ヨヤ ミヨ ョラ キ モ テ ヨ
ヨマ ヒヒ ウ ノ ジ ウ ウ サ ド ノ‘ ゥ
ウチ 力 力 メ ヤ キ キ

ヨゲ ゲ ノ

計
ウ メ

地

●土着種
〇迷蝶（偶産種）

含計

゜
△ ● 名

93 2 0 91 ． ．゚ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． • 誓▲ 
山

62 5 0 57 ． ．゚ ． ． ． ． ． 
゜゚゚
． ． ． 詈
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で
も
見
ら
れ
る
。
幼
虫
は
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
を
食
べ
る
の
で
、
メ
ス

が
飛
来
し
て
一
時
的
に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
以
前
に
都
城

市
で
大
発
生
し
た
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
六
十
二
年
(
-
九
八
七
）

九
月
三
日
に
木
原
台
地
で
オ
ス
を
目
撃
し
、
九
月
八
日
に
名
波
町

の
田
ん
ぼ
で
も
オ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

メ
ス
ア
カ
ム
ラ
サ
キ
は
ス
ベ
リ
ヒ
ュ

（
ぶ
た
く
さ
）
を
幼
虫
が

食
べ
て
育
つ
。
こ
の
蝶
も
南
方
系
の
迷
蝶
で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
見
ら
れ
る
。
指
宿
あ
た
り
で
は
、
土
着
は
し
て
な
い
が
毎
年
見

ら
れ
る
。
山
の
頂
上
で
テ
リ
ト
リ
ー
（
縄
張
り
）
を
持
っ
て
い

る
。
昭
和
五
十
七
年
(
-
九
八
二
）
十
月
三
日
に
清
水
の
ソ
バ
畑

で
蜜
を
吸
っ
て
い
る
の
を
観
察
し
た
。

ク
ロ
コ
ノ
マ
は
幼
虫
が
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
の
葉
で
育
ち
、
成
虫
は
、

秋
に
熟
し
て
落
ち
た
カ
キ
の
実
の
汁
を
吸
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昼

間
は
日
陰
を
好
み
、
夕
方
活
発
に
飛
び
回
る
。

国
分
市
に
お
け
る
ト
ン
ボ
類
の
調
査
報
告
例
は
極

ト
ン
ポ
類

め
て
少
な
く
、
わ
ず
か
数
例
の
報
告
を
見
る
に
過

ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
現
在
日
本
国
内
で

二
0
八
種
（
亜
種
を
含

む
）
、
鹿
児
島
県
内
で
―
一
九
種
（
亜
種
を
含
む
）
知
ら
れ
る
中

で
国
分
市
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
三
二
種
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ま
で
に
国
分
市
内
で
記
録
さ
れ
た
種
名
及
び
産
地
、

記
録
年
を
列
記
す
る
。

〈
イ
ト
ト
ン
ボ
科
〉

コ
フ
キ
ヒ
メ
イ
ト
ト
ン
ボ

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
向
花

年
）
、
野
口
池
（
平
成
二
年
、
同
三
年
、
同
五
年
）

キ
イ
ト
ト
ン
ボ

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
向
花
（
同
五
十
一

年
）
、
野
口
池
（
平
成
二
年
、
同
四
年
、
同
五
年
）

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ
ニ
イ
ト
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
元
年
、
同
二
年
、
同
四
年
）

ア
オ
モ
ン
イ
ト
ト
ン
ボ

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
清
水
・
向
花
（
同
五

十

一
年
）
、
野
口
池
（
平
成
元
年
＼
同
五
年
）

ア
ジ
ア
イ
ト
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
二
年
、
同
四
年
）

ク
ロ
イ
ト
ト
ン
ボ

清
水
（
昭
和
五
十

一
年）

（
同
五
十

一

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
清
水
（
昭
和
五
十

一

年
）
、
野
口
池
（
平
成
元
年
＼
同
五
年
）

セ
ス
ジ
イ
ト
ト
ン
ボ
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向
花
（
昭
和
五
十
二
年
）

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
元
年
、
同
二
年）

〈
ヤ
ン
マ
科
〉

野
口
池
（
平
成
四
年
）

〈
カ
ワ
ト
ン
ボ
科
〉

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）

〈
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
科
〉

オ
オ
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ

コ
シ
ボ
ソ
ヤ
ン
マ

マ
ル
タ
ン
ヤ
ン
マ

野
口
池
（
平
成
四
年
）

ギ
ン
ヤ
ン
マ

ク
ロ
ス
ジ
ギ
ン
ヤ
ン
マ

オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ

〈
モ
ノ
サ
シ
ト
ン
ボ
科
〉

モ
ノ
サ
シ
ト
ン
ボ

（
大
青
糸
ト
ン
ボ
）

野
口
池
（
平
成
元
年
＼
平
成
五
年
）

国
分
高
校
内
（
昭
和
五
十
七
年
）

〈
エ
ゾ
ト
ン
ボ
科
〉

シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

オ
オ
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
元
年
、
同
二
年
、
同
五
年
）

ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
五
年
）

コ
フ
キ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
五
年
）

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
元
年
＼
同
五
年
）

マ
ュ
タ
テ
ア
カ
ネ

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
野
口
池
（
平
成
元
年

S
同
五
年
）

オ
オ
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
二
年
）

ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
二
年
、
平
成
三
年
S
同
五
年
）

野
口
池
（
平
成
四
年
）

〈
ト
ン
ボ
科
〉

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
野
口
池
（
平
成
五
年
）

6
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ヤ ミ ム ム オ ミ ノ‘ ア 卜 ホ 才 ア モ セ 才 ク ア ア ベ キ ホ モ コ 科

マ ヤ 力 力 才 シ ヤ グ 才 ゲ ソ 才 才 ノ ス才 口 ジ 才 ィ ソ l フ 讐サ マ シ シ 力 力 マ 口 Iヽ 才 ミ ァィサ ジ ィィァモ ィ 卜 ミ 卜 キ
ナ サ ャ 卜 ワ ワ ヵ 卜 ダ 卜才 才 ト シ イ 卜 卜イ ン 卜 卜イ ン ヒ＇ .・-・ • 工 ナ ン ン 卜 卜 ワ ン 卜 ン ツ イ トト 卜 卜 卜 卜イ 卜 ン 卜イ メ

工 マ ボ ン ン 卜 ボ ン ボ ネ 卜 ンン 卜 ン ン 卜 卜 ン ボ 卜 卜ィ
ポ ボ ン ボ ン トボ ボ ン ボ ボ ン ト ボ ン ト 卜

ボ ト ン ポ ボ ン ポ ン ト 地
ンボ ポ ボ ン
ボ ポ 名． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 誓

山． ． ． ． ． ． ． 冒
ノ‘ トタ オ キ コ ク ギ オ ヤ ミコ サ オ 夕 コ オ ヒ ク ダ 夕 フ オ ア 科

ラ ラ 力 オ イ ヤ ロ ン オ ブ Jレシ ラ イ 才 ジ メ 口 ビベ 夕 ナ オ 喜ビ フ ネ ヤ ロ マ スヤ Jレヤ ン ボ サ ヤ ワ 口 ク サ ドサ スガ サ
口 トト マ ヤ ト ジ ン リ ン ヤ ソ ヤ ンン ヤ サ ロ ナ サ ナ ジ サ ナ

• 亜-• 

卜 ン ン 卜マ ン ギ マ ボ マ ン ャ ン マ ゥ ン ナ サ 工 ナ 工 サ ナ 工 悶.• ン ボ ボ ン 卜 ボ ン シ マ ン マ チ マ 工 ナ 工 ナ 工

ボ ポ ン ャ ャ マ ヮ 工 工

ボ ン ン ャ 地
マ マ ン

マ 名． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 1 
国． ． ． ． ． ． 篇

表

1
1
22

国分地方のトンボ類分布表

ウ チ コ ネ キ リコ ノ ミヒ マ マ ナ 夕 ア シ ノ‘ ヨ 才 シ ノ‘ シ 才 科
ス ヨ シ キ 卜ス ノ シ ヤ メ イ ユ ツ イ キ ヨ ツ ツ 才 才 ラ 才 才 悶ノゞ ウ ア 卜 ン ア シ メ マ ア コ 夕 ア リ ア ウ チ ボ シ ヤ ボ 力 ノ‘

キ トキ ン ボ 力 メ トア 力 ア テ 力 ク 力 ジ ヨシ 才 ト ソ ラ ラ ~ 
トン ト ボ ネ 卜 ン 力 ネ 力 ア ネ ア ネ ヨ ウ 卜 力 ン 卜 卜 ビ

悶三 一 → ン ボ ン ン ボ ネ ネ 力 力 ウ 卜 ン ラ ボ ン ン 口

ボ ボ ボ ネ ネ ト ン ボ 卜 ボ ポ 卜
ンポ ン ン 地
ボ ボ ボ

名． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ! ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 誓
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チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
野
口
池
（
平
成
元
年
、

同
二
年
、
同
四
年
、
同
五
年
）

ハ
ネ
ビ
ロ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
二
年
）

ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ

野
口
池
（
平
成
元
年
＼
同
五
年
）

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
野
口
池
（
平
成
三
年
、

同
五
年
）

キ
ト
ン
ボ

マ
イ
コ
ア
カ
ネ

清
水
（
昭
和
五
十
一
年
）
、
野
口
池
（
平
成
元
年
、
同
四
年
）

ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ

清
水
（
昭
和
五
十
一
年
）

リ
ス
ア
カ
ネ

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
野
口
池
（
平
成
二
年
）

野
口
池
（
平
成
四
年
）

コ
シ
ア
キ
ト
ン
ボ

清
水
弟
子
丸
池
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
野
口
池
（
平
成
二
年
、

同
四
年
）

四
水
生
生
物

記
録
さ
れ
て
い
る
ト
ン
ボ
類
は
止
水
性
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
河
川
等
に
見
ら
れ
る
流
水
性
の
ト
ン
ボ
類
は
ほ
と
ん
ど
未
調

査
の
状
態
で
あ
る
。

記
録
種
の
中
で
、
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
オ
オ
ハ
ラ
ビ

ロ
ト
ン
ボ
（
九
州
本
土
で
は
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
の
各
県
及
び

沖
縄
本
島
以
南
の
南
西
諸
島
に
分
布
す
る
が
、
産
地
は
少
な
い
）
、

ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ
（
西
南
日
本
で
は
産
地
が
少
な
い
）
、
ミ
ヤ
マ

ア
カ
ネ
（
県
本
土
の
主
に
山
地
に
生
息
す
る
が
産
地
は
少
な
い
）

な
ど
が
あ
る
が
、
追
記
録
が
な
く
、
特
に
オ
オ
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ

は
そ
の
後
の
調
査
で
も
発
見
で
き
な
い
こ
と
か
ら
偶
産
種
の
可
能

性
が
高
い
。

こ
の
他
国
分
市
に
は
天
降
川
及
び
そ
の
支
流
、
検
校
川
、
高
橋

川
な
ど
河
川
が
多
く
、
流
水
域
の
ト
ン
ボ
類
も
多
い
と
思
わ
れ
る

の
で
早
い
時
期
に
調
査
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

国
分
市
は
西
に
天
降
川
を
、

る
。
そ
し
て
南
側
は
鹿
児
島
湾
に
面
し
、

ほ
ぽ
中
央
に
検
校
川
を
持
っ
て
い

か
つ
て
こ
こ
に
は
白
砂

青
松
の
自
然
の
砂
浜
が
延
々
と
発
達
し
て
い
た
が
、
今
は
防
波
堤

が
そ
れ
に
と
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
。

最
近
、

治
水
工
事
に
際
し
て
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天
降
川
は
、
横
川
町
山
ヶ
野
国
見
岳
に
源

を
発
し
、
栗
野
・
牧
園

・
霧
島

・
溝
辺

・

国
分
の
各
市
町
を
貫
い
て
流
れ
、
隼
人
町
内
の
新
川
と
な
っ
て
鹿

児
島
湾
に
注
ぐ
二
級
河
川
で
あ
る
。
本
流
の
総
延
長
は
約
四
二
棧

に
達
し
、
流
程
面
積
は
約
四
―
一
平
方
樟
あ
る
。
一
方
検
校
川

は
、
国
分
市
川
原
に
そ
の
源
を
発
し
、
市
の
中
央
を
流
れ
て
鹿
児

島
湾
へ
と
注
ぐ
。
そ
の
総
延
長
は
約
七
棧
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ

の
河
川
の
魚
類
や
エ
ビ

・
カ
ニ
類
に
関
す
る
調
査
は
、
昭
和
三
十

天
降
川
・
検
校
川

の

水

生

生

物

「
親
水
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
元

来
、
私
た
ち
は
意
識
せ
ず
に
こ
の
「
親
水
」
の
姿
勢
を
持
っ
て
自

然
と
接
し
て
き
た
。
そ
し
て
川
や
海
、
水
田
や
用
水
、
岩
場
や
砂

浜
な
ど
で
、
水
に
依
存
し
て
生
活
し
て
い
る
生
物
（
水
生
生
物
）

と
も
親
し
ん
で
き
た
。

水
生
生
物
に
は
、
タ
ガ
メ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
の
水
生
昆
虫
、

ア
ユ
や
キ
ビ
ナ
ゴ
な
ど
の
魚
類
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
や
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど

の
エ
ビ

・
カ
ニ
類
、
マ
テ
ガ
イ
や
ア
サ
リ
な
ど
の
貝
類
、
そ
し
て

釣
り
の
餌
な
ど
に
使
わ
れ
る
ゴ
カ
イ
類
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
本
項

で
は
、
今
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
資
料
と
実
地
観
察
を
基
に
、

天
降
川、

検
校
川
、
下
井

・
敷
根
海
岸
の
干
潟
に
見
ら
れ
る
水
生

生
物
に
つ
い
て
主
に
述
べ
る
。

九
年
(
-
九
六
四
）
と
昭
和
四
十
八
年
(
-
九
七
三
）
に
行
わ
れ

て
か
ら
は
、
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の

二
〇
＼
三

0
年
間
に
水
生
生
物
の
組

成
、
特
に
淡
水
産
生
物
の
生
息
状
況
に
変
化
が
起
き
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。

〈魚
類
〉

毎
年
六
月
一
日
に
な
る
と
、
天
降
川
に
は
ア
ユ
を
求
め
て
多
く

の
太
公
望
が
釣
り
糸
を
垂
ら
す
。
天
降
川
や
検
校
川
で
真
っ
先
に

思
い
出
さ
れ
る
の
が
こ
の
ア
ユ
で
あ
る
。

ア
ユ
は
、

県
内
各
河
川

と
も
中
流
の
優
先
種
と
し
て
、
多
数
生
息
し
て
い
る
。
ご
存
じ
の

よ
う
に
、

川
の
下
流
＼
河
口
域
で
産
卵
・
孵
化
し
（
本
県
で
は
十

一
月
中
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
）
、
仔
魚
は
海
へ
流
下
し
、
し
ば
ら

く
海
で
成
長
し
て
か
ら
再
び
川
を
遡
上
す
る
、
い
わ
ゆ
る
淡
水
性

両
側
回
遊
魚
で
あ
る
。

天
降
川
や
検
校
川
は
、

毎
年
数
多
く
の
天
然
稚
魚
が
遡
上
す
る

川
と
し
て
知
ら
れ
て
い
て
、
県
内
で
も
有
数
の
天
然
種
苗
の
供
給

河
川
と
な

っ
て
い
る
。
県
水
産
振
興
課
の
資
料
に
よ
る
と
、
天
降

川
水
系
の
日
当
山
天
降
川
漁
協
と
松
永
漁
協
お
よ
び
検
校
川
漁
協

に
お
け
る
過
去
四
年
間
の
稚
ア
ユ
出
荷
実
績
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
七

O
O
S
三
三
0
0
認
一
四

O
O
S

一
八
0
0
~
、
お
よ
び
五
0
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〇
\
―

1
0
0
~
で
あ
る
。
た
だ
出
荷
実
績
は
、
出
荷
先
と
の
契

約
に
よ
っ
て
変
動
す
る
た
め
、
必
ず
し
も
稚
ア
ユ
の
遡
上
量
を
反

映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
出
荷
量
だ
け

で
検
校
川
の
ほ
う
が
天
降
川
よ
り
も
そ
の
遡
上
量
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
河
川
で
は
ア
ユ
資
源
の
維
持
と
遊
漁
対
象
種

と
し
て
の
両
面
か
ら
、
毎
年
、
天
降
川
で
は
二
四
万
尾
前
後
、
検

校
川
で
は
五
万
＼
七
万
尾
の
種
苗
(
-
尾
の
体
重
は
約
五
咳
）
が

放
流
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
苗
放
流
量
と
遡
上
量
と
を
比
較
す
る

と
、
放
流
量
の
二
＼
三
倍
の
ア
ユ
が
、
三

0
年
前
と
変
わ
ら
ず
現

在
も
遡
上
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
近
年

は
、
ア
ュ
の
産
卵
場
と
な
る
下
流
域
の
平
瀬
が
、
水
害
や
河
川
改

修
工
事
な
ど
に
よ
り
、
直
接
・
間
接
的
に
影
響
を
受
け
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
恒
久
的
な
ア
ユ
の
資
源
維
持
の
た
め
に
も
平
瀬
の
保

存
は
大
事
で
あ
ろ
う
。

タ
カ
ハ
ヤ
は
、
地
理
的
に
は
広
い
分
布
域
を
持
っ
て
い
る
が
、

ど
の
河
川
で
も
ほ
ぼ
上
流
域
に
限
っ
て
生
息
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
ア
ブ
ラ
メ
と
も
呼
ば
れ
る
コ
イ
科
の
魚
類
で
、
コ
イ
科
の
魚

類
の
中
で
も
冷
水
域
に
棲
み
、
平
瀬
が
な
く
な
り
岩
や
岩
盤
が
露

出
す
る
渓
流
の
様
相
を
示
す
流
域
で
は
、
こ
の
タ
カ
ハ
ヤ
が
優
先

種
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
ヤ
マ
メ
や
ニ
ジ
マ
ス
の
放
流
適
地
の
指

標
種
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
天
降
川
で
は
昭
和
六
十
二
年
（
過
去

-
0年
間
に
こ
の
年
の
み
）
に
五

0
0
0尾
の
ヤ
マ
メ
種
苗
（
一

尾
の
体
重
は
約
五
弩
）
が
放
流
さ
れ
、
上
流
の
霧
島
川
で
は
ニ
ジ

マ
ス
が
放
流
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の

魚
種
が
定
着
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
従
来
の
日
本
各
地
の

事
例
を
考
え
る
と
ほ
と
ん
ど
期
待
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し

ろ
放
流
事
業
そ
の
も
の
が
生
態
系
に
与
え
る
影
響
の
ほ
う
が
問
題

で
、
放
流
に
関
し
て
は
慎
重
す
ぎ
る
ほ
ど
慎
重
で
あ
っ
た
ほ
う
が

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
ワ
ム
ツ
は
県
内
の
多
く
の
河
川
か
ら
知
ら
れ
て
い
て
、
天
降

川
妙
見
や
泉
帯
橋
付
近
で
も
見
ら
れ
、
比
較
的
上
流
の
平
瀬
に
主

に
棲
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
よ
り
上
流
域
で
は
タ
カ
ハ
ヤ
と
共
存

し
て
い
て
、
中
流
域
で
は
オ
イ
カ
ワ
と
共
存
し
て
い
る
。
オ
イ
カ

ワ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
河
川
の
中
流
域
の
平
瀬
に
最
も
普
通
に
見
ら

れ
、
川
幅
が
広
く
、
瀬
つ
き
ア
ユ
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
オ
イ
カ

ワ
も
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
カ
ワ
ム
ツ
の
生
息
地
よ
り

も
下
流
に
主
に
棲
ん
で
い
る
よ
う
で
、
泉
帯
橋
付
近
で
は
見
ら
れ

る
が
妙
見
付
近
で
は
見
ら
れ
な
い
。

コ
イ
は
、

天
降
川
や
検
校
川
の
よ
う
に
漁
業
権
の
設
定
さ
れ
て
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い
る
河
川
で
は
重
要
な
増
殖
対
象
魚
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

天
降
川
で
は
最
近
三
年
間
に
体
重
二

0
咳
の
種
苗
が
四
万
五

0
0

〇
＼
六
万

一
五

0
0尾
放
流
さ
れ
、
検
校
川
で
は
過
去
三
年
間
に

毎
年
一
万
二
五

0
0尾
の
種
苗
放
流
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
淵
や
よ
ど
み
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
の
は
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
産
卵
場
や
自
然
繁
殖
の
報
告
は
な

、。
’
>
 

一
方
、
県
内
で
見
ら
れ
る
フ
ナ
は
ギ
ン
プ
ナ
で
、
流
れ
の
緩
や

か
な
と
こ
ろ
や
よ
ど
み
な
ど
に
多
く
生
息
し
て
い
て
、
県
内
の
河

川
の
中
流
・
下
流
に
分
布
す
る
。
天
降
川
で
は
フ
ナ
は
増
殖
対
象

魚
と
さ
れ
て
お
り
、
過
去
三
年
間
に
毎
年
一
万
六

0
0
0
か
ら
二

万
尾
の
種
苗
(
-
尾
の
体
重
は
約

一
〇
弩
）
が
放
流
さ
れ
て
い

る
。
県
内
多
く
の
河
川
や
湖
沼
で
放
流
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く

は
ヘ
ラ
ブ
ナ
で
あ
る
が
、
天
降
川
で
は
ま
だ
ヘ
ラ
ブ
ナ
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ナ
マ
ズ
は
、
河
川
の
中
流
や
こ
こ
に
連
な
る
水
路
な
ど
に
棲
ん

で
い
る
が
、
天
降
川
で
は
野
口
橋
付
近
で
チ
ョ
ウ
チ
ン
網
を
使
っ

て
や
っ
と
採
集
で
き
る
ぐ
ら
い
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

ウ
ナ
ギ
は
、
生
息
環
境
に
対
す
る
耐
性
が
強
い
う
え
に
、
養
殖
・

増
殖
対
象
魚
と
し
て
積
極
的
に
種
苗
放
流
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
多
く
の
河
川
で
そ
の
生
息
を
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
天
降

川
で
は
体
重
二
弩
の
種
苗
が
過
去
三
年
間
に
毎
年
七
万

S
八
万

尾
、
検
校
川
で
は
一
万
尾
放
流
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ラ
は
、
海
産
魚
で
あ
り
な
が
ら
感
潮
域
・
汽
水
域
の
上
限
ま

で
遡
上
す
る
。
天
降
川
で
も
か
な
り
中
流
の
と
こ
ろ
で
採
集
さ
れ

カ
ワ
ア
ナ
ゴ
は
、
形
は
ド
ン
コ
に
似
て
い
る
が
、
卵
か
ら
孵
化

す
る
と
す
ぐ
に
海
に
下
り
仔
魚
期
の
終
わ
り
に
な
る
と
遡
上
し
て

底
生
性
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
ン
コ
は
孵
化
後
は
じ
め
か
ら

底
生
性
で
あ
る
。
こ
の
習
性
の
違
い
に
関
連
し
て
、
カ
ワ
ア
ナ
ゴ

は
下
流
域
に
多
く
生
息
し
、
ド
ン
コ
は
中
流
の
小
川
や
水
路
に
多

く
生
息
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
生
息
場
所
は
非
常
に
似

て
い
て
、
植
物
の
多
い
泥
底
で
流
れ
の
緩
や
か
な
物
陰
に
潜
ん
で

単
独
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
天
降
川
・
検
校

川
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
カ
ワ
ア
ナ
ゴ
だ
け
で
あ
る
。

チ
チ
プ
は
、
小
型
の
ハ
ゼ
で
下
流
域
＼
中
流
域
に
生
息
す
る
魚

種
で
、
検
校
川
で
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
繁
殖
期
に
な
る
と
河
口

の
汽
水
域
に
下
り
て
き
て
、
そ
こ
で
産
卵
す
る
。

〈
エ
ピ
・
カ
ニ
類
〉

県
内
に
生
息
す
る
淡
水
の
エ
ビ
類
に
は
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
類
と
ヌ

た
記
録
が
あ
る
。
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マ
エ
ビ
類
が
お
り
、
昭
和
四
十
七
年
(
-
九
七
二
）
の
調
査
で
は

天
降
川
で
も
示
ナ
ガ
エ
ビ
が
チ
ョ
ウ
チ
ン
網
で
採
集
さ
れ
た
。
し

か
し
、
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
の
報
告
で
は
、
天
降
川
と
検
校

川
に
は
テ
ナ
ガ
エ

ビ
や
ミ
ナ
ミ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
な
ど
の
テ
ナ
ガ
エ
ビ

類
や
、
最
近
県
内
の
各
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
な
ど
は
見
ら
れ
ず
、
生
息
が
確
認
さ
れ
た
の
は
二
種
の
ヌ
マ
エ

ビ
類
だ
け
で
あ
っ
た
。

ミ
ゾ
レ
ヌ
マ
エ
ピ
は
、
日
本
と
韓
国
に
だ
け
分
布
し
、
県
内
に

広
く
生
息
し
て
い
る
（
写
真
1
1
4
2
)
。
卵
か
ら
孵
化
し
た
子
供

（
幼
生
）
は
塩
分
が
な
い
と
生
育
で
き
ず
、
成
長
し
た
幼
生
は
稚

写真 1-42 ミゾレヌマエビ

写真 1-43 ミナミヌマエビ

エ
ビ
に
な
る
こ
ろ
に
川
を
遡
上
す
る
。
こ
の
ミ
ゾ
レ
ヌ
マ
エ
ビ

は
天
降
川
や
検
校
川
で
は
比
較
的
下
流
域
に
生
息
し
て
い
る
。

一
方
、
ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ピ
は
、
日
本
固
有
の
エ
ビ
で
、
県
内
で

も
種
子

・
屋
久
島
な
ど
の
島
々
に
は
生
息
し
て
い
な
い
（
写
真

1
ー

43)
。
数
少
な
い
純
淡
水
産
の
エ
ビ
で
、
卵
か
ら
孵
化
し

た
子
供
は
淡
水
で
な
い
と
生
育
で
き
な
い
。
天
降
川
で
も
、
ミ

ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
は
ミ
ゾ
レ
ヌ
マ
エ
ビ
よ
り
も
上
流
に
生
息
し
て

二
と
サ
ワ
ガ
ニ
で
あ
る
。

モ
ク
ズ
ガ
ニ

は、

ヤ
マ
タ
ロ
ウ
ガ
ニ

と
か
ツ
ガ
ネ
と
も
呼
ば
れ
、
か
な
り
山
奥
の
渓
流
域
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
大
変
な
じ
み
の
あ
る
カ
ニ
で
あ
る
。
両
方
の
ハ
サ
ミ

脚
の
全
面
を
覆
う
よ
う
に
長
い
毛
が
密
に
生
え
て
い
る
の
が
特
徴

の
―
つ
で
あ
る
。
秋
に
な
る
と
河
ロ
へ
下
り
て
い
き
、
そ
こ
で
産

卵
す
る
。
孵
化
し
た
子
供
は
海
で
生
育
し
、
メ
ガ
ロ
パ
に
成
長
す

る
と
川
を
遡
上
す
る
。
北
薩
の
川
内
川
で
は
こ
の
モ
ク
ズ
ガ
ニ
は

増
殖
対
象
種
と
し
て
毎
年
種
苗
放
流
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
に

は
食
べ
る
た
め
に
漁
獲
さ
れ
る
が
、
天
降
川

・
検
校
川
で
は
食
べ

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

サ
ワ
ガ
ニ

は
、
純
淡
水
産
の
カ
ニ
で
、
子
供
は
塩
分
の
あ
る
水

淡
水
産
の
カ
ニ
類
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

い
る
。

モ
ク
ズ
ガ
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の
中
で
は
生
育
で
き
な
い
。
ま
た
、
卵
か
ら
は
親
と
同
じ
形
で
孵

化
す
る
。
サ
ワ
ガ
ニ
も
モ
ク
ズ
ガ
ニ
も
肺
吸
虫
の
中
間
宿
主
と
し

て
知
ら
れ
て
い
て
、
食
べ
る
と
き
に
は
十
分
気
を
つ
け
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
猪
も
サ
ワ
ガ
ニ
を
好
ん
で
食
べ
る
よ
う
な
の
で
、

し
し
肉
を
食
べ
る
と
き
に
も
こ
の
寄
生
虫
に
は
気
を
つ
け
た
ほ
う

〈
そ
の
他
の
動
物
〉

貝
類
の
カ
ワ
ニ
ナ
は
、
河
川
の
本
流
・
支
流
、
水
路
、
水
田
を

問
わ
ず
、
淡
水
域
全
域
に
広
く
生
息
し
て
い
る
。
な
か
で
も
水
量

の
安
定
し
た
、
水
田
側
溝
な
ど
の
よ
う
な
保
護
さ
れ
た
と
こ
ろ
に

多
く
生
息
す
る
よ
う
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
巻
き
貝
は
右
巻
き
で
あ
る
が
、
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
は

左
巻
き
で
あ
る
。
こ
の
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
が
天
降
川
妙
見
温
泉
上
流

の
犬
飼
の
滝
の
滝
つ
ぼ
近
く
で
生
息
す
る
の
が
か
つ
て
確
認
さ
れ

て
い
る
。
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
と
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
今
で
は
北
海
道
か
ら
九
州
各
地
へ
と
広
く
分
布
し
て
い

る。

城
山
公
園
の
あ
る
高
台
（
標
高
約
二
〇

〇
討
）
か
ら
桜
島
・
錦
江
湾
を
望
む

と
、
か
つ
て
は
眼
下
に
国
分
平
野
か
ら
続
く
、
白
砂
の
す
ば
ら
し

下
井
・
敷
根
海
岸
の

干
潟
の
水
生
生
物

が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
下
井
海
岸
は
粒
の
そ
ろ
っ
た
砂
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、

い
砂
浜
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
国
分
隼
人
干
拓
事
業

で
そ
の
大
部
分
は
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
国
分
市
に
残
る
往
時
の

砂
浜
は
下
井
・
敷
根
海
岸
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ

で
、
砂
泥
質
の
海
岸
の
う
ち
干
潮
時
に
露
出
す
る
と
こ
ろ
を
一
般

に
「
干
潟
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
干
潟
に
生
息
す
る
生
物
の
種

類
数
は
、
岩
礁
海
岸
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
そ
の
生
産
力
は
大

変
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
干
潟
は
物
理
的
•
生
物

的
浄
化
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

〈
下
井
海
岸
〉

r

す

ど

検
校
川
河
口
の
右
岸
、
須
戸
川
ま
で
の
約
一
・
五
棧
の
海
岸
は

下
井
海
岸
と
呼
ば
れ
、
沖
合
い
五

00:1;
に
も
及
ぶ
遠
浅
の
美
し

い
海
岸
で
、
国
分
海
水
浴
場
と
し
て
国
分
市
民
の
み
な
ら
ず
県
民

の
憩
い
の
海
岸
で
あ
る
。
そ
し
て
暖
か
い
季
節
に
は
海
水
浴
は
い

う
に
及
ば
ず
、
貝
掘
り
、
釣
り
、
キ
ャ
ン
プ
も
行
わ
れ
、
現
在
で

は
県
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
海
岸

周
辺
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
工
堤
に
よ
っ

て
東
西
両
側
が
仕
切
ら
れ
て
い
る
た
め
に
泥
の
推
積
が
起
こ
っ
て

い
る
よ
う
で
、
冬
季
に
は
ア
オ
サ
類
が
一
面
を
覆
う
富
栄
養
の
干

潟
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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シ
ル
ト
・
ク
レ
イ
と
呼
ば
れ
る
、
よ
り
粒
の
細
か
い
泥
や
粘
土
質

が
そ
の
上
に
薄
く
推
積
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
泥
質
の
干
潟
に
出

現
す
る
種
が
多
く
見
ら
れ
る
。
最
も
優
先
し
て
い
る
生
物
は
ギ
ポ

シ
イ
ソ
メ
と
い
う
ゴ
カ
イ
の
仲
間
で
、
全
長
一
五
巧
ぐ
ら
い
に
な

る
多
毛
類
で
あ
る
（
写
真
ー
ー

44)
。
下
井
海
岸
の
干
潟
の
低
潮

帯
を
歩
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
所
で
そ
の
巣
穴
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
本
全
域
に
広
く
分
布
し
て
い
て
、
砂
質
干
潟
の
潮

間
帯
下
部
よ
り
深
い
と
こ
ろ
で
、
か
つ
淡
水
や
汽
水
の
影
響
を
あ

ま
り
受
け
な
い
と
こ
ろ
に
好
ん
で
棲
ん
で
い
る
。
ま
た
、
比
較
的

富
栄
養
化
の
進
ん
だ
地
域
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

写真 1-44 砂中から採集されたギボシ

イソメ

多
少
泥
質
の
少
な
い
、
砂
質
干
潟
の
潮
間
帯
下
部
に
生
息
し
て
い

下
井
海
岸
を
少
し
西
側
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
に
は
、
ツ
バ
サ
ゴ

カ
イ
の
仲
間
の
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
（
写
真
1
ー
45)
が
そ
の
巣
の
一

端
を
砂
の
上
に
出
し
て
い
て
、
ま
る
で
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う

に
巣
が
林
立
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
は

体
の
後
ろ
半
分
は
普
通
の
ゴ
カ
イ
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
が
、
前

半
分
に
は
翼
状
の
付
属
物
や
吸
盤
体
と
呼
ば
れ
る
特
徴
的
な
構
造

を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
表
面
に
砂
粒
を
つ
け
た
膜
質
で

U
字

型
の
棲
管
に
棲
ん
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
棲
管
の
一
端
を
砂
の
外

に
出
し
て
い
る
。
こ
の
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
は
ギ
ボ
シ
イ
ソ
メ
よ
り
も

写真 1-45

写真 1-46

砂中から採集されたムギワ

ラムシ

砂中から採集されたニホン

スナモグリ

104 



第 1章 自然と風土

写真 1-47 砂中から採集されたシオフ

キガイの生貝

も
な
っ
て
い
る
。

る。

シ
オ
フ
キ
ガ
イ
だ
け
で

集
で
き
た
生
き
た
貝
は

二
枚
貝
の
死
殻
が
観
察

さ
れ
た
。
こ
の
と
き
採

ギ
ボ

シ
イ
ソ
メ
や
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
に
混
ざ

っ
て、

エ
ビ

・
カ
ニ

類
の
ニ
ホ
ン
ス
ナ
モ
グ
リ
も
生
息
し
て
い
る
（
写
真
1

ー

46)
。

こ
の

ニ
ホ
ン
ス
ナ
モ
グ
リ
は
体
長
約
六
五
ン
に
な
る
比
較
的
大
型
の

種
で
、
白
色
半
透
明
の
色
彩
を
し
て
い
る
。
初
夏
の
四
月
か
ら
六

月
に
か
け
て
卵
を
生
む
。
内
湾
域
の
砂
泥
質
の
潮
間
帯
下
部
か
ら

浅
海
に
か
け
て
、
数
巧
か
ら
十
数
五
ン
の
比
較
的
深
い
巣
穴
を
つ

く
っ
て
棲
ん
で
い
る
。
こ
の
穴
掘
り
は
頻
繁
に
行
わ
れ
る
の
で
、

干
潟
の
深
い
層
へ
の
酸
素
供
給
に
役
立
ち
、
自
浄
作
用
の
一
助
に

と
こ
ろ
で
春
三
月
中

旬
に
下
井
海
岸
を
観
察

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い

た
る
と
こ
ろ
で
ア
サ
リ

・
ホ
ト
ト
ギ
ス
ガ
イ

・

シ
オ
フ
キ
ガ
イ
な
ど
の

ア
サ
リ
は
殻
の
長
さ
三
和
ン
く
ら
い
に
な
る
貝
で
、
食
用
に
さ
れ

る
。
こ
の
貝
は
日
本
全
国
の
砂
質
干
潟
に
最
も
普
通
に
見
ら
れ
、

砂
の
中
に
深
さ
一
〇
巧
ぐ
ら
い
ま
で
潜
り
込
ん
で
生
活
し
て
い

る。

ホ
ト
ト
ギ
ス
ガ
イ
は
貝
殻
の
表
面
の
色
彩
と
そ
の
模
様
が
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
羽
を
連
想
さ
せ
る
の
で
こ
う
名
づ
け
ら
れ
た
。
全

国
の
内
湾
性
で
泥
質
の
干
潟
に
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
貝
類
の
一

つ
で
あ
る
。

シ
オ
フ
キ
ガ
イ
は
、
殻
の
長
さ
三
兌
で
、
よ
く
膨
ら
ん
だ
殻
を

持
っ
て
い
る
（
写
真
1

ー

47)
。
成
長
脈
と
い
う
同
心
円
状
の
線

が
は
っ
き
り
と
観
察
で
き
、
黄
白
色
の
殻
の
縁
辺
部
が
幅
の
広
い

薄
紫
色
で
縁
取
ら
れ
て
い
る
。
ア
サ
リ
と
と
も
に
砂
質
干
潟
に
普

通
に
分
布
し
、
同
じ
よ
う
に
砂
中
に
潜
り
込
ん
で
い
る
。
今
回
の

よ
う
に
干
潟
の
か
な
り
表
面
ま
で
上
が
っ
て
い
た
り
、
完
全
に
砂

の
外
に
出
て
い
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
砂
中
が
棲
み
に
く
く

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
今
回
観
察
さ
れ
た
よ
う
な

へ
い
し

大
量
斃
死
は
、
自
然
界
で
は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
見
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

潮
間
帯
一
面
に
生
え
た
ア
オ
サ
の
間
に
は
、
軟
体
動
物
の
ア
メ

フ
ラ
シ
が
産
卵
に
集
ま
っ
て
い
た
。
ア
メ
フ
ラ
シ
は
最
大
全
長
四

あ
っ
た
。
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〇
乃
に
も
な
る
大
型
の
軟
体
動
物
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
そ
の
体
に
触
れ
る
と
紫
色
の
汁
を
出
す
。
冬
か
ら
春
に
か
け
て

海
岸
に
現
れ
、
ア
オ
サ
な
ど
の
海
藻
を
食
べ
、
三
月
か
ら
七
月
に

か
け
て
卵
を
生
む
。
卵
は
黄
色
で
ゆ
で
た
そ
う
め
ん
の
よ
う
な
感

じ
で
、
「
海
そ
う
め
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
ア
オ
サ
の
間
の
波
間
に
は
、
エ
ビ
・
カ
ニ
類
の
フ
タ
バ
ベ

ニ
ッ
ケ
ガ
ニ
の
死
骸
が
散
見
さ
れ
た
。
フ
タ
バ
ベ
ニ
ッ
ケ
ガ
ニ
は

広
く
イ
ン
ド
・
太
平
洋
に
分
布
し
、
日
本
で
は
東
京
湾
以
南
の
潮

間
帯
以
深
の
浅
海
域
に
普
通
に
見
ら
れ
る
カ
ニ
で
あ
る
。
目
と
目

の
間
の
額
が
幅
広
い
二
葉
に
分
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
カ
ニ
が
春
先
に
大
量
に
死
亡
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
だ
報
告

さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
と
き
だ
け
の
特
別
な
状
態
な
の
で
あ

以
上
の
よ
う
に
検
校
川
河
口
右
岸
の
下
井
海
岸
に
は
、
泥
質
干

潟
に
出
現
す
る
種
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
二
枚
貝
や
フ
タ

バ
ベ
ニ
ッ
ケ
ガ
ニ
な
ど
の
死
亡
個
体
が
散
見
さ
れ
た
り
、
河
口
近

く
の
干
潟
に
よ
く
見
ら
れ
る
ス
ナ
ガ
ニ
類
の
コ
メ
ッ
キ
ガ
ニ
や
チ

ゴ
ガ
ニ
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
は
、
防
波
堤
設
置
に
よ
る
影
響
が

少
な
か
ら
ず
考
え
ら
れ
る
。

〈
敷
根
海
岸
〉

ろ
う
か
。

ガ
ニ
も
大
き
さ
は
ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ
ニ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
甲

検
校
川
の
左
岸
、
若

尊
鼻
ま
で
の
海
岸
は
敷

根
海
岸
と
呼
ば
れ
、
下

井
海
岸
と
は
違
っ
て
検

校
川
と
こ
の
海
岸
を
仕

切
る
防
波
堤
も
な
く
、

検
校
川
か
ら
の
淡
水
の

影
響
を
直
接
受
け
て
い

る
。
下
井
海
岸
よ
り
も

生
物
が
豊
富
な
の
で
あ

ろ
う
。
春
先
の
大
潮
の
干
潮
時
に
は
多
く
の
人
々
が

「貝
掘
り
」

や
「
カ
ニ
取
り
」
に
来
て
い
た
。
さ
ら
に
、
検
校
川
の
河
口
は
野

鳥
の
休
息
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
河
口
近
く

に
は
砂
質
干
潟
に
混
じ
っ
て
転
石
帯
も
あ
る
。

こ
の
転
石
帯
に
は
、
イ
ワ
ガ
ニ
類
の
ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ
ニ
や
ヒ
ラ

イ
ソ
ガ
ニ
が
石
の
下
に
隠
れ
る
よ
う
に
棲
ん
で
い
る
。
ケ
フ
サ
イ

ソ
ガ
ニ
は
日
本
の
干
潟
の
転
石
帯
で
は
か
な
り
普
通
に
見
ら
れ
る

カ
ニ
で
、
甲
の
幅
は
二
五
一炉
程
度
で
、
雄
の
ハ
サ
ミ
の
付
け
根
に

は
房
に
な
っ
た
毛
が
生
え
て
い
る
（
写
真
1

ー

48)
。
ヒ
ラ
イ
ソ

写真 1-48 転石帯に生息するケフサイ

ソガニ
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ら
は
極
め
て
扁
平
で
、
雄
の
ハ
サ
ミ
脚
に
は
毛
は
生
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
甲
ら
の
色
に
は
個
体
に
よ
っ
て
か
な
り
変
異
が
見
ら

れ
、
特
に
小
型
の
個
体
で
は
白
色
が
目
立
つ
。
や
は
り
、
転
石
帯

や
礫
の
多
い
砂
質
干
潟
に
棲
ん
で
い
る
。

砂
泥
質
の
干
潟
で
優
先
し
て
い
る
種
類
は
、
下
井
海
岸
と
は
少

し
異
な
り
ゴ
カ
イ
や
イ
ト
メ
で
、
そ
の
生
息
密
度
も
か
な
り
高
い

よ
う
で
あ
る
。
ゴ
カ
イ
は
全
長
一
〇
和
ン
ぐ
ら
い
に
な
り
、
イ
ト
メ

は
大
き
く
て
も
二
五
ン
に
し
か
な
ら
な
い
。
両
種
と
も
、
日
本
各
地

の
泥
質
干
潟
で
河
川
の
流
入
す
る
海
岸
や
、
汽
水
域
に
普
通
に
見

ら
れ
る
多
毛
類
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
敷
根
海
岸
が
検
校

川
の
河
川
水
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

干
潟
は
、
一
見
平
ら
で
緩
や
か
に
海
へ
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い

る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
こ
に
は
微
妙
な
高
低
差
が
あ

る
。
干
潟
に
棲
む
生
物
は
、
こ
の
微
妙
な
高
低
差
を
認
識
し
、
そ

の
分
布
を
微
妙
に
違
え
て
い
る
。
敷
根
海
岸
の
干
潟
の
中
で
、
少

し
高
く
な
っ
た
丘
の
部
分
（
マ
ウ
ン
ド
）
に
は
、
下
井
海
岸
と
同

じ
く
、
ツ
バ
サ
ゴ
カ
イ
の
仲
間
の
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
の
棲
管
が
観
察

さ
れ
、
そ
の
少
し
海
側
に
は
エ
ビ
・
カ
ニ
類
の
ニ
ホ
ン
ス
ナ
モ
グ

リ
も
生
息
し
て
い
る
。

一
方
、
検
校
川
の
本
流
の
近
く
で
は
ス
ナ
ガ
ニ
類
の
巣
穴
と
砂

写真 1-49

は
こ
れ
ら
の
カ
ニ
の
食

ツ
キ
ガ
ニ
の
巣
穴
の
周

り
に
見
ら
れ
る
砂
団
子

干潟で活動するチゴガニと

その巣穴

る
。
チ
ゴ
ガ
ニ
や
コ
メ

ガ
ニ
と
よ
く
似
て
い

砂
質
の
と
こ
ろ
を
好

み
、
そ
の
生
態
は
チ
ゴ

幅
一
五
ン
ぐ
ら
い
の
カ
ニ

で
、
チ
ゴ
ガ
ニ
よ
り
も

コ
メ
ッ
キ
ガ
ニ
は
甲

る
。
チ
ゴ
ガ
ニ
は
甲
幅
一
乃
ほ
ど
の
小
型
の
カ
ニ
で
、
本
邦
の
干

潟
、
特
に
泥
質
の
干
潟
に
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
種
類
で
あ
る

（
写
真

1
1
49)
。
チ
ゴ
ガ
ニ
が
多
数
群
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
潮
が
引
く
と
カ
ニ
が
巣
穴
か
ら
出
て
き
て
、
み
ん
な
が
白
い

ハ
サ
ミ
脚
を
そ
ろ
っ
て
上
下
に
振
り
動
か
す
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ン
ス

を
す
る
。
そ
れ
は
見
事
な
景
観
で
あ
る
。
検
校
川
の
河
口
で
も
右

岸
の
堤
防
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
見
事
な
演
技
が
見
ら
れ

る。 ・
コ
メ
ッ
キ
ガ
ニ
・
ヤ
マ
ト
オ
サ
ガ
ニ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

団
子
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
巣
穴
を
掘
る
と
、

そ
こ
に
は
チ
ゴ
ガ

107 



第 1編 国分の自然 ・人口

話
が
ち
ょ
っ
と
そ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
流
か
ら
分
岐
し
た
小

事
の
後
で
あ
る
。
カ
ニ
た
ち
は
砂
粒
の
周
り
に
着
い
て
い
る
微
小

な
珪
藻
や
有
機
物
を
餌
と
し
て
食
べ
、
一
緒
に
口
に
入
れ
た
砂
粒

だ
け
を
吐
き
出
す
。
吐
き
出
す
と
き
に
砂
粒
を
丸
め
る
の
で
、
そ

れ
が
団
子
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
吐
き
出
さ
れ
た
砂

粒
に
は
、
再
び
珪
藻
や
バ
ク
テ
リ
ア
や
そ
の
他
の
有
機
物
が
付

き
、
こ
れ
ら
が
ま
た
カ
ニ
の
餌
と
な
る
。
こ
れ
が
本
当
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ヤ
マ
ト
オ
サ
ガ
ニ

は
甲
幅
四
令
の
少
し
大
き
な
カ
ニ
で
、
チ
ゴ

ガ
ニ
と
同
じ
く
泥
の
多
い
干
潟
に
好
ん
で
棲
む
。

本
流
の
少
し
上
流
に
は
、

ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ

や
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ

な

ど
の
巣
穴
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
類
は
干

潟
よ
り
も
、
そ
の
陸
側
の
後
背
地
の
土
手
に
巣
穴
を
つ
く
っ
て
棲

ん
で
い
る
。
河
川
の
「
護
岸
の
た
め
に
」
と
土
手
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
た
り
、
自
然
石
で
石
組
み
を
つ
く
る
の
は
、
こ
れ
ら
ベ

ン
ケ
イ
ガ
ニ
類
に
と
っ
て
は
そ
の
生
息
環
境
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
巣
穴
の
た
め
に
土
手
が
決
壊
し
て
は
困
る
し
、

治
水
事
業
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
自
然
保
護
と
私
た
ち
の

経
済
活
動
と
を
ど
の
よ
う
に
協
調
さ
せ
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
ろ

ぶ
ノ

で
は
甲
幅
が
一
四
五
ン
に
も
な
る
。
六
月
か
ら
八
月
に
子
供
を
産

み
、
子
供
は
九
月
こ
ろ
に
甲
幅
二
五
ン
ぐ
ら
い
に
育
つ
と
干
潟
に
集

あ
さ

ま
っ
て
き
て
餌
を
漁
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
敷
根
海
岸
に
は
日
本
の
内
湾
性
の
干
潟
に
普

通
に
見
ら
れ
る
生
物
が
、
比
較
的
多
く
生
息
し
て
い
る
。
下
井
海

岸
よ
り
も
環
境
の
変
化
に
富
ん
で
い
て
、
イ
ワ
ガ

ニ
類
や
ス
ナ
ガ

ニ
類
も
多
く
生
息
し
て
い
た
。
し
か
し
、
各
種
整
備
事
業
や
護
岸

工
事
が
自
然
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
影
響
は
干
潟
海
岸
の
生
物
に
限
ら
ず
、
河
川
に
生
息
す
る
生

物
に
も
及
ん
で
い
て
、
か
つ
て
国
分
市
で
も
そ
の
生
息
が
報
告
さ

写真 1-50 春の干潟で採れるガザミ

さ
な
流
れ
が
あ
る
と
こ
ろ

に
は
、

ア
サ
リ
な
ど
が
棲

ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
春

く
る
よ
う
で
あ
る

1
1
50)
。
ガ
ザ
ミ
は
一

か
い

番
最
後
の
脚
が
櫂
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
て
、
泳
ぐ

こ
と
が
で
き
る
大
型
の
カ

二
で
あ
る
。
大
き
な
も
の

（
写
真

先
に
は
ガ
ザ
ミ
も
や
っ
て
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ハ
ク
セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
（
干
潟
に
生
息
）
や
テ
ナ
ガ

エ
ビ
類
（
河
川
に
生
息
）
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ

る
。
私
た
ち
は
、
今
後
、
も
っ
と
自
然
と
の
協
調
を
考
慮
し
た
経

済
活
動
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

[
注
]

(
1
)

露
木
利
貞
「
九
州
地
方
に
お
け
る
温
泉
の
地
質
学
研
究
（
第

五
報
）
~
児
島
地
溝
内
の
湧
出
す
る
温
泉
、
特
に
温
泉
貯
溜

体
に
つ
い
て
」
『
鹿
大
理
学
部
紀
要
』

（
地
学
•
生
物
）
二
、
八

五

s
1
0
一
頁
、
一
九
六
九
年
。

(
2
)

海
上
保
安
庁
、
五
万
分
の
一
海
底
地
形
図
「
鹿
児
島
湾
北

部
」
、
一
九
九

0
年。

(
3
)

横
山
勝
三
「
姶
良
カ
ル
デ
ラ
入
戸
火
砕
流
の
流
動
・
堆
積
機

構」

『東
京
教
育
大
学
地
理
学
研
究
報
告
』
XVI‘

―
二
七

s-

六
七
頁
、
一
九
七
二
年
。

(
4
)
森
脇
広
•
町
田
洋
•
初
見
祐
一
・
松
島
義
章
「
鹿
児
島
湾
北

岸
に
お
け
る
マ
グ
マ
水
蒸
気
爆
発
の
こ
れ
に
影
響
を
与
え
た
縄

文
海
進
」

『地
学
雑
誌
』
九
五
、
二
四
＼
四
三
頁
、
一
九
八
六

年。

(
5
)

荒
牧
重
雄
「
姶
良
カ
ル
デ
ラ
と
入
戸
火
砕
流
」

『月
刊
地

球
』
五
、
八
三
＼
九
二
頁
、
一
九
八
三
年
。

(
6
)
斎
藤
慎
•
佐
藤
喜
男
・
横
山
勝
三
「
末
吉
地
域
の
地
質
」

『地
域
地
質
研
究
報
告
』
（
五
万
分
の

一
地
質
図
幅
）
―
―
―

れ
て
い
た
、

頁
、
地
質
調
査
所
、
一
九
九
四
年
。

(
7
)
町
田
洋
•
新
井
房
夫
『
火
山
灰
ア
ト
ラ
ス
[
日
本
列
島
と
そ

の
周
辺
ご
二
七
六
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
。

(
8
)
 
N
a
g
a
o
k
a
,
 S
.
 (
1
9
8
8
)
 
T
h
e
 late 
Q
u
a
t
e
r
n
a
r
y
 
tephra 

layers 
f
r
o
m
 the 
caledra 
volcanoes 
in 
a
n
d
 a
r
o
u
n
d
 

K
a
g
o
s
h
i
m
a
 
Bay, 
southern 
K
y
u
s
h
u
,
 
J
a
p
a
n
.
 
G
e
o
g
.
 

Rept. 
T
o
k
y
o
 Metropol• 

Univ., 2
3
 :
 4
9ー

1
2
2

(9)

横
山
勝
三
「
九
州
に
お
け
る
大
規
模
火
砕
流
の
噴
火
と
そ
の

堆
積
物
」
『
地
形
』
八
、
二
四
九

S
二
六
七
頁
、
一
九
八
七

年。

(10)

辻
誠
一
郎
・
小
杉
正
人
「
姶
良
T
n
火
山
灰

(
A
T
)
噴
火

が
生
態
系
に
及
ぼ
し
た
影
響
」

『第
四
紀
研
究
』
三

0
、
四
一

九
＼
四
二
六
頁
、
一
九
九
一
年
。

(11)

福
山
博
之
「
桜
島
火
山
の
地
質
」

『地
質
学
雑
誌
』
八
四
、

三

0
九
＼
三
一
六
頁
、
一
九
七
八
年
。

(12)

長
谷
義
隆
・
山
脇
真
ニ
・
早
坂
康
隆
「
鹿
児
島
湾
北
西
岸
地

域
の
第
四
系
の
再
検
討
」

『地
団
研
専
報
』
三
三
、
二

0
七
＼

ニ
ニ
四
頁
、
一
九
八
七
年
。

(13)

鹿
児
島
県
「
鹿
児
島
県
地
質
図
」
一
九
九

0
年。

(14)

今
村
『
震
災
予
防
調
査
会
報
告
』
九
二
、
大
正
九
年
。

(15)

鹿
児
島
県
『
平
成
五
年
度
鹿
児
島
豪
雨
災
害
の
記
録
』
平
成

七
年
。
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(16)

国
分
市

『国
分
郷
土
誌
』
昭
和
四
十
八
年
。

(17)

注

(
3
)
に
同
じ
。

(18)

鹿
児
島
地
方
気
象
台

『鹿
児
島
県
災
異
誌
』
昭
和
四
十
二

年
、
鹿
児
島
県

『昭
和
四
十
二
年
度
災
害
の
記
録
』
昭
和
四
十

二
年
。

(19)

国
分
市
「
市
報
こ
く
ぶ
」
一
九
五
、
昭
和
四
十
四
年
。

(20)

国
分
市
「
市
報
こ
く
ぶ
」
二
八

0
、
昭
和
五
十
一
年
。

(21)

鹿
児
島
県
土
木
部
砂
防
課
「
霧
島
火
山
」

『新
砂
防
』
四
四
ー

四
、
平
成
三
年
。

(22)

小
林
「
桜
島
火
山
の
形
成
史
と
火
砕
流
」

『火
山
噴
火
に
伴

う
乾
燥
粉
体
流
（
火
砕
流
等
）
の
特
質
と
災
害
』
所
収
、
昭
和

六
十
一
年
。

(23)

国
分
市
「
市
報
こ
く
ぶ
」
号
外
（
災
害
特
集
号
）
、
平
成
五

年。

(24) 
国
分
市

『国
分
市
地
域
防
災
計
画
』
昭
和
六
十
三
年
。
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第
一
節 第

二
章

人
口
と
集
落

人
口
と
世
帯
数
の
変
遷

人
口
の
動
態
と
年
齢
構
成
は
、
結
婚
・
出
産
・
死
亡
あ
る
い
は

流
入
・
流
出
、
社
会
的
事
件
と
い
っ
た
動
き
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
変
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
問
題
の
ほ
か
に
、
最
近
は

具
体
的
な
人
口
問
題
が
日
本
の
国
内
に
お
い
て
、
ま
た
世
界
全
体

に
つ
い
て
人
々
の
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
国
内
に

お
い
て
は
、
低
年
齢
層
の
減
少
と
高
齢
化
お
よ
び
こ
れ
に
伴
っ
て

生
じ
る
高
齢
化
社
会
の
諸
問
題
が
あ
る
。

国
外
で
は
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
人
口
の
激
増
と
開
発
の
遅

滞
が
あ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
二
十
一
世
紀
に
む
け
て
の
人
類

最
大
の
課
題
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
人
口
年
齢
構
成
は
、
終
戦
時
の
若
者
の
激
減
、
戦
後

の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
の
後
昭

和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
の
生
活
安
定
と
医
療
福
祉
の
進
歩
等
に
よ
り

高
齢
化
が
次
第
に
進
ん
で
き
た
。

昭
和
四
十
五
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
は
、
六
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
が
七

・
O％
を
超
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ

の
こ
ろ
か
ら
高
齢
者
の
増
加
の
問
題
が
人
々
の
関
心
の
的
に
な
り

始
め
た
。

国
分
町
の
昭
和
九
年
度
の
統
計
で
は
、
六

0
歳
以
上
の
割
合
は

三
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
平
成
五
年
の
住
民
基
本
台
帳
の
統
計
に

よ
れ
ば
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
一
三
・
八
％
に
増
加
し

て
い
る
。

次
に
国
分
市
の
人
口
に
つ
い
て
、
表
2

ー

1
で
見
る
と
、
昭
和

三
十
年
の
市
制
施
行
当
時
は
、
三
万
五
四
八

0
人
で
、
翌
三
十
一

年
は
自
衛
隊
移
駐
に
よ
り
三
万
七
八
二

0
人
に
増
え
た
が
、
そ
れ

を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
を
続
け
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
三
万
人
を

割
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
減
少
が
続
い
た
人
口
も
昭
和
四
十
七
年
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第 1編 国分の自然・人口

表 2-1 人口の推移

ご
人 ロ 一世帯当たり 世帯数増 人口増加

世帯数
の家族人員 加指数 指 数総数 男 女

昭和30 8,116戸 35,480人 17,382人 18,098人 4.4人 100.0% 100.0% 

11 35 8,674 34,256 16,655 17,601 3.9 106. 7 96.6 

)) 40 8,780 31,295 15,180 16,115 3.6 108.2 88.2 

11 45 9,452 29,729 14,308 15,421 3.1 116.4 83.8 

II 50 10,913 31,660 15,409 16,251 2.9 134.5 89. 2 

JJ 55 12,792 35,433 17,130 18,303 2.8 157.6 99.9 

II 60 15,893 40,931 20,209 20,722 2. 6 195.8 115. 4 

平成 2 18,337 46,557 23,906 22,651 2. 5 225.9 131. 2 

)) 7 19,991 50,048 25,335 24, 713 2. 5 246.3 141. 0 

（注） 平成 7年は「国勢調査」の速報値による。

（資料） 国分市統計書

か
ら
増
加
に
転
じ
、
以
降
順
調
に
伸
び
て
昭
和
五
十
七
年
に
は

ピ
ー
ク
時
の
人
口
を
超
え
た
。

人
口
が
増
加
に
転
じ
た
要
因
と
し
て
は
、
第
一
に
企
業
誘
致
の

努
力
が
実
っ
た
こ
と
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
鹿
児
島
空
港

が
溝
辺
町
に
移
転
し
て
き
て
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
た
こ
と
、
文

化
施
設
・
公
園
・
道
路
な
ど
の
環
境
整
備
が
図
ら
れ
、
市
外
か
ら

の
移
住
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。

平
成
二
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
国
分
市
の
昼
間
人
口

は
五
万
人
を
超
え
、
平
成
七
年
の
国
勢
調
査
で
は
常
住
人
口
が
五

万
人
を
超
え
た
。
ま
た
住
民
基
本
台
帳
の
登
録
人
口
も
平
成
八
年

四
月
十
五
日
に
五
万
人
を
突
破
し
た
。

昭
和
三
十
年
か
ら
平
成
二
年
の
三
五
年
間
に
人
口
は
約
一
・
三

倍
に
伸
び
て
い
る
が
、
世
帯
数
は
ニ

・
ニ
倍
と
さ
ら
に
大
き
く
伸

び
て
い
る
。
一
方
わ
が
国
の
世
帯
規
模
は
昭
和
三
十
五
年
以
降
急

速
な
収
縮
を
み
せ
て
お
り
、
国
分
市
で
も
一
世
帯
当
た
り
の
家
族

人
員
は
、
昭
和
三
十
年
の
四
•
四
人
か
ら
平
成
二
年
に
は
、
ニ
・

五
人
と
半
減
し
て
い
る
。

企
業
進
出
に
伴
っ
て
、
国
分
市
の
産
業
構
造
・
就
業
構
造
も
大

き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
表
2

ー

2
で
年
次
別
に
各
産
業
を
三
部
門

に
ま
と
め
、
就
業
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
第
一
次
産
業
の
激
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第 2章 人口と集落

表2-2 年次別・産業別の就業人口

二
昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成2年

実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

第一次産業 12,638 72, 9 8,572 57.3 4,406 30.6 2,858 14. 9 1,966 9.5 

第二次産業 1,437 8.3 1,404 9.4 3,425 23.8 7,474 39.0 8,339 40. 2 

第三次産業 3,261 18. 8 4,979 33.3 6,526 45. 4 8,814 46. 1 10,420 50. 3 

分類不能の産業

゜゜
5 

゜
26 0.2 10 

゜
11 

゜総 計 17,336 100,0 14,960 100.0 14,383 100.0 19,160 100.0 20,736 100.0 

（注） 各年とも「国勢調査」による。

表2-3 地域別人口

~ 
昭和30年 35年 40年 45年

世帯数 人口 世帯数対比 人口 対比 世帯数対比 人口 対比 世帯数対比 人口 対比

戸 人 戸 ％ 人 ％ 戸 ％ 人 ％ 戸 ％ 人 ％ 

東襲山 565 2,415 566 100 2,187 91 557 99 1,893 78 559 99 1,680 70 

清水 1,565 7,181 1,604 102 6,401 89 1,580 101 5,517 77 1,550 99 4,826 67 

国分 2,385 9,977 2,717 114 10,365 104 2,827 119 9,801 98 3,325 139 10,208 102 

東国分 2,103 9,284 2, 797 133 11,455 123 2,845 135 10,667 115 3,037 144 9,961 107 

敷根 1,498 6,623 992 66 3, 798 57 981 65 3,417 52 981 65 3,054 45 

総計 8,116 35,480 8,676 109 34,206 96 8, 790 108 31,295 88 9,452 116 29, 729 84 

（注） 地域は合併前の旧町村。対比は対30年比。

（資料） 市統計書

昭
和
三
十
年
か
ら
昭
和
四
十
五
年
に

至
る
人
口
減
少
の
期
間
の
人
口
変
化

を
、
地
域
別
（
合
併
前
の
旧
町
村
）
に

見
た
の
が
表
2

ー

3
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
か
ら
人
口
増
加
に
転

じ
て
い
る
が
、
増
加
人
口
の
多
く
は
第

ニ
・
第
三
次
産
業
従
事
者
と
そ
の
家
族

で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
以
降
の
急
激
な
人
口
の

伸
び
と
就
業
構
造
の
変
化
は
、
住
環
境

ひ
い
て
は
集
落
構
造
に
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
の
で
、
昭
和
五
十
年
以
降
の

地
域
別
の
人
口
動
態
に
つ
い
て
は
下
巻

の
第
六
編
第
七
章
「
人
口
増
加
と
住
宅

問
題
」
の
項
で
後
述
す
る
。

第
二
節
地
域
別
人
口

減
、
第
二
次
産
業
・
第
三
次
産
業
の
大

幅
な
伸
び
が
注
目
さ
れ
る
。
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第 1編 国分の自然・人口

第
三
節

集
落
の
推
移

当
国
分
市
域
に
該
当
す
る
江
戸
期
の
村
々
は
、
次
の
よ
う
な
変

遷
を
た
ど
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

明
治
初
期
に
お
け
る
郷
お
よ
び
村
に
、
ど
の
よ
う
な
合
併

・
分

村
・
境
界
変
更
が
あ
っ
た
か
を
知
る
具
体
的
な
資
料
は
乏
し
い

が
、
「
薩
隅
日
地
理
纂
考
」
に
よ
り
明
治
四
年
の
村
名
を
見
る

と
、
表
2
,
4
の
と
お
り
で
る
。

な
お
、
明
治
四
年
七
月
鹿
児
島
県
、
十
一
月
か
ら
は
都
城
県
に

所
属
。
明
治
六
年
都
城
県
の
廃
止
に
伴
い
、
鹿
児
島
県
に
編
入
。

明
治
十
二
年
の
鹿
児
島
県
治
一
覧
概
表
に
よ
る
と
、
襲
山
郷
は

東
襲
山
郷
（
重
久
村
・
松
永
村

・
大
窪
村
・
川
北
村
・
田
口
村
）

と
西
襲
山
郷
（
東
郷
村
・
西
光
寺
村

・
嘉
例
川
村

・
朝
日
村
）
と

に
分
か
れ
て
い
る
。
以
下
、
順
次
そ
の
推
移
を
追
っ
て
み
る
。

•

明
治
二
十
年
噌
聡
郡
が
東
西
に
分
か
れ
、
西
噛
彫
郡
に
所

属。•
明
治
二
十
二
年
市
制
町
村
制
に
よ
り
、
国
分
郷
は
国
分
村・

東
国
分
村

・
西
国
分
村
（
現
姶
良
郡
隼
人
町
）
の
三
村
に
分
立

（表
2

ー

5
参
照
）
。

•明治二十九年には郡区画改正により、姶良郡・西噛咆郡・桑原郡が合併して姶良郡となり、西噛彫郡に属して

いた国分村・東国分村・敷根村・清水村・東襲山郷は姶

良郡に所属。

国
お

大隅国 咽聡郡 よ
び
郡

国府郷 敷根郷 清水郷 襲山郷 郷

住吉野久村内 花村向松木村 下井上小 >
山弟 東松青 田

路村之 村子丸
郷村 村口村美 村川

田内 村
村山新野小 湊

西重大月村
田村町口村上 村

村川原 姫城村 光寺 村久
小村 村 村井

村浜小田 見次 府村中 徊村島
上 村
之 朝川 名
段 郡

村日 村北
真孝村 村村 JI村内I 村 田

村

17,144人 2,333人 3,839人 6,195人
人
ロ

3,584戸 472戸 695戸 4,117戸

= 

表
2

ー

4

「
明
治
四
年
村
名
調
」
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第 2章 人口と集落

・
大
正
十
五
年

参
照
）
。

•
昭
和
十
年
東
襲
山
村
を
霧
島
村
と
改
称
。

•
昭
和
二
十
二
年
霧
島
村
大
字
重
久
の
一
部
を
清
水
村
に
編

゜
入•

昭
和
二
十
五
年
霧
島
村
大
字
重
久
•
松
永
村
の
一
部
が
分
立

し
、
東
襲
山
村
と
な
る
。
ま
た
、
大
字
松
永
の
大
部
分
と
重
久
の

一
部
は
日
当
山
村
（
現
隼
人
町
）
へ
編
入
。

(1
)
 

•
昭
和
二
十
九
年
四
月

シ

ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
い
て
、
前
年

国分村に町制施行（図2i1・表2_6

東 西 国
旦! ， 新

国 国 分

>~ 分 村 山
村 村

小 小真 本上 重 弟 月村
骨、胃

町小 久 子
/1'1 村 丸， 唐仁 村 村

村I 小住

>田吉
町骨向

/II 
区村村 原

松 村 上
木 内浜

盃村
之

域村 山之 野 姫 段
田市 ロ 城 村

上 村町 村 村

i 井 /II 浜
村

村内 野久

忍
青郡 町

田
湊 美 村
村 見田 田

次村 新 ロ 山
JII 村 胄村 之
内 路
村 村

表
2
I
5

大
隅
国
西
咽
彫
郡

わ
が
国
の
町
村
は
、
明
治
の
初
め
か
ら
幾
多
の
変
遷
を
経
て
明

治
二
十
年
代
を
迎
え
た
が
、
市
町
村
制
施
行
と
い
う
画
期
的
な
地

方
行
政
制
度
の
確
立
を
機
と
し
て
、
政
府
か
ら
の
新
し
い
要
請
に

応
じ
う
る
形
態
を
整
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
町
村
制
施
行
を
前

に
し
て
、
強
力
な
町
村
を
設
け
る
た
め
に
明
治
二
十
二
年
の
町
村

大
合
併
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
合
併
は
廃
藩
置
県
に
も
比
す
べ
き

地
方
自
治
の
大
き
な
改
革
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
一
年
六
月
十
三
日
、
内
務
大
臣
訓
令
第
三
五
二
号
第

六
条
に
「
合
併
の
町
村
に
は
新
た
に
其
名
称
を
選
定
す
べ
し
。
旧

第
四
節

お

お

あ

ざ

こ

あ

ざ

大
字
・
小
字

「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
成
立
施
行
さ
れ
た
が
、
東
襲
山
・
清
水

村
（
大
字
姫
城
の
大
半
は
除
く
）
が
国
分
町
に
合
併
し
、
清
水
村

大
字
姫
城
の
大
半
は
隼
人
町
に
合
併
。
五
月
、
国
分
町
に
東
国
分

村
と
敷
根
村
を
合
併
。

•
昭
和
三
十
年
国
分

町
に
市
制
施
行
し
て
国
分
市
成
立

。

•
昭
和
三
十
六
年
国
分
市
姫
城
の
一
部
を
隼
人
町
に
編
入
。

•

昭
和
三
十
八
年
国
分
市
野
口
の
一
部
と
隼
人
町
住
吉
の
一
部

を
境
界
変
更
。
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+
 

図2-1 昭和29年当時の国分町と隣接村

表2-6 昭和29年（合併直後）の 5か町村の概要

旧町村名 戸数 人口 面積 田 畑 山林 有権者

戸 人 平方キロ 町 町 町 人
国 分 2,322 10,641 10.42 356.5 128.6 203.0 5,482 

清 水 1,600 7,339 44.54 350.9 269.9 2,666.0 3,779 

東 襲 山 560 2,667 12. 20 90.6 135.0 329.0 1,378 

東国分 2,045 9,432 34. 70 436.6 205.8 2,354.0 4,975 

敷 根 1,549 7,112 22. 78 244.3 , 216.4 1,229.0 3,528 

合 計 8,076 37,191 124. 64 1,487.9 955. 7 6,781.0 19,142 

（注） 近隣他町との人口比較 谷山町40,093 西之表町30,123 隼人日当山町29,740

頴娃町28,533 末吉町27,779 加治木町21,225。
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第 2章 人口と集落

表 2-7 住居表示の実施状況

実施区域
区分 実施期日

新町名 旧町名 面積 世帯数 人口

中央 1丁目～ 清水、府中、向花、上
km' 世帯 人

第1次 昭和49.7.1 四丁目、 小川、松木、福島、上 2.30 2,529 7,379 

名波町、山下町 井、湊の各一部

広瀬一丁目～ 広瀬、湊、清水、上小

第2次 昭和59.5. 1 四丁目、 川、中央一丁目の各一 1.29 1,364 4,212 

城山町 部

福島一丁目～ 福島、松木、野口、広

第3次 昭和59.12.1 二丁目、 瀬の各一部 1. 44 994 3,821 

松木町、野口町

中央五～六丁目、福 上小川、野口、府中、

第4次 昭和62.12.1
島三丁目、松木東、 向花、松木、福島の各

0. 75 751 3,162 
野口北、野口東、中 一部

央三丁目に追加

第5次 平元.1.17 府中町、向花町 府中、向花の各一部 0.52 885 2,102 

第6次 平8.12.2 
中央三丁目に追加 府中、向花の各一部

0.14 57 90 
中央五丁目に追加 松木の一部

各
町
村
の
名
称
は
大
字
と
し
て
之
を
有
す
る
こ
と
を
得
」

と
さ
れ
て
、
合
併
前
の
町
村
名
が
大
字
と
し
て
残

っ
た。

小
字
は
大
字
の
中
を
さ
ら
に
小
さ
く
区
分
し
た
も
の
で
、

土
地
の
所
在
を
表
示
す
る
。

国
土
の
開
発
と
保
全
に
資
し
、
地
積
の
明
確
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
制
定
さ
れ
た
国
土

調
査
法
に
基
づ
き
、
国
分
市
で
も
同
四
十
七
年
か
ら
地
籍

調
査
が
始
め
ら
れ
、
平
成
二
年
で
調
査
が
終
了
し
た
。
そ

の
結
果
正
確
な
地
籍
図
が
出
来
上
が
り
、
そ
の
成
果
を
利

用
し
て
新
し
い
字
界
調
査
図
が
作
ら
れ
た
の
で
、
今
回
は

こ
れ
を
基
に
大
字

・
小
字
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
発
展
や
都
市
化
の
伸
展
と
と
も

に
、
人
々
の
生
活
圏
は
拡
大
し
、
社
会
の
多
様
化
の
な
か

で
水
道

・
電
気
事
業
や
救
急
活
動

・
消
防

・
防
犯
等
の
行

政
活
動
も
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
。
国
分
市
で
も
道
路
の
新

設
、
拡
幅
や
宅
地
開
発
等
に
よ
る
市
街
化
が
進
む
に
つ
れ

て
大
字
の
境
界
や
形
、
名
前
等
が
不
明
確
に
な
り
、
こ
れ

ら
の
改
善
が
要
望
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
住
居
表
示
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
一
―
九
条
）
の
規
定
に

基
づ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
住
み
や
す
い
街
を
目
指
し
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た しおたぐよむごんとん 方

まうしつくれもぎし 言
だ つ し) 名

て
、
表
2

ー

7
の
よ
う
に
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
。

以
上
の
地
籍
調
査
と
住
居
表
示
に
よ
り
字
界
調
査
図
（
字
図
）

も
大
幅
な
改
訂
を
行
い
、
字
名
に
つ
い
て
も
新
し
い
試
み
と
し

て
、
地
元
の
方
々
の
協
力
を
得
て
方
言
名
を
併
記
し
た
。

ま
た
、
住
居
表
示
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
新
町
名
が
大
字

と
な
り
小
字
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

し
げ
ひ
さ

大
字

・
重
久

現
在
の
国
分
市
の
大
字

・
小
字
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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っ
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ど
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う
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き
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東高城ひtい！南附i荒野がの叫高位も西城高［か{ 

ひ みあなに
がな れかし
しんのたた
ばば かか
たた じじ

よよ

10 9 8 7 6 

出ロでS新畑日印桜馬t1訂桜西1しりらこ 下糾もしら

場ば

でにさにし
ぐし, < しも
ちばらざざ

たばく ＜ 
ばああ

15 14 13 12 11 
龍喰含 池：杯也t;榎ぷ;免高？； 

ぷ袋1田直

たいいえこ
つけけのう
ばぶだつめ
んく だん

ろ

20 19 18 17 16 
長怠長怠 小こ八ゃ大g
春t春t屋やツっ津っ
川ぢ 後の？割な 川ぢ
原t 原t

ななこやお
ががやつお
ははんわっ
いいあいこ
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ぁ

小
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方

喜
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喜

半名
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小
字
名

方

喜

のぐち

大字・野ロ

第 1編国分の自然 ・人口

27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 
大召堀閑池サ西［市は西t榎川ぇ薦iほ宮t下宮t札建さ 小ノの場：ハノの之の堅を ばの尻田た K 与

丸: 上i 丸： 丸t 馬場<ばI 原t 悶
たほいにいにえこみみふ
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まげうままてこい たて
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あ
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t 追い添f田tサ反; り守い 田如山い田だ田だ け
馬I! 田だ
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いかげごおちおすそたも
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名ヽ
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49 48 47 46 45 44 43し4241 40 39 

下け第茶t 柿~ I」ゞ鐘E 新炉含ぬ大t加愛宕t 立もt t 小
梅＆ケが臼う木の陣炉突つ城ノ点竹 ご町
ケヵ，谷店ケ翌す谷店き 畑ぼき 尾ぉ山い山い原 図
谷店 城t

しうちかこかししうあた
もめよつじねんのだたっ
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た
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反
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—切炉永象上会北t 高§ぜ; 西に玉if芝と三t小
印城tじ田た地じ山い成丸:し 丸原ぽ句＜
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'----~ あえ
あ

8 7 6 5 
有下？旦丸池まが 広ひ 小ぃるけ ヤシゃし 瀬せろ
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いるやろ
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ば

12 11 10 9 
本t中ほ小曽そ古ふ

i /II名/11がゎ こ/IIる名
原叫ば
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とかこい
がごがか 方
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14 13 
新kで樋ぷ 小
田んノの

言本t

しと
んい
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んも 喜と
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福島

4 3 2 1 
生南前句娼下はし

i 道i iぢ原t八っ
/II 反;
厨田だ

いみまし
つなつも
どんばは 方

まあっ 喜え た
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8み 7 6 5 

畑宮討tけこ治I即じ/向IIi力わ• 前川ぢ！ 小
木り原..原月 鸞
畑ぜら
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やちかえ

ばつえ~· ご 方
たば'-あ 喜けたあ

12 11 10 9 
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つやにみ
るつしや
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源1新K迫ざ長名春ば油g豊主宝閉し 小ケヵ， 地ち田だ田た田た田各地ち社ゃ

鸞島と 田t

げしさなはあとほ
んんこがいぶよう
がちだたたらちし 方
し で や

喜ま ん で
ん

16 15 14 13 12 11 10 9 
羽..末1 国.~+gう 砂；本を大名 鎮tで 小
白g広g丸:二，こ ケこ船t前国:t 田ん

言割『町t手で

はすく じすもおち
じえにゆなとおん
ろひまにがふくで 方

ろるわまなつん
喜いつでま

え

24 23 22 21 20 19 18 17 
西［加浜い炉ちとぐ船入り前i沖t新し

i 田だ戸と田だ口 ；田"田た田んt 
口＄森8

にすはみいまおし
しどまないえつん
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つ ぐね もん 喜つ し>

30 29 28 27 念26 25 
廣瀬g馬1竿富いぷ宝満み西塩に 小
吋即浜i汐； t 

悶川； 入り
原ら
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ろひおかつし
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19 1 8 ひが 17 ひt16 1 5 みi14 13 
西［東し東今い南羽Iょ山：

小山：—ぃ 平ひ村tま 塚京 子ね下k
ノの本ぼつ 畑.. たら 田だ 言—いち松んっま か
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し竺がま尻ねま

方やいつむきだし
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ぃまは づ
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2 6 2 5 2 4 2 3 ひがし2 2 ひがはしま 2 1 2 0 ひがにし
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i 所只沙け屋村ゃ ： 西山し

下ハ訂前門tf下ik ―ののぃやま
ち
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しややつつは E 方
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しまし
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33 32r31l や3029 28 27 
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所打下f''I ロ ＇打ばたし之の

図沖t五T ―止¥;t と下口i
面叫ん喜目ゎ； 番 下k
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え

ひ
わ

っ

こ
い
の
く
ま

み
ぞ
ぞ
え

た
か
や
な
っ

く
わ
ば
あ

ひ
っ
だ

し
た
ん
だ

あ
ま
っ
ち

ひ
ら
か
こ
い

い
ず
ん
だ

い
ち
じ
ゅ

み
つ
の
し
た

小
字
名

方
言
名

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 
む

井ぃ芦t井ぃ岩;月；向こ川炉中幻前t内t高訂段訂戸tぅ
手で谷店 手で崎；木？川ヵ、 原ぼ島i田,,門名宇ぅノの 木き
川が川¢ノの

わ

耐神t ら
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ど
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せ
ど

あ
な
ば
つ
け

だ
い
ま
る

ほ
し
く
ま

く
す
が
う
と

う
し
ぼ
い

ま
っ
か
さ

し
ま
め
ぐ
い

こ
ま
い

さ
ん
が
っ
で
ん

に
が
っ
で
ん

し
ば
ご
え

小
字
名

方
言
名

I I 
8 7 
一ぢ山：
町い崎；
田月

い
っ
ち
ょ
だ

や
ま
さ
っ

小
字
名

方
言
名

52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 
大い駈川ぢ勢せ宮t廣知 宮t豆t緑？永＄宮t菖月黒i
平t圧内i田たハ 見みノの打も山i迫ざ田た蒲と石t

谷E谷店 前t ケがJIit
迫§

う
ひ
や

せ
ど

J

つ

せ
た
ん
た
ん

み
や
ん
た
ん

ひ
ろ
ん

み
や
ん
ま
え

ま
め
う
っ

み
ど
い
や
ま

み
や
た

な
が
さ
こ

く
え
し
が
あ

し
ょ
が
た
ん

小
字
名

方
言
名
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28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 

芍し まf吹t ケヵ！原芍し べ! んg坂；し 石じ と tっ各一反ん？ 田ん； 小鸞東原ぶ駒迫こ田た十文；：堂5西に鎌磨＂；迫屑な鎖守ら石'帰l前ね1I帰見t§!! 帰見:;立を宇都ぅ御祭 ＝さ芦原t切村前t；新し
字を尾ぉ 尾ぉ 村崎 口訂田田だ

ひこたじどにかなち い み み み た う おさあむし
がまぶ ゆうしまべんつげげげてとま ん し ら ん
つざつもがばと さのざいいいいぐっ たはんで方
ばこ しおいっこおかのむ し つ いんいまん言名
い ま らでだえ

えさ ん
つ

小

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32. 31 30 29 
水っ芝切牛t船i立も街i:宮い野の高な道t岩i土；見み中ほ五ご 川ぢ後t廣訂士し面？
流るケが堀問ケヵ，坂;,道§ 田た平1尾ぉ添f穴；田f乳欠印野の郎訂間ま /IIヵ旧丑明？ノの

尾ぉ 叫 口； 口i 町 田Z 内t田だ下K鸞

つしうふたけみのたみいつみなごか うひしめ
いばしなつどやびかつわつつかおあしおあん

がぽがさぐたあおぞあだつのだまとたけの方喜
あいやかつ えなだ ごだし

ま ぐ った
つ

6 8 6 7 6 6 6 5 6 4 6 3 えま 6 2 6 1 6 0 5 9 5 8 5 7 5 6 5 5 5 4 5 3 5 2 5 1 5 0 ほた4 9 
籠ざ黒く間ま内i神山が訂前 坂忍K内t渡瀬ゎ平ひ大迫:さ子落こ陣じ野の駒こ千本松せ口i橋掛存t螢道 志し
叫石じろ伏谷汀た野の み谷『下 野の せたば山：ばら こ おめんもハん坂tだ,ケがたま 閃んま輪ゎ みるち米め 小字名

ケが 、こ々のノの の々原ぃ原ぃ 面口ら谷9こ谷1こ っ野の ノの
谷店下K 原仔 元t

かくまうやまさうわひおこじのこせくかほし
ご えぶっ ま ぇ かったらおおんざまんつけため
や ししのなんしのせやさとのかんぼ ばはいん方
まがだのんたたのばまこしくたたんのしみも名言

たん のん ばいば めつんんま つと
ん たし い い ん っ

88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 7 4 73 72 71 70 69 
富よ子こぉ

村t中念中名柳t岩図汲い赤な阿ぁ廣g平t寺：下t渡如高な宮t前t片度銅§
松ぢ落と下k子i牟む田g下K川名弁訂摩ま見み山：ケが川訂瀬せ田"ノの坂象茂い山! ,...... 

小
子落も田tこ 図当与里り 宇ぅ原ぽ 川名元t ノの

都と 原，! 下k名

とこむななやいくああひひてしわた みまかど
みおらかかなわみかまおららもたか や え た う
まとんこむつしかべりみやがんぜだも さ し ざ 方
つ ししおただたあ ん まうこ ことかげん言

たと つと とああ の名
し し

こ
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87654321  
剣＂ 厄郷和剣：島目松印塩紅西't
平f 崎f ノ 0) 叫田" 崎： 入〗ノ の

丸: ロi

つ
る
っ
び
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つ
る

っ
ざ
き

つ
る
っ
ぞ
ん

ご
う
の
ま
い

し
ま
だ

ま
つ
さ
き

し
お
い
り

に
し
の
く
っ

小
字
名

方
言
名

し
き

ね

大
字

・
敷
根

97 96 95 94 93 92 91 90 89 
戸龍と菖戸 牛け帆吉t流知日野の
即亭打蒲｝ノの 元t野の合も道t坂；
原｛屋は之の糞i 冗 t

敷と元t

り
ゅ
う
て
い
や
し

っ

に
た
ば
い

し
ょ
う
ぶ
の
も
と

よ
っ
の
も
と

や
な

っ
の
も
と

う
し
の
く
そ

な
が
い
え

う
っ
み

つ

の
さ
か

16 15 14 13 12 11 10 9 
節苫上釦西t御ご堀閑大t赤な大し尺
句＜前t上が却場：坪る川訂義ぎ
田t 道§ 庵？

小
字
名

せ
っ
く
で
ん

あ
げ
ま
え

に
し
あ
げ

た
い
ぎ
あ
ん

あ
か
が
あ

お
お
つ
ぼ

ほ
い
ば

ご
ふ
ど 方

言
名

106 105 104 103 102 101 100 99 98 
城印東佐宇ぅ松訂後い冠蓑な 猿i五ご
ケ姦芋［都 と下k迫g田た掛f； ハ 戸と
尾ぉケが 木こ口s

迫ぎ 場 f

ひ
が
し
い
も
が
さ

じ
ょ
う
が
お

A

つ
と

ま
っ
し
た

う
し
と
ざ
こ

あ
あ
た

み
の
か
け

さ
い
の
こ
ば

ご
と
ぐ
っ

24 23 22 21 20 19 18 17 
し

鷹な駒i中な平炉鞍し大t{忍の島と
ぶ

取5方閤重b田た掛1； 王切田で前t
坂； ん

な
か
し
げ

こ
ま
が
た

た
か
と
い

ひ
ら
た

し
の
ん
だ

で
お
ざ
か

く
ら
が
け

し
ま
ん
ま
え

小
字
名

方
言
名

せ

と

し

た

107
瀬
戸
下

に
し
い
も
が
さ
こ

108
西
芋
ヶ
迫

あ
ら
た
に

109
荒
谷

こ
●
が
え
り

llO
駒
返

う
し
ろ
み
か
え
り

lll
後
見
帰

ま

た

に

112
真
谷

く
り
ぴ
ら

113
栗
平

い
た
か
わ

ち

114
板
川
内

や
ま
が
み
ま
え

115
山
神
前

や
ま
ん
か
ん
ま
え

い
た
ん
こ
っ

く
い
び
あ

ま
た
ん

う
し
と
み
け
い

こ
ま
げ
え
い

せ
ど
し
た

に
し
い
も
が
さ
こ

あ
ら
た
ん

32 31 30 29 28 27 26 25 
川＄彦引11な小も門ざ大({湯ゅ瀧t
原t田"内i城含倉i丸い丑しノの
田,, 下k

か
わ
は
ら
だ

ひ
こ
だ

か
わ
う
ち

こ
じ
ょ
う

ゆ
だ

だ
い
ま
る

か
ど
く
ら

た

っ
の
し
た

小
字
名

方
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名

こ

ま
つ
ば
ら

116
小
松
原

ほ
ん

ど

117
本
戸

118
琴
町

ほ
ん
た
に
ぐ
ち

119
本
谷
口

ま
つ
ば
え
だ
に

120
松
合
谷

な
な
み
な
と

121
七
湊

な
な
み
な
と

ほ
ん
た
ん
ぐ
っ

ま
つ
ば
え
だ
ん

ほ
ん
ど

し
ば
あ

こ
ま
っ
ば
あ
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12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 大

上ぼ銅訂出ぃ源t西t東嘉八ゃ塚丸孟神か鳴釘園因丸大§ 小
字

出ぃ田た水！ヶが春ぽ春i坂嘉 じ作楽ぐ子こ田,, l ． 
水i 田"島日田だ田各 ！田" 鸞 >[田だ

36 35 34 33 
向ぼ上念下し牟東笈t 

i ケ協小こ小こ
平炉牧じ牧い田た

うどいげにひや，つかなそだ む か し ひ
えうずん しが さかぐるのい こ ん も が
いたんがはしかまらこだま方
ず だしつは いさだ る言名
ん まだつ つ
だ だ

うここし 方
が まま む

喜ひ つ つ た
ら

24 23ぺ 2221 20 19 18 17 16 15 14 13 
石打恥二9こ迫ざ権ご内t節句苫田た田た東俎し見常；；上t 、
橋f入ゅ反訂田だ現んtノの く前中ほt中ほ八ゃさ み井下ぃ I<」

う町 園：叫田t 坂か K 

40 39 38 37 

垂な羽堂叫道彫柊木山； 

i 水i : r i ぎ

山：

いべにさごうせたたひつお
しんたこんつつなながねえ
ばにんだげのくかかつみん喜方
しゅだ んまでま や し

えいんえ さ た

たはまく
い ど み ぬ
み やち つ 方
つま や

喜ま
ん か

36ま 3534 33 32 31 30 29 28 27 26 25 
前川・ぷわ花が口鞘t片け権号翌萩引翫g会名長春幻拾§ろ

原塩＇ょ園訓ばケが叫現tんノの原t田田だ ぼ六 小<
t 瀬せ 水づ坪品 辺べ

入 R 戸と 流る

44 43 42 41 
迫ざ磯勾都宇ぅ大迫お 小田"平t と ぉぎ

鸞
り

夏はな さ か ご ろ はやかな じ
んなか や た ん つ ぎないがゅ

さ い う お
こそとお

こぞががやげのはつだはろ方
をんわ せ ま ん つ らだ るつ名言
お どずぼ ベ
し> し)し>

だび さ 方
あ ゞ

喜
'----

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 

即前:訳IIは/Iは東＂がし幻下｀前i越釦前t:松;I ,J 
崎：平切II名跡と原ぽ川りゎはら lit川名 ヵゎこし， 川 山： 字ヽ

田だ原原が原梵 川川 原芍 名
原芍

46 45 
浜t前t

半田だ田だ

名

つまふかこ ひそ しひなまま
いえいああがとも力ゞこえつ
がんかと だ っ ん ん；しんや 方
さひわ こここぇ がこま

喜つあ あああんこ ゎぁ

はま
まえ
だだ 方

喜

あ
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5 4 3 2 1 

酎宮い山いたし道tぞえ 前！

i 叫ノの下添 田"
前t

しみやみま
んやまつえ
ちんしぞだ 方
ゆまたえ

喜又> 

10 9 8 7 6 
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あくなうな
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15 14 1中3念12 11 
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塩
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西
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だ
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だ
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け
だ
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た
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ぽ
ざ
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た
け
ん
し
た

か
わ
ら
だ
ざ
こ
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の
や
ま

ひ
ろ
み
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（例）

住
所
表
示
前

住
居
表
示
後

四
七
八

住
居
表
示
地
域
の
土
地
の
地
番
の
表
示
は
、
大
字
が
新
し
い
町

名
と
な
り
、
小
字
は
無
く
な
り
、
地
番
は
元
の
ま
ま
使
用
し
、

大

字

小

字

地

府

中

下

川

跡

中
央
三
丁
目

四
七
八

番

住
居
表
示
地
域
に
つ
い
て
は
、
住
居
表
示
前
の
大
字

・
小
字
名

の
一
覧
表
を
以
降
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
小
字
等
を
図
示
す

る
。

のようになる。

3 4 3 3 うしろ 3 2 3 1 3 0 2 9 2 8 2 7 2 6 2 5 2 4 佐はし2 3 2 2 2 1 
岩；； 後藤t胡ご堂＂ 琵ぴ坂t水が中幻西＇こ東松打猫瀬釘尻かK 小
ヶりIIかケヵサ釦ケヵ， 琶ゎ面？ケが原t原月原坂:ヽ せ勝っ

鸞印内ゎt尾ぉ迫り尾ぉ甲； 迫ざ ら 目め

いうふごどびさみなにひまねし
わしつま おわかつかつがつこが
がとのががんんがんばつさぜ つ 方
さご お ざ おくめさはいばか め 喜つつ

、プ
んこい し)し一

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 
入り倉i札呑水い永い丸い吟 豆t木こ折訂御ぉ西も松を大§ 小
佐さケがケヵ， 堀印山：尾ぉり 付び易I!口；手iらノのケが丸:

I 宇ぅ迫ざ 洗ぃ口i迫ざ
都と 水t

いくふみなまあまこおお にま お
つあだつがる つ めばいてつ つ お

名‘ さががぽやおまつ ぐあのがま
うさいま I,' け つらく さい
とこ い つ こ

み
っ

62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 
碍堂り篠旦井ぃ塚訂柳や珍！椋い赤い、白Kマまイぃ石い耳み 小
距田いケヵ子和 脇tノt田汀距松ぢ尾ぉカラら塚加訴

図原~,パ 谷店 段1 谷店シしケが
下k 谷店谷E

たどしいつやちしあしまいいみ
けでのどかなんゆからぶらつん

i 
わんがんわ つ でろまおしがつと
た はしきだんんつだだたかい
し) いた ん だ んんん

ん

7 4 73 72 71 70 69 68 67 66だ6564み63
谷店秋t小こ片度萩iや葎；；が椎し鎮tで段中んち惣！じ 都越？さぇ鬼き

半尻む之の松g城い山まケゎ木迫引ざ田んt＂肌 段山：だ
助t原t 渡t こ原 ん 名

たあこかはつしちだすみき
んつまたつけのんんじやや

方じのつしやわつでちんこま
いつばとまたざんゅ ごだ 喜けい しこばう えん

し)
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5 4 3 2 1 
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旧
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山下町（図2ー2)
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上上 広上川台郡 重 大
之 JI 小 寺明 JI 
段 井瀬川原田久 字

マ耳柱府羽平盃 連草本桶 ’‘ 

プシ土松木山 堂蘇ケ持口 漢、現贔、字
字名谷 迫

マアカタスヒハトキヒ
プマップヤラスコモグ フ
シツラノマコドロチチ リ
ダチマキ バウガ ガ
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間^ 余 桂腑須平蓮華木樋 字思正
伏谷ッリ松木山木場堂蘇ケ持口 わし
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土
地
台
帳
の
字
名
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、
明
治
の
地
租
改
正
に
当
た
っ
て
、
字
の

統
廃
合
や
新
名
称
の
付
与
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
た
の
で
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漢
字

の
字
名
と
そ
の
読
み
方
に
つ
い
て
矛
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す
る
も
の
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ら
か
あ
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現
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か
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範
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次
る
掲
げ
た
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今
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と
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説(

1
)

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授

シ
ャ
ウ
プ
ら
の
日
本
税
制
調
査
団
が
出
し
た
勧
告
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れ
を
も

と
に
大
戦
後
の
日
本
の
税
制
改
革
が
さ
れ
た
。

144 



第 2章 人口と集落

＊ 

屡

字調査図住居表オ
-、地域の図2-2 昭和49年 7月1日付

・名被町 ・
山下町）（中央-~四丁目

145 



口Y．蹂皿e中囲＂ 、謙I掘

〈
住

居
表

示
案

内
図

〉

（広
瀬

・
濠
の
各
一

部
）

9t1 

隼人

（
 

ー
（

西
田
）湊

図
2
-
3

昭
和
59

年
5
月

1
日
付

住
居
表
示
地
域
の
字
調
査
図
（
広
瀬
一
-
四
丁
目
）



油蠍4口Y憐2掘
図

2
-
4

昭
和

62
年

12
月

1
日
付

住
居
表
示
地
域
の
字
調
査
図
（
中
央
五
-
六
丁
目
•
福
島
三
丁
目
•
松
木
東
・
野
口

北
・
野
口
東
・
中
央
三
丁
目
の
追
加
）

UVI 



第 1編国分の自然 ・入口

（大丸）

+
 

ト

釘

燥 （京
塚
）

図2-5 図査調字の

:
·>

5
1[

甲

品

月

;^

2

i
 

町

~（

g
釦

～

ぽ

．
 

野

・

大

（南
大
野
原
）

刷ゴ

渾

5

59

（

疇
□

（北大野原）

148 



第 2章人口と集落

ー
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ー

図2-6 昭和59年5月 1日付 住居表示地域の字調査図（城山町）
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2-8 平成 8年12月2日住居表示実施
（中央三丁目追加地区の字調査図）
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